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経営理念（民間活動応援宣言）

独立行政法人福祉医療機構(以下「福祉医療機構」)は、社会福祉・医療事業団の事
業を承継し、平成15年10月1日に福祉の増進と医療の普及向上を目的として設立さ
れた独立行政法人です。

福祉医療機構は、福祉施設や医療施設に対するご融資や経営支援、WAMNET、退
職手当共済、心身障害者扶養保険、年金担保貸付、NPOへの助成など多種多様な商
品・サービスを提供し、社会保障を支える福祉医療の基盤づくりに貢献しています。

私どもは「民間活動応援宣言」を掲げ、お客さま目線を大切にし、福祉と医療の一
体的な商品・サービスの提供を通じて地域の福祉と医療の連携、地域力の向上に貢献
していきたいと考えています。また福祉と医療の専門店として専門性を磨き、民間活
動を応援していきます。

今後とも福祉医療機構が国民の皆様にとって身近で信頼され続ける組織となるよう、
お客さま目線に立って自己改革に取り組みますと共に、心豊かに安心して暮らすこと
ができる地域社会の実現にむけてお役に立てるよう役職員一丸となり努めていく所存
であります。

独立行政法人福祉医療機構

私たちは、国の政策効果が最大になるよう、地域の福祉と医療の向上
を目指して、お客さまの目線に
立ってお客さま満足を追求することにより、福祉と医療の民間活動を応
援します。

１．民間では対応が困難な政策金融やNPOへの助成などにより、福祉と医療の向上
を目指します。

２．専門性を磨き、民間活動への支援の質を高め、福祉と医療の向上を目指します。

３．機構の持つ総合力を発揮し、福祉と医療の連携を支援します。

４．公共性、透明性及び自主性を発揮し、コンプライアンスを徹底することにより、
健全性を確保します。

５．コスト意識を徹底し、効率的な業務運営を行います。

６．強く明るい職員を目指し、自ら働きがいのある組織として、お客さま満足を追
求します。

独立行政法人福祉医療機構
理事長 長野 洋

添付資料３
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平成平成2424年度活動計画年度活動計画

業務間連携強化プロジェクトチーム業務間連携強化プロジェクトチーム

検討テーマ

機構の経営理念にある「機構の総合力を発揮し、福祉と医療の連携の支援」を具現化するための取
組みとして、平成24年度においては、お客さま目線の観点から、福祉医療貸付事業における現状の金
利体系に着目し、そこにある課題等を踏まえ、お客さまからの多様なニーズにも対応できるよう新た
な金利体系を構築しその導入に向けて検討を行う。

メンバー編成

福祉医療貸付関連部署における課長・課長代理クラスにより編成（各部2～3名程度）

スケジュールスケジュール

必要に応じて民活本部
へ活動状況等を報告

主に企画課において検討
し、適宜、PTを開催

年度報告年度報告メンバー選定メンバー選定

福祉医療貸付関連部署及び
経理部における課長・課長
代理クラスにより編成

状況報告状況報告

実施内容等を取りま
とめのうえ民活本部
へ報告

44月以降月以降

必要に応じ平成26
年度予算要求へ反映
（平成25年6月）

添付資料４
＃３、＃４

平成平成2424年度活動計画年度活動計画

働きがいのある職場づくりプロジェクトチーム働きがいのある職場づくりプロジェクトチーム

検討テーマ

「民間活動応援宣言」にうたわれている「強く明るい職員を目指し、自ら働きがいのある組織とし
て、お客さま満足を追求」を具体化するための取組みとして、機構の将来像や方向性等について模索
する。平成24年度においても引き続きフリーディスカッションで職員のモチベーションをアップさせ
るための取組みとして課長代理クラスの中堅職員をメンバーとする検討チームを編成し検討を行う。

メンバー編成

課長代理クラスの中堅職員により編成（12～13名程度）（人選は手あげ方式）

スケジュール

メンバー選定メンバー選定 中間報告中間報告

民活本部へ検討状況
等を報告

年度報告年度報告

民活本部へ報告

総務企画部へ提言

提言の具体化

中堅職員を手あげ方式に
より編成

月に1回程度、PT開催

44月以降月以降 1010月頃月頃 翌年翌年33月頃月頃
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平成平成2424年度活動計画年度活動計画

東日本大震災プロジェクトチーム東日本大震災プロジェクトチーム

検討テーマ

「東日本大震災プロジェクトチーム」は福祉貸付部、医療貸付部、顧客業務部、年金貸付部及び総
務企画部合同で平成23年8月から発足させ活動してきたところである。
今般、東日本大震災被災者支援機構が設立され、震災からの復興支援が本格的に行われることに伴
い、今まで以上に関係部署が連携して機構としての統一的な対応方針等を策定する必要があることか
ら、平成24年度においては民間活動応援本部のもとで、今後の対応等を検討する。

メンバー編成

福祉貸付部、医療貸付部、顧客業務部、年金貸付部の他、関連部署より編成（各部2～3名程度）

スケジュールスケジュール

役員連絡会に活動状況
及び震災相談状況等を
適宜報告

適宜、PTを開催

年度報告年度報告メンバー選定メンバー選定

福祉貸付部、医療貸付部、
顧客業務部、年金貸付部
の他、関連部署より編成

状況報告状況報告

活動状況を取りまと
めのうえ民活本部へ
年度報告

44月以降月以降
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1.認証の概要

（１）組織事業所名：東京本部及び大阪支店

（２）登 録 範 囲 ：【東京本部】
福祉貸付事業、医療貸付事業、債権管理、経営診断･指導事業、
社会福祉振興助成事業、退職手当共済事業、心身障害者扶養保険事業、
年金・労災年金担保貸付事業、福祉保健医療情報サービス（WAM NET）事業、
年金住宅融資等債権管理回収業務等事業及び付帯する業務委託した貸付業務
及び債権管理業務の管理

【大阪支店】

福祉貸付事業、医療貸付事業及び付帯する業務

品質マネジメントシステム（ＱＭＳ）運用状況（平成２４年度）

2.QMS構築の経緯

平成16年11月12日：機構における品質マネジメントシステム（QMS）の発効・運用開始
平成17年 4月11日：機構のQMSについてISO9001認証登録

平成20月 9月25日：代理貸付業務、年金住宅融資等債権管理回収業務等事業についてISO9001認証追加登録
平成20年2月～3月：ISO9001認証継続審査の受審

平成20年 4月11日：ISO9001認証の更新
平成23年 4月11日：ISO9001認証の更新

（３）認 証 規 格 ：ISO9001:2008 / JIS Q9001:2008

（４）審査登録機関：エイエスアール株式会社

（５）初回登録日 ：2005年4月11日 （有効期限2014年4月10日）

添付資料５
＃５

◇機構の品質マネジメントシステム（ＱＭＳ）概念図

資源の運用管理 測定、分析及び改善

品質方針

中期目標・計画

重点・品質目標

マネジメントレビュー

経営企画会議

役員会・幹部会

経営者の責任

PLAN

● QMS内部監査の実施
事務リスク等を抽出し改善
を実施

● 審査登録機関による外部
審査

● QMS研修等の開催

● 「教育・訓練手順」に基づ
く研修等の実施

● マネジメントレビュー
経営企画会議等において、
業務の進捗状況、指摘事項
への対応状況等を管理

● 経営方針・重点目標の設定、
公表

教育・訓練の実施

事務所、PC管理等

人的資源

インフラ 是正処置・予防処置

内部監査の実施

サービスの実現

各事業・業務の実施

広報活動 等

プロセスの監視・測定

顧客満足度調査

データ分析

DO CHECK

ACTION

● 顧客満足度調査
各種アンケート等の実施

● データ分析
申込書等の不備事項分析

● QMS文書の継続的整備
・各文書のレビュー、改訂

● 手順書に基づく業務実施
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1.QMS内部監査の実施

（１）監査対象部署

機構における全部署

（２）監査期間

平成24年6月～平成24年12月

（３）監査結果等

・QMSの効果的運用を確認（顧客重視の定着、積極的改善活動等）

◇ＱＭＳ主要対応事項（平成２４年度）

・QMSの効果的運用を確認（顧客重視の定着、積極的改善活動等）
・確認された優良事例（23件）については、機構内イントラネットで公表
・不適合（0件）、要改善項目（20件）、要修正（18件）及び検討依頼（25件）については、
必要に応じて順次対応を実施

・監査結果の総括報告を経営企画会議において報告

● データ分析に基づく決裁経路の見直し（経理部)

● 「病院の施設整備動向アンケート調査」のＷＥＢ化（医療貸付部）

● 業務関連携による被災地訪問活動（顧客業務部）

優良事例（抜粋）

2.QMS文書の継続的整備

• 各文書は、年度当初にレビュー（業務実態との適合性等の確認）を行ったほか、必要
な都度改訂を実施

3.認証機関による定期審査を受審（平成25年2月）

• QMSの認証範囲が正しく継続的に実行されており、要求事項に関して継続的に適合し
ていることを確認。(不適合の指摘なし)
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リスク対応計画に対する
平成２４年度評価等について

添付資料６
＃５

これまでのリスク管理活動の状況

リスク管理等の基本的事項を定めリスク管理等
を適切に実行することにより、機構業務の健全性
の確保を図ることを目的として策定

リスク・危機管理基本方針作成Ｈ21.10

基本方針第2条第3号に規定するリスク管理を
適切に実施することを目的とする。リスク管理委員会運営要領

Ｈ22.3 各部から抽出したリスク一覧表のうち、影響度と
発生頻度に応じて優先対応リスクを選定し、リス
クに対する対応計画を策定した。

リスク対応計画（第1版）の策定

Ｈ22.10 計画実施後の進捗管理状況を報告リスク対応計画（第1版）の中間報告Ｈ22.10 計画実施後の進捗管理状況を報告リスク対応計画（第1版）の中間報告

Ｈ25.3 24年度に実施したリスク対応計画（第1.1版）の
実績について評価  内容一部見直し、リスク
対応計画（第1.2版）に更新

リスク対応計画（第1.1版）の実績評価

今回の活動

Ｈ23.11 リスク対応計画（第1版）の実績評価
リスク対応計画（第1版）の実績について評価

 内容一部見直し、リスク対応計画（第1.1版）
に更新
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平成２４年度のリスク管理活動の主な対応状況

・リスク対応計画に記載されていた事項を実施しなかった事例
は２件あった。（リスクがなくなったわけではなく、業務の事情等
により、実施されなかったものである。）

リスク対応計画の実施
（実施or未実施）

・リスクが出現した事例（損失発生）は１件あったが、事業の継
続を困難とさせるまでには至らなかった。

リスクの出現
（防止できたorできなかった）

・対応計画を見直すものは、１５件あった。

・うち８件は、現状業務の状況に即して、「対応方針」欄の記載
を見直したものである。

・その他７件は、「リスク詳細」欄や「現行の対応状況」欄の記
載を、必要に応じて適宜加筆・修正したものである。

対応計画の見直し
（対応方針の見直し、その他）

続を困難とさせるまでには至らなかった。or
（損失未発生or発生）

対応計画の実施：リスク対応計画を実施しなかった事例

リスク名称 対応方針 実施しなかった理由 今後の方針

4

（顧客業務部）

特殊債権等管
理リスク

⇒条件緩和先
が破たん先に悪
化するリスク

⇒担保処分を実
施しても、元金
の全額回収が
出来なくなるリ

・案件の進捗管理・報告・協議

・貸出条件緩和債権検討会等の
適正な実施

・貸出条件緩和案件等の情報提
供の充実
・担保評価方法の検討

担保処分による回収の更なる
確実性の向上を図るためには、
担保評価の引き下げや別担保
（融資対象建物又は融資対象
土地以外の不動産）の徴求な
ど、機構の新規の資金需要に
影響を及ぼす可能性が生じる
事項であり、機構全体での慎
重な検討が必要である。

担保評価方法につ
いて、機構全体で
の検討を行う。

スク

リスク名称 対応方針 実施しなかった理由 今後の方針

29

（経営支援室）

福祉・医療経営
セミナー開催に
関するリスク

⇒釣銭が不足
するリスク

受講料の収受に関して、小口現
金の在り方の検討を行い、運用
改善を目指す。

・銀行振込みに変更する方向
で検討したが、キャンセルした
際の取扱いが決まらず。

・金融機関の入金管理サービ
スの利用は新たな経費が発生
することから、当面の間は現状
の現金扱いを継続することとし
た。

25年度以降に何ら
かの方向性を示す。
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対応計画の見直し：対応方針を見直した事例①

リスク名称 対応方針 追加・変更理由

2

（顧客業務部）

与信リスク：貸付
先の経営状況の
悪化等に伴うリス
ク管理債権の発生

見直し前

・引き続き実施。（毎年、事業報告書と施設情報を
収集し、決算内容等を把握する。）

・経営支援室との役割分担、実地調査に必要な内
容等は、貸付・管理・経営支援連絡会議でさらに
検討を重ねる。 現状における取り組

み状況にあわせて、
記載変更

見直し後

・引き続き、適切に対応するとともに、事業報
告書の徴求率の更なる向上に努める。
・債権管理部門、経営支援部門及び貸付部門と
の密接な連携を図るとともに、相互の役割分担
を明確にした上で、効果的かつ効率的な調査をを明確にした上で、効果的かつ効率的な調査を
実施する。

3

（年金貸付部）

与信リスク：貸付
先の財務状況の
悪化等に伴うリス
ク管理債権の発生

見直し前
貸倒実績率等のデータが完備するまでの間は、会
計監査法人と協議のうえ、予想損失率を見直し適
正に引当金を計上

貸倒実績率等のデー
タが完備したため

見直し後
『貸付金自己査定による貸倒引当金の計上につ
いて』に定める貸倒引当金の計上基準に基づき、
適正に引当金を計上

リスク名称 対応方針 追加・変更理由

（助成事業部）

外部からの申請書
等、書類の取扱事

見直し前

・事業完了報告等の提出期限について、「助成金
事務の手引き」に厳格な手続きを明記するなど、
提出期限の周知徹底を図るとともに、提出期限が
過ぎた助成先団体に対しては、速やかに期限を区
切って督促を行う。また、必要に応じて現地調査を
実施して、状況を把握し、適切に対処する。

新たに対応を始めた

・事業完了報告等の提出期限について、「助成金
事務の手引き」に厳格な手続きを明記するなど、
提出期限の周知徹底を図るとともに、提出期限が

対応計画の見直し：対応方針を見直した事例②

9
等、書類の取扱事
務の遅延・処理漏
れ等、業務全般の
リスク

新たに対応を始めた
事項を追加

見直し後

提出期限の周知徹底を図るとともに、提出期限が
過ぎた助成先団体に対しては、速やかに期限を区
切って督促を行う。また、必要に応じて現地調査を
実施して、状況を把握し、適切に対処する。
・助成先団体が適切かつ円滑に書類を作成でき
るよう、助成金申請時と事業完了報告書提出時
にそれぞれ助成先団体に対する事務説明会を開
催する。
・助成先団体へのメールマガジンの配信により、
各種書類の提出意義や期限等について事前周知
を行う。
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事業継続計画の見直し等について

添付資料７
＃５

事業継続計画とは、災害や事故で被害を受けても、重要業務が中断しないこと、
及び中断しても目標復旧時間内に再開することにより、信用低下による顧客の
流出、マーケットシェアの低下、企業評価の低下などから、企業を守る経営戦略
のこと。 （リスクマネジメント）

事業継続計画（Business CONTINUITY PLAN）とは？

ＢＣとは ＢＣのために取り組むべきこと

①組織が災害や事故などで被
害を受けても重要業務を中
断しないこと

②中断が許される時間内に（な
るべく早く）復旧させること

③ただし、中断が許されないも
のは中断させないこと

重要業務の特定

被害の予防／防止

業務中断からの

早期復旧
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事業継続（ＢＣ）の概念

＜事業継続のための２つの側面＞
①被害を予防/防止する

・被害や影響を最小限にする事前対策/計画
②重要業務が中断した場合は早期に復旧

・可能な限り早期に再開させる復旧対策
・ブランドスイッチさせない重要業務の目標復旧時間を設定

平成２２年第２回リスク管理
委員会資料より抜粋

操
業
度

時間

①

②

100%

いかにして被害を少なくするか

BC実践（ＢＣＰ策定）後の復旧曲線

現状の予想復旧曲線

いかにして早く復旧させるか

災害発生

事業継続計画について

機構の事業継続計画の
基本方針

１ 災害時の発生において最優先するのは役職員（派遣職員を含む）及び訪問

機構は、リスク管理の一環として、大規模な地震など危機が発生したとき、業務

を遂行（継続）するという社会的使命を果たすため、被害の局限化という観点に

留まらず、コンプライアンスの確保や社会的責任という観点から事業を継続する

ためのマネジメントシステム（行動計画の策定、その運用、見直しまでを含めた

マネジメントシステム）を構築するために、平成23年2月に事業継続計画を策定

した。

福祉医療機構における
事業継続計画（目的）

基本方針 者の生命の安全確保。

２ 経営理念である「お客さま満足の向上」や「地域における福祉医療の機能を

支える」使命と社会的責任を果たすため、業務を継続する。

３ 事前対策、サービス提供の早期再開のための組織対応、リスクに的確に対

応するための事業継続体制を確立する。
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事業計画を見直した理由

災害時における
事業執行体制の確保のため

・震災直後は、電話による通信が困難

 災害時にも管理者と職員が双方向で通信が可能な安否確認シ
ステムを導入した。

・災害時における備蓄品（保存食等）が不足

 備蓄品（保存食等）を職員（約３００名分）を対象とし、３日分の備
蓄品を購入した。

災害時における
備蓄品の充実

事業継続計画を見直した主なポイント

第7章 安否確認の方法を災害伝言ダイヤル等から各電気通信事業者の推奨する市販の安否確認
システムの導入する方法へと変更した。

第10章 備蓄品（保存食等）配布の対象を帰宅困難職員から全職員（約３００名）へ拡大し、備蓄品
（保存食等）を２日分の確保から３日分の確保へ変更した。（保存食等）を２日分の確保から３日分の確保へ変更した。
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災害等が発生した場合の事業を継続する構成要素（現計画）

（別紙３）優先継続業務
に関わるリソース（経営
資源）一覧

（別紙２）
目標復旧時間検討表

（別紙１）
優先継続業務選定表

（別紙４）
優先継続業務課題リスト

（別紙５）
災害時参集要員リスト

事業継続計画
（本体）

（別紙６）
災害時行動マニュアル

人的な要素 事業・業務の要素

防災計画
（消防計画）

情報セキュティポリシー
実施手順

（別紙７）優先継続業務
に関わる実施手順

（別紙８）バックアップ等
バックアップ状況表

業務手順書
（ＱＭＳ・マニュアル）

システム等の要素

機構業務のためのサーバ、ネット
ワーク、ＰＣ等の規程等

被災しても被害を軽減する
ための計画

各業務の手順を示した書
類

（別紙４）
災害時参集要員リスト

事業継続計画
（本体）（別紙６）

災害時行動マニュアル

人的な要素 事業・業務の要素

（別紙２）優先継続業務
に関わるリソース（経営
資源）一覧

（別紙１）
優先継続業務選定表

（別紙２）
目標復旧時間検討表

（別紙４）優先継続業
務課題リスト

災害等が発生した場合の事業を継続する構成要素（新計画）

防災計画
（消防計画）

情報セキュティポリシー
実施手順

（別紙１）
業務プロセス分析表

業務手順書
（ＱＭＳ・マニュアル）

システム等の要素

機構業務のためのサーバ、ネット
ワーク、ＰＣ等の規程等

被災しても被害を軽減する
ための計画

各業務の手順を示した書
類

（別紙８）バックアップ等
バックアップ状況表

（別紙5）優先継続業務に
関わる実施手順
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今後の課題・その他

今後の課題
安否確認システムの稼働の実施訓練 （10月まで）

サーバのデータセンター移転 （検討中）サーバのデータセンター移転 （検討中）

重要文書等の保管 （検討中）
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意
見
提
案
箱
の
運
用
手
順
に
つ
い
て

職
員
か
ら
の
意
見
、
提
案
を
常
時
受
付

（
締
切
は
年
２
回
）

意
見
、
提
案
の
範
囲

・
業
務
に
関
す
る
事
項

・
お
客
さ
ま
の
満
足
度
を
高
め
る
事
項

・
職
場
環
境
に
関
す
る
事
項

意
見
と
は

実
現
可
能
な
ア
イ
デ
ア
及
び
具
体
的

提
案
が
な
い
も
の

意
見
提
案
箱

職

意 見 箱 （ 電 子 メ ー ル ）

総 務 課 長

①
投
稿

（
無
記
名
も
可
）

②
報
告

総 務 企 画 部 長

理 事 長

総 務 企 画 部 担 当 理 事

③
意
見
、
提
案
を
担
当
部
署
に
確
認
し
、
報
告

④
取
り
ま
と
め
方
針
等
を
指
示

⑤
意
見
と
提
案
に
分
類
し
、
必
要

に
応
じ
て
役
員
会
に
諮
る
。

※
「
意
見
提
案
箱
」
運
用
手
順
を
図
に
し
た
も
の

提
案
と
は

実
現
可
能
な
ア
イ
デ
ア
を
基
に
し
た
具

体
的
な
提
案
が
あ
る
も
の

改
善
効
果
が
期
待
で
き
る
提
案
を
投
稿

し
た
職
員
に
対
し
、
表
彰
及
び
人
事
評

価
に
加
え
、
一
定
の
評
価
を
す
る
。

意
見
、
提
案
は
３
月
末
、
９
月
末
で
締
め

切
り
、
役
員
会
の
審
議
を
経
て
、
ボ
ー

ナ
ス
に
反
映
さ
せ
る
。

役
員
会
に
諮
ら
れ
た
意
見
、
提
案
は
、

電
子
掲
示
板
に
公
表

員

役
員
会

（
意
見
の
審
議
）

（
提
案
の
審
議
）

担 当 部 署

⑥
対
応
が
必
要
な
場
合
、
担
当

理
事
か
ら
対
応
方
針
を
指
示

⑦
提
案
を
投
稿
し
た
職
員
に
対
し
、
審
議
結
果
と
そ
の
理
由
を

明
ら
か
に
す
る
。

⑧
審
議
の
結
果
、
改
善
に
よ
る
効
果
が
期
待
で
き
る
と
判
断
さ

れ
た
提
案
を
投
稿
し
た
職
員
に
対
し
て
は
、
表
彰
す
る
と
と

も
に
、
業
務
上
の
人
事
評
価
に
加
え
、
一
定
の
評
価
を
す
る
。

⑧
報
告

経
営
企
画
会
議

電
子
掲
示
板

（
公
表
）

添付資料８
＃６
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添付資料９
＃８
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業
務

・
シ

ス
テ

ム
最

適
化

計
画

の
概

要

「
独

立
行

政
法

人
等

の
業

務
・
シ

ス
テ

ム
最

適
化

実
現

方
策

」
（
平

成
１

７
年

６
月

２
９

日
各

府
省

情
報

化
統

括
責

任
者

（
Ｃ

ＩＯ
）
連

絡
会

議
決

定
）
に

お
い

て
、

独
立

行
政

法
人

等
に

お
け

る
主

要
な

業
務

・
シ

ス
テ

ム
に

関
す

る
最

適
化

計
画

に
つ

い
て

は
、

原
則

と
し

て
、

平
成

１
９

年
度

末
ま

で
の

で
き

る
限

り
早

期
に

策
定

す
る

こ
と

と
さ

れ
た

。
こ

れ
を

受
け

て
、

当
機

構
に

お
い

て
は

、
平

成
２

０
年

２
月

２
８

日
に

業
務

・
シ

ス
テ

ム
最

適
化

計
画

を
策

定
し

、
公

表
し

た
。

な
お

、
W

A
M

 N
E
T
に

つ
い

て
は

、
「

独
立

行
政

法
人

の
事

務
・
事

業
の

見
直

し
の

基
本

方
針

」
（
平

成
2
2
年

1
2
月

7
日

閣
議

決
定

）
に

基
づ

き
、

事
業

規
模

縮
小

と
更

な
る

コ
ス

ト
削

減
を

図
る

た
め

、
平

成
2
3

年
7
月

2
8
日

付
で

「
業

務
・
シ

ス
テ

ム
最

適
化

計
画

」
を

改
定

し
た

。

業
務

・
シ

ス
テ

ム
最

適
化

計
画

の
概

要
は

以
下

の
通

り
。

W
AM

 N
ET

業
務

・
シ

ス
テ

ム
の

効
率

化
及

び
運

用
保

守
コ

ス
ト

の
削

減

・
利

用
者

の
利

便
性

の
維

持
・
向

上

・
業

務
処

理
の

簡
素

化
・
効

率
化

・
シ

ス
テ

ム
・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

成
等

の
見

直
し

（
全

面
刷

新
）

シ
ス
テ
ム

最
適
化
の
基
本
理
念

実
施
概
要

実
施
効
果

改
定

前

経
費

削
減

：
1
.6

9
 億

円
／

年

（
8
.4

8
億

円
⇒

 6
.7

9
億

円
）

改
定

後

経
費

削
減

：
3
.0

0
 億

円
／

年

・
オ

ー
プ

ン
技

術
に

よ
る

シ
ス

テ
ム

の
全

面
的

な
刷

新
。

・
シ

ス
テ

ム
運

用
保

守
業

務
の

一
般

競
争

入
札

に
よ

る
調

達
。

退
職
手
当

共
済
事
業

年
金
担
保

貸
付
事
業

・
シ

ス
テ

ム
・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

成
等

の
見

直
し

（
全

面
刷

新
）

・
機

構
保

有
シ

ス
テ

ム
の

共
通

基
盤

と
し

て
活

用

業
務

の
効

率
化

及
び

外
部

委
託

業
務

の
適

正
な

管
理

外
部

委
託

業
務

の
適

正
な

管
理

及
び

外
部

委
託

費
を

中
心

と
し

た
経

費
削

減

年
金
住
宅

回
収
業
務

外
部

委
託

業
務

の
適

正
な

管
理

及
び

外
部

委
託

費
を

中
心

と
し

た
経

費
削

減

福
祉
医
療

貸
付
事
業

業
務

の
効

率
化

・
合

理
化

の
向

上
及

び
総

費
用

の

削
減

・
シ

ス
テ

ム
運

用
保

守
業

務
と

入
力

作
業

等
業

務
委

託
に

分

割
し

た
、

一
般

競
争

入
札

に
よ

る
サ

ー
ビ

ス
契

約
の

導
入

・
電

子
化

対
象

範
囲

拡
大

と
電

子
届

出
シ

ス
テ

ム
利

用
率

向

上
に

向
け

た
周

知
・
啓

蒙

・
シ

ス
テ

ム
運

用
保

守
業

務
と

入
力

作
業

等
業

務
委

託
に

分

割
し

た
、

一
般

競
争

入
札

に
よ

る
サ

ー
ビ

ス
契

約
の

導
入

・
シ

ス
テ

ム
運

用
保

守
業

務
と

入
力

作
業

等
業

務
委

託
に

分

割
し

た
、

一
般

競
争

入
札

に
よ

る
サ

ー
ビ

ス
契

約
の

導
入

・
事

業
報

告
書

の
電

子
届

出
に

関
す

る
機

能
の

導
入

（
6
.3

5
億

円
⇒

 3
.3

5
億

円
）

経
費

削
減

：
0
.1

5
億

円
／

年

（
2
.0

2
億

円
⇒

 1
.8

7
億

円
）

経
費

削
減

：
0
.1

5
億

円
／

年

（
1
.4

8
億

円
⇒

 1
.3

3
億

円
）

経
費

削
減

：
0
.2

9
億

円
／

年

（
2
.8

8
億

円
⇒

 2
.5

9
億

円
）

経
費

削
減

：
0
.1

4
億

円
／

年

（
0
.4

7
億

円
⇒

 0
.3

3
億

円
）

添付資料１０
＃９
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○
W

A
M

と
国

や
都

道
府

県
、

W
A

M
と

会
員

（
福

祉
医

療
関

係
者

）
と

を
つ

な
ぐ

福
祉

保
健

医
療

の
総

合
情

報
サ

イ
ト

と
し

て
、

福
祉

医
療

に
係

る
制

度
・

施
策

、
そ

の
取

り
組

み
状

況
や

支
援

体
制

な
ど

に
つ

い
て

会
員

及
び

一
般

国
民

に
向

け
て

分
か

り
易

く
広

く
提

供
す

る
こ

と
で

国
の

福
祉

医
療

政
策

を
支

援

○
コ

ン
テ

ン
ツ

の
ス

リ
ム

化
に

併
せ

て
シ

ス
テ

ム
基

盤
の

縮
小

化
を

図
り

運
用

経
費

を
縮

減

福
祉

医
療

サ
ー

ビ
ス

を
総

合
的

に
サ

ポ
ー

ト

国
評
価

機
構

福
祉

医
療

ポ
ー

タ
ル

・
サ

ー
ビ

ス
解

説

W
A

M
 N

E
T

新
シ

ス
テ

ム
の

概
要

（
＃

9
）

事
業

所

都
道

府
県

一
般

国
民

へ
幅

広
く

情
報

提
供

会
員

○
福

祉
医

療
全

般
の

サ
ー

ビ
ス

に
関

す
る

解
説

等
を

提
供

○
福

祉
医

療
各

種
サ

ー
ビ

ス
の

取
組

み
事

例
情

報
の

提
供

○
福

祉
医

療
の

サ
ー

ビ
ス

に
関

す
る

地
域

の
窓

口
、

支
援

体
制

情
報

の
提

供

新
し

い
情

報
提

供

評
価

障
害

福
祉

機
構

独
自

会
員

サ
イ
ト

・
取

組
み

事
例

・
窓

口
案

内
・

地
域

ニ
ュ

ー
ス

等

独
立

行
政

法
人

福
祉

医
療

機
構

添付資料１１
＃９
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W
A

M
 N

E
T

新
シ

ス
テ

ム
の

概
要

（
＃

9
）

Ⅰ
福

祉
や

医
療

の
サ

ー
ビ

ス
提

供
機

関
掲

載
サ

イ
ト

を
リ

ン
ク

掲
載

に
よ

り
情

報
提

供

Ⅱ
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
提

供
機

関
の

情
報

を
提

供

Ⅶ
福

祉
医

療
の

各
種

サ
ー

ビ
ス

Ⅵ
福

祉
医

療
の

各
種

サ
ー

ビ
ス

Ⅴ
福

祉
、

医
療

に
関

す
る

Ⅲ
東

日
本

大
震

災
被

災
地

支
援

団
体

用
掲

示
板

を
設

置

「
活

動
内

容
」

、
「

支
援

上
の

課
題

」
、

「
被

災
地

の
ニ

ー
ズ

」
、

「
支

援
団

体
か

ら
の

要
望

」
の

４
つ

の
テ

ー
マ

で
情

報
登

録
が

可
能

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
検

索
全

国
の

介
護

事
業

者
、

医
療

機
関

等
の

事
業

者
情

報
を

リ
ン

ク
掲

載
に

よ
り

提
供

H
2

4
.1

0
か

ら
の

新
コ

ン
テ

ン
ツ

事
業
者
情
報

東
日
本
大
震
災
関
連
情
報

新
W

A
M

 N
E

T
コ

ン
テ

ン
ツ

一
覧

独
立

行
政

法
人

福
祉

医
療

機
構

Ⅶ
福

祉
医

療
の

各
種

サ
ー

ビ
ス

に
関

す
る

解
説

・
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
（

手
引

き
）

の
提

供

Ⅵ
福

祉
医

療
の

各
種

サ
ー

ビ
ス

の
取

組
み

事
例

紹
介

Ⅳ
福

祉
医

療
に

関
す

る
全

国
各

地
の

ニ
ュ

ー
ス

の
提

供

Ⅷ
厚

生
労

働
省

等
の

会
議

資
料

へ
の

リ
ン

ク
に

よ
る

行
政

情
報

の
提

供

Ⅹ
社

会
福

祉
施

設
等

評
価

情
報

の
提

供
Ⅸ

福
祉

・
医

療
に

関
す

る
イ

ベ
ン

ト
・

セ
ミ

ナ
ー

情
報

の
提

供

Ⅴ
福

祉
、

医
療

に
関

す
る

連
載

コ
ラ

ム

・
先

駆
的

の
取

組
み

・
地

域
色

あ
る

取
組

み
・

相
談

事
例

集
等

・
地

域
の

特
色

あ
る

福
祉

、
医

療
に

関
す

る
ニ

ュ
ー

ス
の

提
供

・
他

地
域

で
も

参
考

と
な

る
事

例
の

紹
介

福
祉

、
医

療
に

関
す

る
最

新
の

行
政

情
報

を
、

リ
ン

ク
掲

載
に

よ
り

情
報

提
供

社
会

福
祉

施
設

、
介

護
保

険
地

域
密

着
型

施
設

の
評

価
結

果
を

掲
載

各
地

の
研

修
会

、
セ

ミ
ナ

ー
、

イ
ベ

ン
ト

等
の

情
報

の
掲

載

生
活

面
で

の
支

援
に

必
要

な
基

礎
的

な
内

容
を

、
コ

ラ
ム

形
式

で
提

供
・

福
祉

医
療

の
制

度
解

説
・

各
種

サ
ー

ビ
ス

内
容

解
説

・
各

種
サ

ー
ビ

ス
の

手
続

き
の

解
説

そ
の
他
掲
載
情
報
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国家公務員と福祉医療機構との給与水準（年額）の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※ラスパイレス指数推移  

 平成 20年度 平成 21年度 平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度 

対国家 

公務員 
１１９．６ １１９．１ １１７．４ １１６．４ １１４．８ 

地域勘案 １０７．１ １０５．９ １０４．３ １０３．４ １０２．２ 

学歴勘案 １１６．６ １１６．１ １１４．５ １１３．６ １１２．１ 

地域・学歴 

勘案 
１０４．５ １０３．５ １０２．２ １０１．５ １００．４ 

  
 
 
 
 
 
 
 

国家公務員と福祉医療機構との給与水準（年額）を比較した指標で

あるラスパイレス指数は、本俸引き下げ等の給与体系の見直しや組織

のスリム化を進めてきた結果、減少傾向にあり、平成２４年度におけ

る年齢・地域・学歴差を勘案した国家公務員指数は１００．４ポイン

ト（対前年度△１．１ポイント）となっている。 

添付資料１２
＃１８
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2 
 

平
成

2
5
年

3
月

1
3
日
 

独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
 

  

医
療
貸
付
に
係
る
病
院
融
資
の
基
本
方
針
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
に
つ
い
て
 

  １
 
基
本
方
針
 

独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
の
医
療
貸
付
事
業
は
、
国
の
進
め
る
質
の
高
い
効
率
的
な
医
療

を
提
供
す
る
た
め
の
医
療
制
度
改
革
に
即
し
た
医
療
提
供
体
制
の
構
築
等
の
施
策
と
連
動
し
、
医

療
分
野
の
基
盤
整
備
を
進
め
る
た
め
、
医
療
施
設
の
設
置
・
整
備
又
は
経
営
に
必
要
な
資
金
に
つ

い
て
長
期
・
低
利
・
固
定
に
よ
る
貸
付
け
を
実
施
し
て
い
る
。
 

 
 
国
に
お
い
て
は
、
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成

1
8
年
に
良
質
な

医
療
を
提
供
す
る
体
制
の
確
立
を
図
る
た
め
医
療
法
が
改
正
さ
れ
、
都
道
府
県
は
、
厚
生
労
働
大

臣
の
定
め
た
医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
関
す
る
基
本
方
針
に
即
し
て
、
か
つ
地
域
の
実
情
に
応
じ

て
医
療
計
画
を
定
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
医
療
制
度
改
革
の
中
で
医
療
機
能
の
分
化
・
連
携
を

推
進
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
地
域
に
お
い
て
切
れ
目
の
な
い
医
療
の
提
供
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ

り
、
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
を
効
率
的
に
提
供
す
る
体
制
を
構
築
し
、
国
民
の
医
療
に
対
す
る
安

心
、
信
頼
の
確
保
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
所
要
の
改
正
が
行
わ
れ
て
き
た
。
 

 
 
ま
た
、
当
機
構
の
融
資
に
つ
い
て
は
、
政
策
金
融
改
革
の
基
本
方
針
（
平
成

1
7
年

1
1
月

2
9

日
経
済
財
政
諮
問
会
議
）
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
融
資
業
務
の
見
直
し
と
し
て
、
政
策
評
価
・
独
立

行
政
法
人
評
価
委
員
会
に
よ
る
「
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
の
主
要
な
事
務
及
び
事
業
の
改

廃
に
関
す
る
勧
告
の
方
向
性
（
平
成

1
8
年

1
1
月

2
7
日
）
」
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
提

示
さ
れ
、
行
政
改
革
推
進
本
部
に
お
い
て
決
定
（
平
成

1
8
年

1
2
月

2
4
日
）
し
た
、「

勧
告
の
方

向
性
に
お
け
る
指
摘
事
項
を
踏
ま
え
た
見
直
し
案
」
に
よ
り
、
一
層
の
政
策
連
動
性
の
確
保
と
融

資
の
重
点
化
を
図
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
第

2
期
中
期
目
標
期
間
を
踏
ま
え
た
「
独

立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
の
主
要
な
事
務
及
び
事
業
の
改
廃
に
関
す
る
勧
告
の
方
向
性
（
平
成

2
5
年

1
月

2
1
日
）
」
及
び
「
「
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
の
主
要
な
事
務
及
び
事
業
の
改
廃

に
関
す
る
勧
告
の
方
向
性
」
に
お
け
る
指
摘
事
項
を
踏
ま
え
た
見
直
し
案
」（

平
成

2
5
年

1
月

3
0

日
）
に
お
い
て
も
、
成
長
す
る
福
祉
・
医
療
分
野
に
お
け
る
政
策
融
資
金
融
機
関
と
し
て
の
役
割

を
果
た
す
た
め
、
融
資
対
象
の
重
点
的
拡
大
及
び
民
業
補
完
の
徹
底
に
よ
る
融
資
対
象
の
重
点
化

を
図
る
も
の
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
 

 
 
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
当
機
構
に
お
い
て
は
、
病
院
融
資
に
あ
た
り
、
国
の
医
療
政
策
と
密
接
に

連
携
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
都
道
府
県
の
医
療
計
画
に
基
づ
き
､
5
疾
病
（
が
ん
、
脳
卒

中
、
急
性
心
筋
梗
塞
、
糖
尿
病
及
び
精
神
疾
患
）
5
事
業
（
救
急
医
療
、
災
害
医
療
、
へ
き
地
医

療
、
周
産
期
医
療
及
び
小
児
医
療
）
等
に
係
る
医
療
連
携
体
制
に
位
置
付
け
ら
れ
る
政
策
優
先
度

の
高
い
地
域
医
療
等
を
実
施
す
る
病
院
、
又
は
、
民
間
の
金
融
機
関
で
は
融
資
が
難
し
い
中
小
病

院
に
融
資
対
象
を
限
定
す
る
な
ど
、
融
資
の
重
点
化
及
び
民
業
補
完
の
徹
底
を
図
り
、
中
期
計
画

添付資料１６
＃２７

1 
  

    

医
療
貸
付
に
係
る
病
院
融
資
の
 

基
本
方
針
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
 

    

独
立

行
政

法
人

福
祉

医
療

機
構

 

医
療

貸
付

部
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4 
 

②
 
災
害
時
に
お
け
る
医
療
 

③
 
へ
き
地
の
医
療
 

④
 
周
産
期
医
療
 

⑤
 
小
児
医
療
（
小
児
救
急
医
療
を
含
む
。
）
 

（
ウ
）
 
医
療
法
第

3
0
条
の

4
第

2
項
第

5
号
ヘ
に
規
定
す
る
事
業
 

 
 
 
 
 
 
都
道
府
県
知
事
が
疾
病
の
発
生
状
況
等
に
照
ら
し
て
特
に
必
要
と
認
め
る
医
療
 

（
２
）
 
融
資
基
準
等
に
つ
い
て
 

 
 
 
 
融
資
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
別
紙
１
、
２
の
と
お
り
 
 

 ３
 
災
害
等
に
お
け
る
取
扱
い
 

 
 
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
業
務
方
法
書
（
平
成

1
5
年

1
0
月

1

日
厚
生
労
働
大
臣
認
可
）
第

2
8
条
に
規
定
す
る
災
害
等
の
貸
付
及
び
附
則
（
平
成

1
5
年

1
0
月

1

日
施
行
）
第

2
6
条
に
規
定
す
る
東
日
本
大
震
災
に
係
る
貸
付
け
の
特
例
に
は
適
用
し
な
い
。
 

 ４
 
施
行
時
期
に
つ
い
て
 

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
平
成

2
5
年

4
月

1
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
上
記
施
行
日
に
お

い
て
も
新
た
な
医
療
計
画
が
適
用
さ
れ
て
い
な
い
都
道
府
県
に
あ
っ
て
は
、
当
該
医
療
計
画
が
適

用
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
「
２
．
病
院
に
対
す
る
融
資
の
重
点
化
に
つ
い
て
」
の
取
扱
い
に
つ
い
て

は
、
従
前
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
準
ず
る
。
 

 
 
な
お
、
各
都
道
府
県
の
医
療
計
画
の
策
定
状
況
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
て
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
つ
い
て
も
、
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
 

  
 

3 
 

及
び
こ
の
基
本
方
針
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
に
従
っ
て
融
資
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
 

２
 
 
病
院
に
対
す
る
融
資
の
重
点
化
に
つ
い
て
 

 
 
福
祉
医
療
機
構
（
医
療
貸
付
）
が
融
資
す
る
病
院
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
即
し
て
次
の
と

お
り
融
資
の
重
点
化
を
図
る
も
の
と
す
る
。
 

（
１
）
 
融
資
対
象
施
設
の
重
点
化
に
つ
い
て
 

ア
 
5
0
0
床
以
上
の
病
院
に
つ
い
て
 

医
療
法
第

3
0
条
の

4
第

2
項
第

2
号
に
基
づ
く
、
次
の
事
業
に
係
る
医
療
提
供
体
制
施

設
相
互
間
の
機
能
の
分
担
及
び
業
務
の
連
携
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
（
以
下
「
医
療
連
携

体
制
」
と
い
う
。
）
に
位
置
付
け
ら
れ
る
政
策
優
先
度
の
高
い
地
域
医
療
等
を
実
施
す
る
病

院
の
当
該
部
門
の
整
備
へ
の
融
資
に
限
定
す
る
。
 

（
ア
）
 
医
療
法
第

3
0
条
の

4
第

2
項
第

4
号
に
基
づ
き
､
厚
生
労
働
省
令
(
医
療
法
施
行
規

則
第

3
0
条
の

2
8
)
で
定
め
る
事
業
 

①
 
が
ん
 

②
 
脳
卒
中
 

③
 
急
性
心
筋
梗
塞
 

④
 
糖
尿
病
 

⑤
 
精
神
疾
患
 

 
 
（
イ
）
 
医
療
法
第

3
0
条
の

4
第

2
項
第

5
号
イ
～
ホ
に
規
定
す
る
事
業
 

①
 
救
急
医
療
 

②
 
災
害
時
に
お
け
る
医
療
 

③
 
へ
き
地
の
医
療
 

④
 
周
産
期
医
療
 

⑤
 
小
児
医
療
（
小
児
救
急
医
療
を
含
む
。
）
 

（
ウ
）
 
医
療
法
第

3
0
条
の

4
第

2
項
第

5
号
ヘ
に
規
定
す
る
事
業
 

 
 
 
 
 
 
都
道
府
県
知
事
が
疾
病
の
発
生
状
況
等
に
照
ら
し
て
特
に
必
要
と
認
め
る
医
療
 

 
 
イ
 
5
0
0
床
未
満
の
病
院
へ
の
融
資
 

医
療
法
第

3
0
条
の

4
第

2
項
第

2
号
に
基
づ
く
、
次
の
事
業
に
係
る
医
療
連
携
体
制
に

位
置
付
け
ら
れ
る
政
策
優
先
度
の
高
い
地
域
医
療
等
を
実
施
す
る
病
院
に
優
先
的
に
融
資

す
る
。
 

（
ア
）
 
医
療
法
第

3
0
条
の

4
第

2
項
第

4
号
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
省
令
(
医
療
法
施
行
規

則
第

3
0
条
の

2
8
)
で
定
め
る
事
業
 

①
 
が
ん
 

②
 
脳
卒
中
 

③
 
急
性
心
筋
梗
塞
 

④
 
糖
尿
病
 

⑤
 
精
神
疾
患
 

 
 
（
イ
）
 
医
療
法
第

3
0
条
の

4
第

2
項
第

5
号
イ
～
ホ
に
規
定
す
る
事
業
 

①
 
救
急
医
療
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6 
 （
表
２
）
 
医
療
計
画
に
基
づ
き
実
施
す
る
政
策
優
先
度
の
高
い
事
業
等
（
疾
病
別
に
区
分
で
き
な

い
場
合
）
 

事
 
業
 
等
 

融
資
(
算
出
)
対
象
 

摘
 
要
 

１
）
 
が
ん
 

取
扱
い
実
患
者
数
 

国
際
疾
病
分
類
 

Ｃ
0
0
～
Ｃ
9
7
が
対
象
 

２
）
 
脳
卒
中
 

取
扱
い
実
患
者
数
 

国
際
疾
病
分
類
 

Ｉ
6
0
～
Ｉ
6
9
が
対
象
 

３
）
 
急
性
心
筋
梗
塞

 
取
扱
い
実
患
者
数
 

国
際
疾
病
分
類
 

Ｉ
2
1
～
Ｉ
2
2
が
対
象
 

４
）
 
糖
尿
病
 

取
扱
い
実
患
者
数
 

国
際
疾
病
分
類
 

Ｅ
1
0
～
Ｅ
1
4
が
対
象
 

５
）
 
精
神
疾
患
 

取
扱
い
実
患
者
数
 

国
際
疾
病
分
類
 

Ｆ
0
0
～
Ｆ
9
9
が
対
象
 

６
）
 
小
児
救
急
を
含

む
小
児
医
療
 

取
扱
い
実
患
者
数
 

1
5
歳
以
下
の
入
院
患
者
が
対
象
（
重
症
心
身
障

害
児
を
含
む
。
）
 

７
）
 
周
産
期
医
療
 

取
扱
い
実
患
者
数
 

産
科
の
入
院
患
者
及
び
婦
人
科
の
不
妊
治
療
の

入
院
患
者
が
対
象
 

８
）
 
救
急
医
療
 

取
扱
い
実
患
者
数
 

救
急
外
来
か
ら
入
院
し
た
患
者
の
う
ち
、
上
記
表

の
1
)
～
7
）
に
掲
げ
る
疾
患
に
該
当
し
な
い
入
院

患
者
が
対
象
 

９
）
 
災
害
医
療
 

―
 

―
 

1
0
）
 
へ
き
地
医
療
 

―
 

―
 

1
1
）
 
5
疾
病

5
事
業

以
外
で
、
都
道
府

県
知
事
が
疾
病
の

発
生
状
況
等
に
照

ら
し
て
特
に
必
要

と
認
め
る
医
療
 

取
扱
い
実
患
者
数
 

 

 
（
注
）
表
中
の
疾
患
は
、
一
人
の
患
者
が
罹
患
し
て
い
る
主
な
疾
患
と
す
る
。
 

   
 

5 
 

別
紙
１

 

５
０
０
床
以
上
 

  
 
当
該
申
込
施
設
を
、
管
理
部
門
、
病
棟
部
門
、
診
療
部
門
に
区
分
し
、
下
記
の
と
お
り
融
資
対

象
部
分
を
決
定
す
る
。
 

  
 
○
 
管
理
部
門
 
 
す
べ
て
融
資
対
象
外
と
す
る
。
 

 
 
○
 
病
棟
部
門
 
 
 

 
 
 
 
・
疾
病
別
に
区
分
で
き
る
場
合
 

 
 
 
 
 
（
表
１
の
と
お
り
、
病
院
が
担
う
政
策
医
療
対
象
疾
患
の
機
能
に
着
目
し
て
、
病
棟
単

位
で
区
分
し
て
融
資
対
象
と
す
る
。
）
 

 
 
 
 
・
疾
病
別
に
区
分
で
き
な
い
場
合
 

 
 
 
 
 
（
表
２
の
と
お
り
、
定
点
に
お
け
る
病
院
が
担
う
政
策
医
療
対
象
疾
患
に
該
当
す
る
疾

病
別
入
院
患
者
数
を
許
可
病
床
数
で
按
分
し
、
そ
の
シ
ェ
ア
に
応
じ
て
融
資
対
象
と

す
る
。
）
 

 
 
○
 
診
療
部
門
 
 
す
べ
て
融
資
対
象
と
す
る
。
 
 
 
 

 （
表
１
）
 
医
療
計
画
に
基
づ
き
実
施
す
る
政
策
優
先
度
の
高
い
事
業
等
（
疾
病
別
に
区
分
で
き
る

場
合
）
 

事
業
等
 

摘
要
 

１
）
 
が
ん
 

が
ん
病
棟
 

２
）
 
脳
卒
中
 

循
環
器
病
棟
（
脳
）
 

３
）
 
急
性
心
筋
梗
塞
 

循
環
器
病
棟
（
心
臓
）
 

４
）
 
糖
尿
病
 

―
 

５
）
 
精
神
疾
患
 

精
神
科
病
棟
 

６
）
 
小
児
救
急
を
含
む
小
児
医
療
 

小
児
病
棟
等
 

７
）
 
周
産
期
医
療
 

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
及
び
産
科
病
棟
等
 

８
）
 
救
急
医
療
 

病
棟
全
体
(
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
)
 

９
）
 
災
害
医
療
 

病
棟
全
体
(
災
害
拠
点
病
院
)
 

1
0
）
 
へ
き
地
医
療
 

病
棟
全
体
（
へ
き
地
医
療
拠
点
病
院
）
 

1
1
）
 
5
疾
病

5
事
業
以
外
で
、
都
道
府
県
知

事
が
疾
病
の
発
生
状
況
等
に
照
ら
し
て

特
に
必
要
と
認
め
る
医
療
 

結
核
病
棟
等
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7 
 

別
紙
２

 

５
０
０
床
未
満
 

 ○
 
融
資
の
優
先
方
法
 

 
１
 
年
間
事
業
枠
を
政
策
優
先
度
の
高
い
病
院
に
、
優
先
的
に
配
分
す
る
。
 

 
２
 
同
時
期
に
受
理
し
た
案
件
に
つ
い
て
、
政
策
優
先
度
の
高
い
も
の
の
審
査
を
優
先
す
る
。
 

 ○
 
政
策
優
先
度
の
区
分
 

当
該
地
域
に
お
け
る
医
療
の
質
及
び
量
の
充
足
度
を
勘
案
し
て
、
都
道
府
県
の
医
療
計
画
に
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
か

、
都

道
府

県
の

基
準

病
床

数
が

不
足

し
て

い
る

地
域

か
を

基
準

に
し

て
、

政
策
優
先
度
の
高
い
も
の
か
ら
区
分
す
る
。
 

な
お
、
各
都
道
府
県
の
医
療
計
画
の
策
定
状
況
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
を
行
う
こ

と
と
す
る
。
 

 （
第

1
区
分
）
 

都
道
府
県
の
医
療
連
携
体
制
に
位
置
付
け
ら
れ
る
病
院
で
、
か
つ
、
基
準
病
床
数
の
不
足
し
て

い
る
地
域
に
お
け
る
事
業
計
画
を
有
す
る
病
院
を
第
１
区
分
と
す
る
。
 

 （
第
２
区
分
）
 

①
 
都
道
府
県
の
医
療
連
携
体
制
に
位
置
付
け
ら
れ
る
病
院
で
あ
る
が
、
基
準
病
床
数
の
充
足
し

て
い
る
地
域
に
お
け
る
事
業
計
画
を
有
す
る
病
院
を
第
２
区
分
と
す
る
。
 

②
 
都
道
府
県
の
医
療
連
携
体
制
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
な
い
病
院
で
あ
る
が
、
基
準
病
床
数
の

不
足
し
て
い
る
地
域
に
お
け
る
事
業
計
画
を
有
す
る
病
院
を
第
２
区
分
と
す
る
。
 

 （
第
３
区
分
）
 

 
 
都
道
府
県
の
医
療
連
携
体
制
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
な
い
病
院
で
あ
り
、
基
準
病
床
数
の
充
足

し
て
い
る
地
域
に
お
け
る
事
業
計
画
を
有
す
る
病
院
を
第
３
区
分
と
す
る
。
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添付資料１７
＃３０

 
1 
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添付資料１８
＃３２
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- 51 -



 
 

新規契約分の利差額について（平成 24 年度） 
 
 
                             

（単位：百万円）

94,054

1.210%

1.104%

 新規借入金平均利率 1.135%

 新規債券平均利率 0.845%

0.106%

51

 新規調達平均利率(C)

２４年度区              分

 新規契約額（調達額を同額設定）（A)

 新規貸付平均利率(B)

 金利差（D）＝（B－C）

 金利差額（E）

 
 
〈測定基準〉 
Ａ欄：平成 24年度の新規貸付契約額から、無利子期間を設けている福祉貸付に係る契約額等を控除した額を計上 

Ｂ欄：平成 24年度末時点において、平成 24 年度の新規貸付契約に係る利率を新規貸付契約額で加重平均して算出 

Ｃ欄：新規調達平均利率 ＝ 平成 24 年度の新規貸付契約額（Ａ）の財源について、270 億円を財投機関債で調達し、 

残りは全て新規の財政融資資金借入で調達したものと仮定して算出。算出に当たって、財 

政融資資金借入の利率は新規借入金平均利率を、財投機関債の利率は新規債券平均利率を 

を適用した。 

   新規借入金平均利率 ＝ 平成 24 年度末時点において、平成 24年度の新規財政融資資金借入に係る利率を借入額 

で加重平均して算出 

   新規債券平均利率 ＝ 平成 24 年度末時点において、平成 24年度に発行した財投機関債に係る利率を財投機関 

債発行額で加重平均して算出 

Ｅ欄：金 利 差 額 ＝ 各月の新規貸付契約について、それぞれ月初に全て契約したと仮定した場合における利 

差額を算出 

 

添付資料１９
＃３６
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東日本大震災による東日本大震災による
返済猶予先フォローアップ調査結果報告返済猶予先フォローアップ調査結果報告

（平成（平成2525年年33月月3131日現在）日現在）

平成25年3月31日
顧客業務部

添付資料２０
＃４２

■フォローアップ調査の概要

平成23年度中に実施した東日本大震災に対する特別措置の内容

◆◆当面当面66か月の元利金の返済猶予◆か月の元利金の返済猶予◆

50貸付先71資金
（残高230億円）

34貸付先47資金
（残高101億円）

49貸付先75資金
（残高125億円）

◆約定◆約定どおり返済どおり返済再開◆再開◆ ◆返済猶予延長◆◆返済猶予延長◆
（最長（最長55年間）年間）

◆返済◆返済再開時に変更再開時に変更契約締結◆契約締結◆
（返済期間の延伸など）（返済期間の延伸など）

133貸付先193資金（残高456億円）

1－－ 小回りのきく福祉・医療支援の専門店小回りのきく福祉・医療支援の専門店－－

○調査方法  被災施設への直接訪問による実地調査形式

○調査対象  返済猶予中の50貸付先

○調査内容

返済猶予貸付先フォローアップ調査の実施（平成２４年度）返済猶予貸付先フォローアップ調査の実施（平成２４年度）

返済猶予貸付先への
フォローアップ調査

経営支援の
ニーズ把握調査

復興支援セミナーの
ニーズ把握調査

融資相談
（福祉医療貸付部）
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■フォローアップ調査の実施状況

50貸付先71資金（残高230億円）◆返済◆返済猶予貸付先◆猶予貸付先◆

≪≪岩手県岩手県≫≫
33貸付先貸付先44資金（資金（4.74.7億円）億円）

【【調査済調査済】】33貸付先貸付先44資金資金
（実施率（実施率100.0%100.0%））

≪≪宮城県宮城県≫≫
1717貸付先貸付先2929資金（資金（86.786.7億円）億円）

【【調査済調査済】】1717貸付先貸付先2929資金資金
（実施率（実施率100.0%100.0%））

≪≪福島県福島県≫≫
1919貸付先貸付先2727資金（資金（105.9105.9億円）億円）

【【調査済調査済】】1919貸付先貸付先2727資金資金
（実施率（実施率100.0%100.0%））

5050貸付先を調査貸付先を調査
実施率実施率100.0%100.0%

フォローアップ調査を実施フォローアップ調査を実施

＜平成＜平成2424年年33月末現在＞月末現在＞

≪≪青森県青森県≫≫
11貸付先貸付先11資金（資金（0.070.07億円）億円）

調査実績調査実績11貸付先貸付先11資金資金
（実施率（実施率100.0%100.0%））

≪≪栃木県栃木県≫≫
22貸付先貸付先22資金（資金（0.30.3億円）億円）

調査実績調査実績22貸付先貸付先22資金資金
（実施率（実施率100.0%100.0%））

≪≪茨城県茨城県≫≫
66貸付先貸付先66資金（資金（27.627.6億円）億円）

調査実績調査実績66貸付先貸付先66資金資金
（実施率（実施率100.0%100.0%））

≪≪千葉県千葉県≫≫
22貸付先貸付先22資金（資金（4.84.8億円）億円）

調査実績調査実績22貸付先貸付先22資金資金
（実施率（実施率100.0%100.0%））

被災３県（岩手県・宮城県・福島県）における実施率  100.0%

≪元利金の返済を再開≫
10貸付先11資金（残高31億円）

≪返済猶予を延長又は継続≫
39貸付先59資金（残高198億円）

≪特殊債権（期限の利益喪失）≫
1貸付先1資金（残高0.3億円）

＜平成＜平成2525年年33月末現在＞月末現在＞

2－－ 小回りのきく福祉・医療支援の専門店小回りのきく福祉・医療支援の専門店－－

■調査結果報告（まとめ）

返済猶予の状況

≪≪返済猶予貸付先返済猶予貸付先≫≫ 5050貸付先貸付先 7171資金資金 （残高（残高230230億円）億円）

【【福祉貸付福祉貸付】】
2323貸付先貸付先 2727資金資金 （残高（残高5959億円）億円）

＜平成24年3月末現在＞

【【医療貸付医療貸付】】
2727貸付先貸付先 4444資金資金 （残高（残高171171億円）億円）

3－－ 小回りのきく福祉・医療支援の専門店小回りのきく福祉・医療支援の専門店－－

＜平成25年3月末現在＞

≪≪返済猶予貸付先返済猶予貸付先≫≫ 3939貸付先貸付先 5959資金資金 （残高（残高198198億円）億円）

返済再開：6貸付先 6資金 （残高17億円） 返済再開：4貸付先 5資金 （残高14億円）

特殊債権：1貸付先 1資金 （残高0.3億円）

【【福祉貸付福祉貸付】】
1717貸付先貸付先 2121資金資金 （残高（残高4242億円）億円）

≪≪医療貸付医療貸付≫≫
2222貸付先貸付先 3838資金資金 （残高（残高156156億円）億円）
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[セミナー受講者に対するアンケート調査設問様式例] 

 

平成２４年度 ○○経営セミナーアンケート用紙 
 

当アンケートは、今後のセミナー事業の質の向上を目指す目的で、実施させて頂くものです。皆様からの忌憚

のないご意見を頂きますよう、ご協力をお願いいたします。 

 

１．本日のセミナ－はどのようにしてお知りになりましたか。（複数回答可） 

□ 機構からの案内            □ 機構ホームページ     □ 機構情報誌「ＷＡＭ」 

□ 知人からの紹介       □ 新聞・雑誌（      ）□機構メールマガジン 

□ その他（                              ） 

 

２．当機構のセミナ－にご参加いただいたのは何回目ですか。 

   □ 初めて      □ ２回目       □ ３回目       □４回目以上 

 

３．講義についての評価（４段階評価でお選びください。） 

（1）セミナー内容全般について、満足いただけましたか？ 

□満足       □やや満足      □やや不満足        □不満足 

 

（２）各講義に関する資料及び講師の評価を４段階でお選びください。 

  満足   やや満足  やや不満足   不満足 

○○ ○○ 氏                □         □         □          □  

○○ ○○  氏               □         □         □          □  

○○ ○○  氏                 □         □         □          □  

 

４．今後のセミナーのテーマに関する要望（複数回答可） 

□ サービス・品質管理     □ 政策動向            □ 施設運営に関する実践事例紹介      

□人事・労務管理          □ 人材確保・定着率向上    □ 会計・税務              

□ 財務分析             □ リスクマネジメント         □ 介護・診療報酬（改定の動向） 

□ 設計・建築   □ 設備投資・資金調達         □ その他（                 ）            

 

５．講義内容についての全般的な感想や、聴講したい講師名、その他ご意見ご要望等をご記入下さい。 

 

 
□ 特になし 

☆ご協力ありがとうございました。お手数ですが、お帰りの際に会場出口「アンケート回収箱」にご投函下さい。 

添付資料２２
＃４３
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１. 収支の状況
 (1) 特別養護老人ホーム (従来型) の年次推移別の概況 (平成19年度～平成23年度)
＜機能性＞

＜従事者の状況＞

＜収支の状況＞

看護職員

その他の職員

 定員1人当たり事業活動収入

計

入所者10人当たり
従事者数

1施設当たり
従事者数

0.52人

1.75人

6.08人

46.6人

事業活動収入

計

介護職員

92.8

5.99

95.6％

83.8％

66.3人

 短 期 入 所 利 用 率

 短  期  入  所

 特  養  入  所

91.4％

 短  期  入  所

 入所者1人1日当たり事業活動収入

 平 均 短 期 入 所 定 員 数

 特 養 入 所 利 用 率

看護職員

その他の職員

介護職員

11.4

3.85

3.16

13.3

95.7

85.7

67.5

29.3人 30.4

3.81人

0.53

1.60

10.7人

3.85

3.17

12.8人

47.2

3.86

10,850

区　　　　　　　　　　　分

1日平均入所者数
 特  養  入  所

平均要介護度

 施 設 数

 平 均 特 養 入 所 定 員 数

95.7

88.7

67.4

11.9

3.92

13.5

95.8

3.19

88.2

68.2

11.8

3.92

13.4

95.8

86.2

平成２３年度

1,840施設

69.3人

1.64

6.28

2,364

70.5

2,112

69.8

平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度

2,048

71.3

2,140

70.3

平成２２年度

10,806円

4.0人

13.4人

4.1

12.6

32.6

4.4

13.1

50.1

4.09

0.56

32.3

3,974

11,499

66.9

11.6

3.90

3.17

4.08

0.55

13.4

11,270

3.18

3,993

11,538

92.7

31.3

4.3

12.7

48.3

4.4

13.0

49.6

0.55

1.62

6.18

91.0

4.00

1.64

6.27

90.7

3,8783,7283,708千円

無断複写（転用・転載）はご遠慮ください

15.1

   （直接介護費）

事業活動収入

事
業
活
動
収
入 1.1

60.3

29.4

構
成
比

92.8

1.5

5.7

91.4％

1.5％

85.5％

構
成
比

事業活動外収入

83.9

特別収入

経費

従事者1人当たり人件費

   （うち給食材料費：再掲）

   （一般管理費）

収
 
 
 

支
 
 
 

の
 
 
 

状
 
 
 

況

収
 
 

入

その他の事業収入

人件費

総
収
入

事業活動収入対経常収支差額比率

従事者1人当たり事業活動収入

減価償却費

その他

計

支払利息率

支
 
 
　
出

事
業
活
動
収
入
に
対
す
る

事
業
活
動
支
出
の
割
合

介護保険関係収入（介護福祉施設介護料収入等）

利用者等利用料収入

労働生産性

14.7

3.0

61.4

92.7 91.0

1.4

7.6

82.3

92.5

27.9

(16.3)

(6.9)

(11.6)

3.3

1.0

1.5

5.8

83.5

14.8

1.7

60.2

4,634

4,120

88.988.9

90.7

1.4

7.8

82.3

14.7

3.1

61.3

27.8

(16.3)

93.3

0.5

7.2

6,694

4,621

4,109

27.8

(16.4)

(6.8)

(11.3)

3.2

93.3

0.5

7.3

6,721

0.8％

7.1％

(6.7)

(11.5)

3.2

1.00.8％

93.5％

0.9

0.6

8.1

6,661

0.9

94.1

0.7

6.4

(7.1)

(11.9)

3.5

6,610

労働分配率

7.1％

6,522千円

4,386千円

3,909千円

(16.7％)

(7.0％)

(12.3％)

3.8％

87.689.989.1％

4,579

4,0103,987

(17.5)

4,435

13.8％

0.7％

59.9％

29.0％

添付資料２３
＃４５
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1.収支の状況

（1）保育所（定員60人以上）の年次推移別の概況（平成22年度～平成23年度）

＜機能性＞

平成22年度 平成23年度

3,086施設 3,167

108.5人 109.1

119.3人 119.5

298.3日 298.6

110.0％ 109.5

41.2％ 41.9

90,560円 91,017

＜従事者の状況＞

20.5人 20.8

5.2人 5.3

25.6人 26.1

8.7年 8.7

18.52人 18.47

＜収支の状況＞

88.1％ 91.6

2.1％ 1.9

9.8％ 6.5

80.1％ 80.1

1.5％ 1.6

17.8％ 17.9

0.6％ 0.4

71.5％ 71.3

20.7％ 20.5

(8.8％) (8.8)

(11.9％) (11.7)

(6.1％) (6.0)

3.2％ 3.2

0.6％ 0.6

96.0％ 95.7

0.3％ 0.3

5.9％ 5.8

5,059千円 5,003

3,854千円 3,814

3,618千円 3,568

93.9％ 93.5

無断複写（転用・転載）はご遠慮ください

 利 用 率

区　　　　　　　　　　　分

 施 設 数

 平 均 認 可 定 員 数

 1 日 平 均 利 用 者 数

 年 間 開 園 日 数

 3 歳 未 満 児 比 率

 在所児1人1月当たり事業活動収入

1施設当たり
従事者数

保育士・短時間保育士・保育補助者

その他の職員

計

 常勤職員の平均勤続年数

 保育従事者1人当たり在所児数

収
 
 
 

支
 
 
 

の
 
 
 

状
 
 
 

況

収
 
 

入

総
収
入

構
成
比

事業活動収入

事業活動外収入

特別収入

事
業
活
動
収
入

支
 
 

出

事
業
活
動
収
入
に
対
す
る

事
業
活
動
支
出
の
割
合

人件費

経費

計

構
成
比

運営費収入

私的契約利用料収入

経常経費補助金収入

その他の事業収入

    （事務費）

    （事業費）

    （うち給食材料費：再掲）

減価償却費

その他

注）「在所児1人1月当たり事業活動収入」及び＜収支の状況＞の各数値は、「本冊子のご利用にあたって 3」に記載の勘定科目の置き換えを行った上で算出
しています。

 支払利息率

 事業活動収入対経常収支差額比率

 従事者1人当たり事業活動収入

 労働生産性

 従事者1人当たり人件費

 労働分配率
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 1. 収支の状況

(1) ケアハウス（一般型）の年次推移別の概況(平成１９年度～平成２３年度)

＜機能性＞

＜従事者の状況＞

＜収支の状況＞

介護職員

その他の職員

計

0.82 0.82 0.83

平成23年度

1,618

4,666 4,6624,638円 4,659 4,647

0.27 0.28

0.81

0.52人

0.28

0.54 0.54 0.56

0.27人

1  日 平 均 入 所 者 数 37.8人 38.0 37.7 37.1 37.1

1,6141,621千円 1,622 1,615

区　　　　　　　　　　　分 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

842 939

95.0

937

39.1 39.2

94.6入 所 利 用 率 95.5％ 95.4 95.2

施 設 数 805施設 929

平 均 入 所 定 員 数 39.6人 39.8 39.6

1施設当たり
従事者数

6.2

2.0 2.1 2.1

3.4人 3.1 3.1

生活相談員

介護職員

1.0 1.0 1.01.0人 1.0

3.1 3.0

2.0人 2.0

その他の職員

計

63.2

1.66

87.3

2.8 2.8

10.011.910.3

85.386.5 86.6

1.70人 1.63 1.64

入所者10人当たり
従事者数

生活相談員

0.57

0.91人

収
　
　
　
支

収
　
　
　
入

総
収
入

構
成
比

0.28

3.1

1.67

63.0 63.1

定員1人当たり事業活動収入

入所者1人1日当たり事業活動収入

22.4％ 10.3特別収入

事業活動外収入 2.6％ 3.1

事業活動収入 74.9％

事

業

活

構
成

利用者等利用料収入 58.1％ 62.6

6.26.4人 6.2 6.2

無断複写（転用・転載）はご遠慮ください

92.1 93.8労働分配率 90.7％ 91.2 88.1

3,843 3,856 3,903

10,193

3,915

労働生産性 4,087千円

3,707千円

10,281

4,238 4,175

9,976千円 10,404 10,361

4,216 4,375

3.3％

3.2％

3.5 5.0 3.3 2.7

0.5 0.7

3.0 2.6 2.2

96.8 95.5 97.2

2.0

0.4％ 0.4 0.5

98.196.5％

(15.0)

10.4％ 10.1 9.6 9.4 9.5

(19.8％) (19.8) (19.9) (19.8) (20.7)

(15.1％) (15.1) (15.1) (15.1)

(29.6)

36.8その他の事業収入 41.9％ 37.4 37.0 36.9

支払利息率

従事者1人当たり事業活動収入

従事者1人当たり人件費

その他

計

事業活動収入対経常収支差額比率

支
　
　
　
の
　
　
　
状
　
　
　
況

入

　（うち給食材料費：再掲）

支
　
　
　
　
出

事
業
活
動
収
入
に
対
す
る

事
業
活
動
支
出
の
割
合

減価償却費

人件費

経費

　（直接介護費）

　（一般管理費）

(28.7％)

38.1

48.5％ 49.4 48.1 49.0 49.9

37.2％ 36.9 38.337.2

(29.2)(28.2) (29.2)

活

動

収

入

成
比
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Ⅰ 病院経営分析参考指標

(１) 一般病院・療養型病院・精神科病院－構成比等(年次別）
 

＜機能性＞ （その１）

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

659施設 726 755 804 839

188.0床 191.0 186.9 186.7 184.5

81.2％ 80.0 80.9 81.4 80.9

23.0日 22.6 22.2 21.5 21.0

1.95 1.93 1.94 1.89 1.91

10.8％ 10.6 10.6 10.5 10.4

152.6人 152.7 151.0 152.0 149.2

297.6人 295.1 293.5 287.6 284.7

15,662千円 15,746 16,428 17,627 18,137

36,019円 36,974 38,087 41,102 42,489

(1,014円) (990) (928) (1,020) (1,021)

9,290円 9,460 9,696 10,231 10,555

19.6人 19.9 20.2 21.2 21.4

4.5人 4.8 4.9 5.0 5.2

134.0人 135.8 138.2 142.2 144.3

88.8人 93.4 96.5 101.2 104.2

246.8人 254.0 259.9 269.7 275.0

7.8人 7.9 8.1 8.6 8.8

1.8人 1.9 2.0 2.0 2.1

53.2人 54.1 55.6 57.4 59.1

37.0人 38.9 40.6 42.6 44.5

99.8人 102.9 106.2 110.5 114.4

＜収支の状況＞

97.4％ 97.6 97.7 97.3 97.5

2.0％ 1.9 1.9 2.0 2.0

0.6％ 0.5 0.4 0.7 0.5

68.3％ 68.5 68.5 69.3 69.3

(1.9％) (1.8) (1.7) (1.7) (1.7)

27.6％ 27.3 27.2 26.4 26.6

4.1％ 4.2 4.3 4.3 4.1

50.9％ 51.6 51.4 50.6 50.8

22.0％ 21.5 21.3 20.7 21.2

1.9％ 2.0 1.9 1.8 1.8

(985円) (1,061) (1,075) (1,094) (1,087)

19.9％ 19.7 18.9 18.4 18.0

4.8％ 4.7 4.7 4.7 4.8

99.5％ 99.4 98.2 96.3 96.6

101.3％ 101.3 99.3 96.6 96.8

1.5％ 1.4 1.3 1.2 1.0

 医業収益対医業利益率 0.5％ 0.6 1.8 3.7 3.4

 経常収益対経常利益率 0.0％ 0.2 1.6 3.4 3.3

-0.3％ 0.1 1.0 2.8 2.9

 従事者1人当たり年間医業収益 11,928千円 11,841 11,814 12,201 12,168

6,131千円 6,180 6,291 6,626 6,596

 従事者1人当たり人件費 6,067千円 6,112 6,077 6,170 6,186

99.0％ 98.9 96.6 93.1 93.8

   (注１) 全病床に占める一般病床の割合が50％を超える病院を「一般病院」としています。

(注２) 医育機関附属病院及び医師会立病院は含まれていません。

(注３) 「１施設当たり従事者数」、「患者規模100人当たり従事者数」、「従事者1人当たり年間医業収益」、「労働生産性」及び「従事者1人当たり人件費」は、

常勤従事者数（非常勤従事者の常勤換算後の従事者数を含む）により算出しています。

(注４) 給食材料費には、委託給食費を含んでいます。

(注５) 数値は四捨五入のため、内訳の合計が合わない場合もあります。

1施設当たり
従事者数

 看護師・准看護師・看護補助者

 経常収益対支払利息率

 （入院患者1人1日当たり）

 入 院 外 来 比

 （うち室料差額）

 （うち室料差額）

収
益

患者1人1日当たり
医業収益

 特別利益

総
収
益

構
成
比

 その他

 非常勤

収支の状況

  区　　　　　　　　　　　　分

１.

医
業
費
用
の
割
合

 医療材料費

収
支
の
状
況

 医業収益

医
業
収
益
1
0
0
に
対
す
る

 給食材料費

 人件費

 外 来

計

医 師
 常勤

 新 患 率

 入 院

 労 働 分 配 率

 労 働 生 産 性

 外来収入

 医業外収益

 損益分岐点比率

費
用

医
業
収
益

 入院収入

 その他の医業収入

構
成
比

 収益率 {１－（総費用／総収益）} ×１００     

 経費

 減価償却費

計   

一般病院

患者規模１００人
当たり従事者数

医 師
 常勤

 非常勤

 看護師・准看護師・看護補助者

 その他

計

1日平均患者数

 施 設 数

 入 院

 外 来

 平 均 病 床 数

 病 床 利 用 率

 平 均 在 院 日 数

 病床1床当たり医業収益
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１．収支の状況

平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度

1,347施設 1,546 1,439 1,468 1,448

95.5人 96.0 96.4 96.6 98.0

39.2人 39.3 39.5 40.3 41.3

95.1％ 95.7 95.9 96.1 95.9

65.5％ 67.1 68.7 69.3 70.0

95.8日 95.3 96.0 98.2 98.8

90.9人 91.8 92.4 92.9 93.9

25.7人 26.3 27.2 27.9 28.9

3.25 3.27 3.29 3.28 3.28

2.06 2.06 2.08 2.07 2.07

5,157千円 5,216 5,466 5,561 5,625

9,816円 9,864 10,321 10,424 10,523

230円 220 224 221 228

2,181円 2,153 2,204 2,190 2,138

8,879円 8,969 9,294 9,348 9,381

1,133円 1,118 1,136 1,139 1,130

43.8㎡ 43.8 43.7 43.8 43.9

1.3人 1.2 1.2 1.2 1.2

看護師･准看護師･介護職員 47.1人 48.1 50.4 51.7 52.6

5.9人 6.3 6.8 7.2 7.6

その他の職員 9.7人 9.8 10.2 10.5 10.8

64.0人 65.5 68.7 70.6 72.2

1.1人 1.0 1.0 1.0 1.0

看護師･准看護師･介護職員 40.4人 40.7 42.2 42.8 42.8

5.1人 5.3 5.7 6.0 6.2

その他の職員 8.3人 8.3 8.5 8.7 8.8

54.9人 55.5 57.4 58.5 58.8

97.9％ 97.8 97.7 97.4 97.0

収 1.7％ 1.6 1.9 2.3 2.7

収 0.4％ 0.6 0.4 0.3 0.4

100.0％ 100.0 100.0 100.0 100.0

66.3％ 66.0 66.1 65.8 65.6

支 1.6％ 1.5 1.4 1.4 1.4

14.7％ 14.4 14.1 13.8 13.3

13.7％ 14.1 14.3 14.6 14.9

の 1.7％ 1.8 1.8 1.8 1.8

益 2.0％ 2.2 2.3 2.6 3.0

100.0％ 100.0 100.0 100.0 100.0

状  52.5％ 53.3 53.2 54.9 55.3

費 2.6％ 2.6 2.6 2.6 2.6

8.7％ 8.8 8.5 8.4 8.3

況 20.5％ 20.2 19.0 19.1 19.2

用 6.7％ 6.2 5.8 5.5 5.3

91.1％ 91.2 89.2 90.5 90.7

2.5％ 2.2 1.9 1.8 1.5

8.9％ 8.8 10.8 9.5 9.3

7.1％ 7.0 9.6 8.9 9.1

7,699千円 7,640 7,674 7,610 7,636

4,731千円 4,745 4,911 4,904 4,935

4,044千円 4,073 4,080 4,179 4,224

85.5％ 85.8 83.1 85.2 85.6
70.6 72.2

 室料差額（施設入所＋短期入所）

計

医   師

支援相談員･理学療法士･作業療法士・言語聴覚士

計

 その他

計

利用者100人当たり
従事者数

利用者1人1日
当たり事業収益

 入所者利用料（施設入所＋短期入所）

 通所介護料収益

1施設当たり
従事者数

 事業収益

支援相談員･理学療法士･作業療法士・言語聴覚士

総
収
益  特別利益

 1日平均利用者数

平均要介護度
 入   所（施設入所＋短期入所）

 通   所

 入   所（施設入所＋短期入所）

 通   所

 入所介護料収益（施設入所＋短期入所）

医   師

 入所定員１人当たりの建築面積

（１）介護老人保健施設の年次推移別の概況（平成１９年度～平成２３年度）

  区　　　　　　　　　　　　分

 入所定員1人当たり年間事業収益

 施 設 数

 平 均 在 所 日 数

 平 均 入 所 定 員 数

 入 所 利 用 率

 平 均 通 所 定 員 数

 通 所 利 用 率

構
成
比

 事業外収益

 通所者利用料

　　　　　は、常勤従事者数（非常勤従事者の常勤換算後の従事者数を含む）により算出しています。

  注２）  「1施設当たり従事者数」、「利用者100人当たり従事者数」、「従事者1人当たり年間事業収益」、「労働生産性」及び「従事者1人当たり人件費」

 労働分配率

構
成
比

 通所者利用料

事
業
収
益
に
対
す
る

人件費

事
業
収
益

  注１）  数値は四捨五入のため、内訳の合計が合わない場合もあります。

 事業収益対事業利益率

 計

 室料差額（施設入所＋短期入所）

 入所者利用料（施設入所＋短期入所）

 入所介護料収益（施設入所＋短期入所）

 通所介護料収益

計

給食材料費

 労働生産性

 従事者1人当たり人件費

 経常収益対支払利息率

経費

 経常収益対経常利益率

 従事者1人当たり年間事業収益

事
業
費
用
の
割
合

減価償却費

医療材料費
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ID

5

E
xc

el

10
0

10
11

0
10

0%

0
0

0
0%

0
0

0
0%

0
0

0
0%

10
0

10
11

0

22

22
22

1

2,
14

0
1,
03

6
92

2
48

1
41

0
23

8

83
.8

83
.5

77
.7

77
.5

98
.3

98
.8

T
E
L
03

-3
43

8-
99

35
/
F
A
X
0
3-

34
38

-0
37

1

ID

24
6

30
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平
成
2
4
年
度
　
個
別
経
営
診
断
利
用
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

無
回
答

⑤

特
養

ケ
ア

保
育

病
院

老
健

特
養

ケ
ア

保
育

病
院

老
健

件
数

総
回
答
数
に

占
め
る
割
合

特
養

ケ
ア

保
育

病
院

老
健

特
養

ケ
ア

保
育

病
院

老
健

件
数

総
回
答
数
に

占
め
る
割
合

簡
易
経
営
診
断

1
3
7

3
9

1
5

4
1
0

5
5

9
2

5
1

1
2

8
1
3

8
1
3
1

9
5
.6
%

2
0

0
0

2
0

0
0

0
0

0
0

4
6

4
.4
%

経
営
分
析
診
断

6
1

0
0

-
1

0
5

1
0

-
2

2
6

1
0
0
.0
%

0
0

0
-

0
0

0
0

0
-

0
0

0
0

0
.0
%

実
地
調
査
を
伴
う

経
営
診
断

1
0

0
0

-
0

0
1

1
0

-
0

0
1

1
0
0
.0
%

0
0

0
-

0
0

0
0

0
-

0
0

0
0

0
.0
%

計
1
4
4

4
0

1
5

4
1
0

6
5

9
8

5
3

1
2

8
1
5

1
0

1
3
8

9
5
.8
%

2
0

0
0

2
0

0
0

0
0

0
0

4
6

4
.2
%

（
問
）
　
経
営
診
断
書
は
、
貴
施
設
の
運
営
状
況
を
確
認
す
る
う
え
で
の
参
考
資
料
と
な
り
ま
し
た
か
？
ま
た
は
、
今
後
の
経
営
計
画
を
策
定
す
る
う
え
で
役
に
立
つ
参
考
資
料
に
な
り
ま
し
た
か
。

　
④
参
考
に
な
ら
な
か
っ
た

①
+
②

③
+
④
+
⑤

　
①
大
変
参
考
に
な
っ
た

　
②
参
考
に
な
っ
た

区
分

　
③
あ
ま
り
参
考
に
な
ら
な
か
っ
た

総
回
答
数

参
考
に
な
っ
た
か

2
7
.8
%

6
8
.1
%

1
.4
%

0
.0
%

2
.8
%

大
変
参
考
に
な
っ
た

参
考
に
な
っ
た

あ
ま
り
参
考
に
な
ら
な
か
っ
た

参
考
に
な
ら
な
か
っ
た

無
回
答

大
変
参
考
に
な
っ
た
　
　
　
　
2
7
.8
％

参
考
に
な
っ
た
　
6
8
.1
％
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４
．
助
成
対
象
テ
ー
マ

 福
祉

活
動

支
援

事
業

、
地

域
連

携
活

動
支

援
事

業
、

全
国

的
・

広
域

的
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
活

動
支

援
事

業
 

１
 

高
齢

者
な

ど
が

地
域

で
普

通
の

暮
ら

し
を

す
る

こ
と

を
支

援
す

る
事

業
 

 (
１

)
 

配
食

や
買

い
物

、
移

動
支

援
、

見
守

り
、

居
場

所
づ

く
り

、
心

の
ケ

ア
な

ど
に

よ
り

、
高

齢
者

な
ど

の
社

会
か

ら
の

孤
立

を
防

止
す

る
事

業
 
 
 
 

(
２

)
 

障
害

の
特

性
に

応
じ

た
自

立
の

支
援

に
関

す
る

事
業

 
 

(
３

)
 

病
院

や
施

設
を

退
院

・
退

所
す

る
高

齢
者

や
障

害
者

の
在

宅
移

行
支

援
事

業
 

(
４

)
 

成
育

過
程

に
お

い
て

支
援

を
受

け
ら

れ
な

か
っ

た
発

達
障

害
者

（
成

人
）

に
対

す
る

支
援

事
業

 
(
５

)
 

引
き

こ
も

り
青

年
や

軽
度

の
発

達
障

害
者

等
の

自
立

生
活

に
向

け
た

就
労

前
の

支
援

に
関

す
る

事
業

 
(
６

)
 

認
知

症
（

若
年

性
認

知
症

を
含

む
）

の
者

と
家

族
の

支
援

に
関

す
る

事
業

 
(
７

)
 

老
老

介
護

世
帯

の
支

援
に

関
す

る
事

業
 

(
８

)
 

難
病

や
終

末
期

医
療

等
の

重
度

な
状

態
に

あ
る

者
の

家
族

の
支

援
に

関
す

る
事

業
 

(
９

)
 

た
ん

の
吸

引
等

医
療

的
ケ

ア
の

必
要

な
障

害
児

・
者

と
そ

の
家

族
の

支
援

に
関

す
る

事
業

 
 ２

 
高

齢
者

・
障

害
者

の
就

労
支

援
・

権
利

擁
護

等
に

関
す

る
事

業
 

 (
1
0
)
 

高
齢

者
・

障
害

者
の

特
性

に
応

じ
た

就
労

支
援

に
関

す
る

事
業

 
(
1
1
)
 

虐
待

や
消

費
者

被
害

の
防

止
等

高
齢

者
・

障
害

者
の

権
利

擁
護

に
関

す
る

事
業

 
 ３

 
地

域
や

家
庭

に
お

け
る

子
ど

も
・

子
育

て
に

関
す

る
事

業
 

 (
1
2
)
 

安
全

・
安

心
な

子
育

て
の

環
境

づ
く

り
を

支
援

す
る

事
業

 
(
1
3
)
 

ひ
と

り
親

家
庭

の
親

の
就

労
支

援
事

業
 

(
1
4
)
 

児
童

虐
待

・
Ｄ

Ｖ
等

の
防

止
、

保
護

・
支

援
を

必
要

と
す

る
子

ど
も

・
家

庭
を

支
援

す
る

事
業

 
(
1
5
)
 

児
童

虐
待

防
止

に
向

け
た

普
及

・
啓

発
に

関
す

る
事

業
 

(
1
6
)
 

虐
待

・
Ｄ

Ｖ
被

害
者

の
緊

急
避

難
施

設
（

シ
ェ

ル
タ

ー
）

運
営

事
業

 
(
1
7
)
 

児
童

虐
待

防
止

に
向

け
た

親
支

援
に

関
す

る
事

業
 

(
1
8
)
 

病
院

・
児

童
養

護
施

設
等

を
退

院
・

退
所

し
た

子
ど

も
へ

の
支

援
に

関
す

る
事

業
 

 ４
 

貧
困

対
策

等
社

会
的

支
援

（
福

祉
的

支
援

）
を

行
う

事
業

 

 (
1
9
)
 

生
活

保
護

の
ボ

ー
ダ

ー
に

あ
る

低
所

得
者

や
ホ

ー
ム

レ
ス

等
に

寄
り

添
い

な
が

ら
、

計
画

的
・

き
め

細
か

な
支

援
を

行
う

事
業

 
(
2
0
)
 

ホ
ー

ム
レ

ス
等

の
緊

急
避

難
施

設
（

シ
ェ

ル
タ

ー
）

運
営

事
業

 
(
2
1
)
 

生
活

困
窮

者
に

対
す

る
債

務
整

理
や

家
計

再
建

に
向

け
た

指
導

や
自

立
後

の
生

活
指

導
等

に
関

す
る

事
業

 
(
2
2
)
 

ひ
と

り
親

家
庭

な
ど

の
生

活
困

窮
世

帯
の

養
育

相
談

や
学

習
支

援
に

関
す

る
事

業
 

(
2
3
)
 

薬
物

乱
用

防
止

に
関

す
る

普
及

・
啓

発
事

業
 

(
2
4
)
 

薬
物

・
ア

ル
コ

ー
ル

中
毒

者
へ

の
社

会
復

帰
支

援
事

業
 

(
2
5
)
 

生
活

困
窮

者
や

貧
困

世
帯

へ
の

福
祉

的
支

援
に

携
わ

る
人

材
の

確
保

・
育

成
等

に
関

す
る

事
業

 
 ５

 
福

祉
・

介
護

従
事

者
の

確
保

・
育

成
に

関
す

る
事

業
 

 (
2
6
)
 

福
祉

・
介

護
従

事
者

の
資

質
の

向
上

、
定

着
支

援
及

び
福

祉
・

介
護

分
野

へ
の

人
材

の
参

入
促

進
等

に
関

す
る

事
業

 
   社

会
参

加
促

進
活

動
支

援
事

業
 

１
 

全
国

的
な

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

の
振

興
に

関
す

る
事

業
 

 (
１

)
 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

の
情

報
交

換
や

相
互

交
流

等
の

機
会

を
通

じ
て

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
の

全
国

的
な

振
興

を
図

る
事

業
 

 ２
 

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
を

支
援

す
る

事
業

 

 (
２

)
 

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
の

育
成

・
強

化
に

関
す

る
事

業
 

(
３

)
 

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
た

障
害

者
の

社
会

参
加

等
を

促
進

す
る

事
業

 
 ３

 
高

齢
者

の
日

常
生

活
、

社
会

参
加

等
を

支
援

す
る

事
業

 

 (
４

)
 

高
齢

者
の

生
き

が
い

と
健

康
づ

く
り

活
動

の
全

国
的

な
振

興
を

図
る

事
業

 
(
５

)
 

高
齢

者
の

日
常

生
活

の
支

援
や

介
護

者
の

負
担

軽
減

を
図

る
各

種
福

祉
用

具
の

改
良

開
発

事
業

 
  災

害
福

祉
広

域
支

援
事

業
 

 

添付資料２７

社
会
福
祉
振
興
助
成
事
業
の
概
要
（
平
成
２
４
年
度
）

政
策
動
向
や
、
国
民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
民
間
の
創
意
工
夫
あ
る

活
動
や
地
域
に
密
着
し
た
き
め
細
か
な
活
動
等
に
対
し
て
助
成
を

行
い
、
高
齢
者
、
障
害
者
が
自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
ま
た
、

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
安
心
し
て
成
長
で
き
る
よ
う
必
要
な
支
援

等
を
行
う
。

３
．
助
成
対
象
事
業

１
．
事
業
の
目
的

個
々
の
団
体
が
実
施
す
る
社
会
福
祉
の
振
興
に
資
す
る
創
意
工

夫
あ
る
事
業

(１
)
福
祉
活
動
支
援
事
業

個
々
の
団
体
が
実
施
す
る
高
齢
者
・
障
害
者
等
の
日
常
生
活
の

便
宜
若
し
く
は
社
会
参
加
を
促
進
す
る
事
業

(２
)社
会
参
加
促
進
活
動
支
援
事
業

地
域
の
多
様
な
社
会
資
源
を
活
用
し
、
複
数
の
団
体
が
連
携
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
り
、
社
会
福
祉
諸
制
度
の
対
象
外
の
ニ
ー

ズ
そ
の
他
地
域
の
様
々
な
福
祉
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
地
域
に
密

着
し
た
事
業

(３
)
地
域
連
携
活
動
支
援
事
業

全
国
又
は
広
域
的
な
普
及
・
充
実
等
を
図
る
た
め
、
複
数
の
団
体

が
連
携
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
り
、
相
互
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
、

社
会
福
祉
の
振
興
に
資
す
る
創
意
工
夫
あ
る
事
業
又
は
社
会
福
祉
施

策
等
を
補
完
若
し
く
は
充
実
さ
せ
る
事
業

(４
)
全
国
的
・
広
域
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
支
援
事
業

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ

●
特
例
民
法
法
人

●
社
会
福
法
人

●
一
般
社
団
・
財
団
法
人

●
医
療
法
人

●
公
益
社
団
・
財
団
法
人

●
そ
の
他
社
会
福
祉
の
振
興
に
寄
与
す
る
事
業
を
行
う
法
人

若
し
く
は
団
体

２
．
助
成
対
象
者

民
間
福
祉
活
動
団
体

事
業
の
仕
組
み

助
成
金

社
会
福
祉

振
興
助
成
費

補
助
金

資
金
の
流
れ

Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人

非
営
利

任
意

団
体

医
療
法
人

社
会
福
祉
法
人

財
団
･社
団

法
人
等

国

＜
助
成
の
要
件
＞

＜
助
成
の
要
件
＞

①
他
団
体
と
の
連
携
・
・・
特
段
の
制
限
は
な
く
、
法
人
若
し
く
は
団
体
が
自
ら
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
書
面
の
提
出
・
・・
・・
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
、
非
営
利
任
意
団
体
は
、
「紹
介
状
」
の
提
出
を
推
奨
し
て
い
る
。

「
紹
介
状
」
と
は
、
地
域
に
お
け
る
福
祉
・
医
療
等
と
の
関
わ
り
、
関
係
機
関
・
団
体
と
の
繋
が
り
等
、
実
施
し
よ
う
と
す
る
事
業
を
積
極
的

に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
そ
の
他
の
公
的
機
関
、
社
会
福
祉
法
人
、
医
療
法
人
等
か
ら
の
紹
介
状
を
い
う
。

①
他
団
体
と
の
連
携
・・
・
格
と
な
る
団
体
が
他
の
団
体
（社
会
福
祉
法
人
、
医
療
法
人
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
、
公
益
法
人
、
企
業
、

自
治
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
）
と
相
互
に
連
携
し
、
協
力
関
係
を
築
き
実
施
す
る
事
業
で
あ
る
こ
と
。

②
活
動
の
範
囲
・・
・・
・
・（
地
域
連
携
活
動
支
援
事
業
）

→
１
つ
の
都
道
府
県
内
で
活
動
す
る
事
業

（
全
国
的
・
広
域
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
支
援
事
業
）
→
２
つ
以
上
の
都
道
府
県
で
活
動
す
る
事
業

③
書
面
の
提
出
・・
・・
・
・連
携
又
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
協
力
関
係
を
確
認
す
る
た
め
、
助
成
金
要
望
書
の
提
出
時
に
は
「
連
携
・
ネ
ッ
ト

連
携
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は
、
同
じ
目
的
を
持
つ
者
同
士
が
相
互
に
協
力
関
係
を
築
い
て
、
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
を
い
う
。

災
害
時
に
お
い
て
高
齢
者
・
障
害
者
等
支
援
が
必
要
な
方
々
に

対
し
緊
急
的
に
対
応
を
行
え
る
よ
う
、
民
間
事
業
者
、
団
体
等
の

広
域
的
な
福
祉
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
検
討
・
構
築
し
、
災
害
対

策
の
強
化
を
図
る
事
業

(５
)
災
害
福
祉
広
域
支
援
事
業

＜
助
成
の
要
件
＞

意
見
書
に
お
い
て
、
都
道
府
県
に
よ
り
事
業
者
の
適
格
性
及
び

事
業
計
画
の
妥
当
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
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・
福
祉
活
動
支
援
事
業

：
上
限
３
０
０
万
円

・
社
会
参
加
促
進
活
動
支
援
事
業

：
上
限
設
定
な
し

・
地
域
連
携
活
動
支
援
事
業

：
上
限
７
０
０
万
円

・
全
国
的
・
広
域
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
支
援
事
業
：
上
限
設
定
な
し

・
災
害
福
祉
広
域
支
援
事
業

：
上
限
設
定
な
し

（
注
）
一
事
業
で
５
０
万
円
に
満
た
な
い
場
合
は
、
助
成
の
対
象
と
し
な
い
（
災
害
福
祉
広
域
支
援
事
業
を
除
く
）
。

５
．
助
成
限
度
額

謝
金
、
旅
費
（
国
内
旅
費
及
び
外
国
旅
費
）
、
借
料
損
料
、
会
場
借
料
、
家
賃
、
備
品
購
入
費
、
消
耗
品
費
、
印
刷
製
本
費
、

通
信
運
搬
費
、
会
議
費
、
賃
金
、
委
託
費
、
保
険
料
、
食
材
費
、
雑
役
務
費
、
燃
料
費
、
光
熱
水
費

６
．
助
成
対
象
経
費
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8 
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- 81 -



12
 

 
11

 
 

- 82 -



13
 

  

- 83 -



平
成

2
4
年

度
社

会
福

祉
振

興
助

成
事

業
 

募
集

要
領

（
抜

粋
）

 
募

集
要

領
の

ア
ン

ダ
ー

ラ
イ

ン
部

分
に

言

及
し

て
い

る
「

実
績

報
告

書
」
の

記
載

部
分

 

 
 

 
①

 
営

利
を

目
的

と
す

る
事

業
 
 

 
 

 
②

 
他

の
補

助
金

等
の

交
付

を
受

け
た

事
業

 

③
 

事
業

の
主

た
る

部
分

を
実

質
的

に
行

わ
ず

外
部

委
託

（
総

事

業
費

に
占

め
る

外
部

委
託

の
割

合
が

５
０

％
以

上
）

す
る

事
業

や
、

第
三

者
に

資
金

を
交

付
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
事

業
が

大
部

分
（

総
事

業
費

に
占

め
る

交
付

資
金

の
割

合
が

５
０

％
以

上
）

を
占

め
る

事
業

 

 
 

 
 

５
．

助
成

金
等

 

（
１

）
助

成
限

度
額

 

 
 

 
助

成
限

度
額

は
あ

り
ま

せ
ん

。
 

（
２

）
助

成
対

象
経

費
 

 
 

 
今

後
の

復
興

関
連

予
算

に
関

す
る

基
本

的
な

考
え

方
（

平
成

2
4
年

1
1
月

2
7
日

復
興

推
進

会
議

決
定

）
を

踏
ま

え
、

助
成

対
象

事
業

を
実

施
す

る
た

め
に

真
に

必
要

な
次

の
経

費
と

し
ま

す
。

 
 

 
 

 
謝

金
、

旅
費

、
借

料
損

料
、

会
場

借
料

、
家

賃
、

備
品

購
入

費
、

消

耗
品

費
、
印

刷
製

本
費

、
通

信
運

搬
費

、
会

議
費

、
賃

金
、
委

託
費

、

保
険

料
、

食
材

費
、

雑
役

務
費

、
燃

料
費

、
光

熱
水

費
 

 
 

 
※

助
成

対
象

経
費

の
基

準
限

度
額

、
留

意
点

等
に

つ
い

て
は

、
別

紙

５
に

記
載

し
て

い
ま

す
の

で
ご

注
意

く
だ

さ
い

。
 

（
３

）
助

成
金

額
の

算
定

 

 
 

 
助

成
金

額
は

、
助

成
対

象
事

業
を

実
施

す
る

た
め

の
経

費
の

合
計

額

（
総

事
業

費
）
か

ら
同

事
業

に
係

る
寄

付
金

そ
の

他
の

収
入
（

寄
付

金
、

助
成

金
に

係
る

利
息

収
入

、
参

加
費

、
利

用
料

、
事

業
を

実
施

す
る

際

に
生

じ
る

そ
の

他
の

収
入

）
額

を
除

い
た

額
の

範
囲

内
に

な
り

ま
す

。
 

 
 

 
※

た
だ

し
、
１

，
０

０
０

円
未

満
の

端
数

は
切

り
捨

て
に

な
り

ま
す

。
 

（
４

）
そ

の
他

 
 

 
 

 
助

成
金

額
は

、
事

業
内

容
等

を
勘

案
し

、
独

立
行

政
法

人
福

祉
医

療

機
構

（
以

下
、
「

機
構

」
と

い
う

。
）

の
予

算
の

範
囲

内
で

定
め

ま
す

。
 

 ６
．

助
成

対
象

と
な

る
事

業
の

実
施

期
間

 
 

 
 

選
定

結
果
（

内
定

）
通

知
日

以
降

か
ら

平
成

２
５

年
３

月
３

１
日

ま
で

と
し

ま
す

。
 

 ７
．

応
募

手
続

き
等

 
 

（
１

）
助

成
金

要
望

書
（

原
本

）
に

次
の

書
類

を
添

付
し

て
、

応
募

期
間

内

に
機

構
の

助
成

事
業

部
へ

ご
提

出
く

だ
さ

い
。

 

①
 

直
近

の
事

業
年

度
の

決
算

書
（

附
属

明
細

書
は

除
く

）
 

②
 

定
款

又
は

寄
付

行
為

 

 
 

 
な

お
、
書

類
に

不
備

が
あ

る
場

合
は

審
査

が
で

き
ま

せ
ん

の
で

ご
注

意
く

だ
さ

い
。

 
 

（
２

）
機

構
へ

の
提

出
と

は
別

に
、
助

成
対

象
事

業
の

連
携

先
と

考
え

て
い

る
都

道
府

県
に

助
成

金
要

望
書

の
写

し
及

び
上

記
①

、
②

を
応

募
期

間

内
に

提
出

し
て

く
だ

さ
い
（

都
道

府
県

の
意

見
書

発
行

に
あ

た
っ

て
の

参
考

書
類

と
な

り
ま

す
）
。

 

な
お

、
意

見
書

は
、
都

道
府

県
か

ら
直

接
機

構
に

交
付

さ
れ

ま
す

。
 

 
 

※
意

見
書

も
応

募
期

間
内

に
必

着
と

な
る

こ
と

か
ら

、
お

早
め

に
ご

対

応
く

だ
さ

い
。

 

（
３

）
助

成
金

要
望

書
及

び
関

係
書

類
の

各
様

式
は

、
機

構
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ

（
h
t
t
p
:
/
/
h
p
.
w
a
m
.
g
o
.
j
p
/
）
か

ら
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
し

て
使

用
し

て
く

だ
さ

い
。

 

（
４

）
受

け
付

け
た

助
成

金
要

望
書

等
は

、
返

却
い

た
し

ま
せ

ん
の

で
ご

了

承
願

い
ま

す
。

 
 

（
５

）
控

え
と

し
て

、
お

手
元

に
助

成
金

要
望

書
等

の
写

し
を

必
ず

保
管

し

                                                            各
種

提
出

書
類

の
電

子
化

等
（

＃
５

７
）

 
 （

最
低

限
必

要
な

申
請

書
類

に
削

減
）

 
    

平
成

2
4
年

度
社

会
福

祉
振

興
助

成
事

業
（

災
害

福
祉

広
域

支
援

事
業

）
募

集
要

領
 

平
成

2
4
年

度
社

会
福

祉
振

興
助

成
事

業
 

募
集

要
領

（
抜

粋
）

 
募

集
要

領
の

ア
ン

ダ
ー

ラ
イ

ン
部

分
に

言

及
し

て
い

る
「

実
績

報
告

書
」
の

記
載

部
分

 

 １
．

助
成

の
目

的
 

 
 

東
日

本
大

震
災

に
お

け
る

福
祉

・
介

護
分

野
で

の
人

材
派

遣
の

経
験

、

課
題

等
を

踏
ま

え
、
福

祉
・
介

護
分

野
で

の
全

国
か

ら
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

か
ら

の
人

材
派

遣
等

、
広

域
緊

急
支

援
体

制
構

築
が

必
要

で
あ

る
こ

と
か

ら
、
都

道
府

県
単

位
で

の
福

祉
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
本

部
（

協
議

会
形

式
）

を
設

置
し

、
平

時
よ

り
都

道
府

県
内

の
民

間
福

祉
事

業
者

等
と

連
携

を
図

り
な

が
ら

、
災

害
時

の
福

祉
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
し

ま
す

。
 

 ２
．

助
成

対
象

者
 
 

 
 

社
会

福
祉

の
振

興
に

寄
与

す
る

事
業

を
行

う
次

の
法

人
で

あ
っ

て
、
助

成
対

象
事

業
の

実
施

体
制

が
整

っ
て

い
る

法
人

と
し

ま
す

。
 
 

 
 

 
・

社
会

福
祉

法
人

 

 
 

 
・

一
般

社
団

法
人

、
一

般
財

団
法

人
 

 
 

 
・

公
益

社
団

法
人

、
公

益
財

団
法

人
 

 
 

 
・

特
定

非
営

利
活

動
法

人
 

・
そ

の
他

社
会

福
祉

の
振

興
に

寄
与

す
る

事
業

を
行

う
法

人
 

た
だ

し
、

次
の

法
人

を
除

き
ま

す
。

 

・
国

、
地

方
公

共
団

体
、

独
立

行
政

法
人

、
特

殊
法

人
 

・
反

社
会

的
勢

力
及

び
反

社
会

的
勢

力
と

密
接

な
関

係
に

あ
る

法
人

 

 ３
．

助
成

対
象

事
業

 
 

（
１

）
都

道
府

県
単

位
で

の
福

祉
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
本

部
（

協
議

会
形

式
、

１
都

道
府

県
あ

た
り

１
ヶ

所
）
を

設
置

す
る

た
め

の
事

業
（

既
に

設
置

し
て

い
る

場
合

は
協

議
会

の
活

動
（

会
議

の
開

催
、

研
修

の
実

施
等

）

に
係

る
事

業
）

を
対

象
と

し
ま

す
。

 

（
２

）
東

日
本

大
震

災
で

被
災

し
た

３
県
（

岩
手

県
、
宮

城
県

及
び

福
島

県
）

で
検

討
が

進
ん

で
い

る
と

こ
ろ

に
お

い
て

は
、
（

１
）
の

事
業

に
加

え
、

派
遣

チ
ー

ム
の

組
成

等
具

体
的

な
活

動
に

つ
い

て
も

対
象

と
し

ま
す

。
 

な
お

、
災

害
福

祉
広

域
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

つ
い

て
は

、
別

紙
１

を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。
 

 ４
．

助
成

の
要

件
等

 

（
１

）
次

の
要

件
が

付
さ

れ
ま

す
。

 

ア
 

「
社

会
福

祉
振

興
助

成
事

業
（

災
害

福
祉

広
域

支
援

事
業

）
へ

の
応

募
に

係
る

意
見

書
」
（

以
下

、
「

意
見

書
」

と
い

う
。

別
紙

２

参
照

）
に

お
い

て
、

都
道

府
県

に
よ

り
事

業
者

の
適

格
性

及
び

事

業
計

画
の

妥
当

性
が

認
め

ら
れ

て
い

る
こ

と
 

イ
 

「
社

会
福

祉
振

興
助

成
金

（
災

害
福

祉
広

域
支

援
事

業
）

要
望

書
」
（

以
下

、
「

助
成

金
要

望
書

」
と

い
う

。
別

紙
３

参
照

）
に

お

け
る

事
業

計
画

及
び

要
望

額
調

書
に

つ
い

て
、

事
前

に
事

業
の

必

要
性

及
び

事
業

計
画

に
つ

い
て

十
分

に
検

討
し

た
上

で
、

モ
デ

ル

事
業

計
画

（
別

紙
４

参
照

）
を

参
考

に
、

地
域

の
実

情
等

を
勘

案

し
作

成
す

る
こ

と
 

 （
２

）
次

に
該

当
す

る
場

合
は

、
助

成
の

対
象

と
な

り
ま

せ
ん

。
 

ア
 

過
去

に
お

い
て

法
令

等
に

違
反

す
る

等
の

不
正

行
為

を
行

い
、
不

正
を

行
っ

た
年

度
の

翌
年

度
以

降
５

年
間

を
経

過
し

な
い

法
人

で

あ
る

場
合

 

 
 

イ
 

法
人

の
経

営
状

況
が

良
好

で
な

く
、
安

定
し

た
事

業
継

続
が

見
込

ま
れ

な
い

場
合

 

 
 

ウ
 

次
に

掲
げ

る
事

業
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平
成

2
4
年

度
社

会
福

祉
振

興
助

成
事

業
 

募
集

要
領

（
抜

粋
）

 
募

集
要

領
の

ア
ン

ダ
ー

ラ
イ

ン
部

分
に

言

及
し

て
い

る
「

実
績

報
告

書
」
の

記
載

部
分

 

 
 

 
 

月
曜

～
金

曜
 

A
M
8
：

4
5
～

P
M
5
：

3
0
（

祝
祭

日
含

ま
ず

）
 

 
 

 
 

F
A
X
 
0
3
-
3
4
3
8
-
0
2
1
8
 

 
 

 
 
 
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
 
h
t
t
p
:
/
/
h
p
.
w
a
m
.
g
o
.
j
p
/
 

 
 

 
 

※
郵

送
の

場
合

は
、
封

筒
表

面
に

朱
書

き
で
「

平
成

２
４

年
度

災

害
助

成
応

募
書

類
在

中
」

と
記

載
し

て
く

だ
さ

い
。

 

  

平
成

2
4
年

度
社

会
福

祉
振

興
助

成
事

業
 

募
集

要
領

（
抜

粋
）

 
募

集
要

領
の

ア
ン

ダ
ー

ラ
イ

ン
部

分
に

言

及
し

て
い

る
「

実
績

報
告

書
」
の

記
載

部
分

 

て
く

だ
さ

い
。

 
 

 ８
．

応
募

期
間

 

 
 

応
募

期
間

は
、

次
の

と
お

り
で

す
。

 

平
成

２
５

年
１

月
１

０
日

（
木

）
か

ら
平

成
２

５
年

１
月

３
１

日

（
木

）
ま

で
（

必
着

）
 

 ９
．

選
定

方
法

及
び

そ
の

結
果

 

（
１

）
助

成
対

象
事

業
の

選
定

は
、
機

構
が

設
置

す
る

外
部

有
識

者
か

ら
な

る
社

会
福

祉
振

興
助

成
事

業
審

査
・

評
価

委
員

会
で

、
平

成
２

４
年

度

社
会

福
祉

振
興

助
成

事
業
（

災
害

福
祉

広
域

支
援

事
業

）
の

選
定

方
針

を
策

定
の

う
え

審
査

し
、

同
委

員
会

の
審

議
を

経
て

決
定

し
ま

す
。

 

（
２

）
選

定
結

果
に

つ
い

て
は

、
平

成
２

５
年

２
月

下
旬

を
目

途
に

文
書

を

も
っ

て
、
そ

の
採

否
を

お
知

ら
せ

す
る

と
と

も
に

、
採

択
し

た
事

業
に

つ
い

て
は

、
平

成
２

５
年

３
月

上
旬

を
目

途
に

機
構

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等

で
公

開
し

ま
す

。
 

（
３

）
他

の
助

成
機

関
の

助
成

等
を

受
け

て
事

業
を

実
施

す
る

こ
と

と
な

っ

た
場

合
は

、
採

択
後

で
あ

っ
て

も
機

構
の

助
成

金
を

辞
退

し
て

い
た

だ

き
ま

す
。

 

（
４

）
選

定
結

果
に

関
す

る
お

問
い

合
わ

せ
等

に
は

お
答

え
で

き
ま

せ
ん

の

で
、

ご
了

承
願

い
ま

す
。

 

 1
0
．

留
意

事
項

 

（
１

）
こ

の
助

成
金

は
「

補
助

金
等

に
係

る
予

算
の

執
行

の
適

正
化

に
関

す

る
法

律
」

及
び

関
係

す
る

規
程

等
が

適
用

さ
れ

ま
す

。
 

（
２

）
助

成
対

象
事

業
と

し
て

採
択

さ
れ

た
際

に
は

、
機

構
が

定
め

た
助

成

金
に

関
す

る
規

程
等

を
遵

守
し

て
い

た
だ

き
ま

す
。
規

程
等

に
反

す
る

行
為

が
あ

っ
た

場
合

、
助

成
金

の
返

還
請

求
等

を
行

う
こ

と
が

あ
り

ま

す
。

 

（
３

）
助

成
対

象
事

業
に

つ
い

て
は

、
会

計
検

査
院

の
検

査
の

対
象

に
な

り

ま
す

。
 

（
４

）
助

成
対

象
事

業
終

了
後

、
定

め
ら

れ
た

期
限

ま
で

に
事

業
完

了
報

告

書
を

ご
提

出
い

た
だ

く
と

と
も

に
、
機

構
が

実
施

す
る

事
業

評
価

に
ご

協
力

い
た

だ
き

ま
す

。
 

（
５

）
ご

提
出

い
た

だ
い

た
書

類
は

、
「

独
立

行
政

法
人

等
の

保
有

す
る

情

報
の

公
開

に
関

す
る

法
律

」
に

基
づ

き
、
情

報
公

開
の

対
象

と
な

り
ま

す
。

 

（
６

）
ご

提
出

い
た

だ
い

た
個

人
情

報
及

び
お

客
さ

ま
の

情
報

は
、
社

会
福

祉
振

興
助

成
事

業
業

務
及

び
こ

れ
に

附
帯

す
る

業
務

並
び

に
以

下
の

業
務

の
実

施
に

必
要

な
範

囲
内

で
適

正
に

利
用

い
た

し
ま

す
。

 

 
 

 
・

郵
送

等
に

よ
る

機
構

が
提

供
す

る
サ

ー
ビ

ス
の

ご
案

内
 

 
 

 
・
市

場
調

査
、
デ

ー
タ

分
析

及
び

ア
ン

ケ
ー

ト
の

実
施

等
に

よ
る

サ

ー
ビ

ス
の

研
究

及
び

開
発

の
た

め
 

ま
た

、
機

構
業

務
の

中
で

お
客

さ
ま

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
の

た
め

に

使
用

す
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

 

 
 

※
個

人
情

報
及

び
業

務
上

知
り

得
た

お
客

さ
ま

の
情

報
に

つ
い

て
は

、

漏
洩

防
止

に
努

め
て

適
切

に
管

理
し

、
機

構
が

定
め

る
期

間
経

過
後

に
焼

却
等

に
よ

り
廃

棄
し

ま
す

。
 

 1
1
．

問
合

せ
先

及
び

送
付

先
 

 
 

 
〒

1
0
5
-
8
4
8
6
 
東

京
都

港
区

虎
ノ

門
4
丁

目
3
番

1
3
号

 
神

谷
町

セ

ン
ト

ラ
ル

プ
レ

イ
ス

9
階

 

 
 

 
独

立
行

政
法

人
 
福

祉
医

療
機

構
 
助

成
事

業
部

 
助

成
振

興
課

 

 
 

 
 

電
話

 
0
3
-
3
4
3
8
-
9
9
4
5
・

9
9
4
6
 

         助
成

事
業

の
審

査
・

採
択

（
＃

５
４

）
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別
紙

２
 

 

社
会

福
祉

振
興

助
成

事
業

（
災

害
福

祉
広

域
支

援
事

業
）

へ
の

応
募

に
係

る
意

見
書

 

 ［
応

募
事

業
の

概
要

］
 

 

法
人

名
 

 

事
業

名
 

 

要
望

額
(
千

円
)
 

 

  ［
都

道
府

県
の

意
見

］
 

  
１
 
事
業
者
の
適
格
性
 

 
 
 
□
 
過
去
の
監
査
等
に
お
い
て
、
重
大
な
法
令
違
反
な
ど
の
指
摘
を
受
け
て
い
な
い
 

 
 
 
□
 
経
営
状
況
が
良
好
で
あ
り
、
安
定
し
た
事
業
継
続
が
見
込
め
る
 

 
 
 
□
 
本
事
業
を
実
施
す
る
事
業
者
と
し
て
の
適
格
性
が
認
め
ら
れ
る
 

 
 

 
２
 
事
業
計
画
の
妥
当
性
 

 
 
 
□
 
当
該
計
画
は
、
本
都
道
府
県
と
連
携
し
て
実
施
で
き
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
 

  

上
記
の
と
お
り
、
意
見
し
ま
す
。
 

 
 
平
成
 
 
 
年
 
 
 
月
 
 
 
日
 

 

都
道

府
県

名
 

 
 

民
生

主
管

部
(
局

)
長
 

 
 

 
    独

立
行

政
法

人
福

祉
医

療
機

構
 
理

事
長

 
あ

て
 

 

（
担
当
者
 

 
）

 

T
E
L 

 
 

 （
自

由
記

述
欄

）
 

 

別
紙

１
 

（
福
祉
ニ
ー
ズ
の
把
握
）

初
動
の
対
応

県
庁

（
災
害
対
策
本
部
）

協
力
法
人

市
区
町
村

協
議
会

形
式

被
災
地

ﾁ
ｰ
ﾑ
派
遣派
遣

チ
ー
ム

経
営
協

職
能
団
体

県
社
協

協
力

法
人
Ａ

ﾁ
ｰ
ﾑ
派
遣

ﾁ
ｰ
ﾑ
派
遣

派
遣

チ
ー
ム

派
遣

チ
ー
ム

法
人

派
遣
チ
ー
ム

法
人

派
遣
チ
ー
ム

協
力

法
人
Ｂ

協
力

法
人
Ｃ

福
祉
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
本
部

（
都
道
府
県
単
位
）

先
遣
隊

広
域
的
(複
数
県
)に
活
動
す
る
法
人

※
平
時
、
福
祉
関
係
者
で
構
成
す

る
全
国
レ
ベ
ル
の
連
絡
会
を
設
置

連
携

厚
労
省

中
核
と
な
る

全
国
団
体

等

災
害
福
祉
広
域
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
イ
メ
ー
ジ

災
害
時
に
派
遣
実
施
（
福
祉
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
）

①
都
道
府
県
単
位
で
の
福
祉
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
本
部
（
協
議
会
形
式
）
の
設
置

災
害
時
要
援
護
者
へ
の
福
祉
的
支
援
を
行
う
た
め
、
都
道
府
県
単
位
で
の
福
祉
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
本
部

（
協
議
会
形
式
）
を
設
置
し
、
平
時
よ
り
県
内
の
民
間
福
祉
事
業
者
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
災
害
福
祉
広
域

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
図
る
。

②
福
祉
派
遣
チ
ー
ム
の
組
成

福
祉
専
門
職
に
よ
る
派
遣
チ
ー
ム
を
組
成
し
、
災
害
時
に
被
災
地
へ
緊
急
的
に
派
遣
す
る
こ
と
に
よ
り
、
現
地

の
災
害
時
要
援
護
者
に
対
す
る
福
祉
ニ
ー
ズ
の
把
握
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
等
の
福
祉
的
支
援
を
行
う
。
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１
．

団
体

概
況

 
 

 

団
体

名
 

 

団
体

設
立

年
月

日
 

 
年

 
 

月
 

 
日

 

団
体

役
職

員
数
 

（
 

 
）

人
 

活 動 内 容 

定
款

又
は

寄
付

行
為

で
定

め
て

い
る

団
体

の
事

業
 

（
箇

条
書

き
）

 

 

過
去

の
活

動
実

績
 

 
（

年
月

と
対

応
事

項
を

箇
条

書
き

）
 

平
成

2
3
年

度
の

 
福

祉
活

動
の

実
績

 
 

被
災

者
支

援
な

ど
過

去
５

年
の

災
害

時
に

お
け

る
活

動
実

績
 

 

地
域

の
福

祉
､
医

療

関
係

団
体

(
社

会
福

祉
法

人
､
職

能
団

体
､

N
P
O
等

)
、

企
業

等
と

連
携

し
て

実
施

し
た

活
動

の
実

績
 

 

事
業

継
続

計
画

（
Ｂ

Ｃ
Ｐ

）
策

定
の

有
無

 
１

．
有

 
２

．
無

 
(
番

号
記

入
欄

)
 

 

過
去

に
お

い
て

、
法

令
等

に
違

反
す

る
等

の
不

正
行

為
を

行
っ

た
こ

と
の

有
無

 
（

不
正

を
行

っ
た

年
度

の
翌

年
度

以
降

５
年

間
を

経
過

し
て

い
る

場
合

を
除

く
）

 
１

．
有

 
２

．
無

 
(
番

号
記

入
欄

)
 

 

   

別
紙

３
 

平
成

２
４

年
度

社
会

福
祉

振
興

助
成

金
（

災
害

福
祉

広
域

支
援

事
業

）
要

望
書

 

 
 

 

独
立

行
政

法
人

福
祉

医
療

機
構

 
理

事
長

 
殿

 

  
平

成
２

４
年

度
社

会
福

祉
振

興
助

成
事

業
（

災
害

福
祉

広
域

支
援

事
業

）
に

つ
い

て
、

別
に

示
さ

れ
た

「
募

集
要

領
」

の
内

容
を

確
認

し
た

う
え

で
、

助
成

金
を

受
け

た
く

、
関

係
書

類
を

添
え

て
要

望
し

ま
す

。
な

お
、

記
載

し
た

内
容

に
相

違
あ

り
ま

せ
ん

。
 

 

応
募

日
 
 
 
平

成
 

 
年

 
 

月
 

 
日

 

応
募

団
体

名
 

（
法

人
格

も
記

入
し

て
く

だ
さ

い
）

 （
フ

リ
ガ

ナ
） 

 

 

代
表

者
名

 （
役

 職
 名

）  

印
 

（
フ

リ
ガ

ナ
）  

 

団
体

住
所

 

〒
 

 
－

 
 

（
フ

リ
ガ

ナ
） 

 

 T
E

L
（

 
 

）
 

－
 

 
H

P
 

 

F
A

X
（

 
 

）
 

－
 

 
 E

-m
ai

l：
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

事
 

業
 

名
  

事
業

 

（
「

事
業

」
を

含
め

て
事

業
名

は
３

０
文

字
ま

で
で

す
）

 

助
成

金
要

望
額

 
金

 
 

千
円

 
（

単
位
は

千
円

で
す

の
で

ご
注

意
く

だ
さ

い
）

 

 

事
 

務
 

担
当

者
 

氏
 

名
 

（
フ

リ
ガ

ナ
）  

 

T
E

L
 
（

 
 

）
 

 
－

 
 

FA
X

 
（

 
 

）
 

 
－

 
 

E-
m

ai
l  

 

注
１

：
事

実
に

基
づ

い
て

正
確

に
記

載
し

て
く

だ
さ

い
。

 

注
２

：
虚

偽
の

記
載

又
は

事
実

と
異

な
る

記
載

に
よ

り
助

成
の

決
定

を
受

け
た

場
合

は
、

当
該

決
定

を
取

り
消

す
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
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３
．

役
員

一
覧

  
 

役
職

名
 

氏
 

 
名

 

 
年

  
齢

  

常
勤

・
 

非
常

勤
 

 

「
1
.
常

勤
」
・

「
2
.
非

常
勤

」

の
該

当
す

る
番

号
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

 

役
員

報
酬

の
有

無
 

 

「
1.
有
」・
「
2.
無
」
 

の
該
当
す
る
番
号
を
 

記
入
し
て
く
だ
さ
い
 

住
 

 
 

 
所

 
職

業
 

電
 

話
 

番
 

号
 

(代
表

者
) 

 

 
(番

号
記
入
欄
) 

(番
号
記
入
欄
) 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

(番
号
記
入
欄
) 

(番
号
記
入
欄
) 

 
 

 
 

（
 

 
）

 
－

 
 

 
 

 

(番
号
記
入
欄
) 

(番
号
記
入
欄
) 

 
 

 
 

（
 

 
）

 
－

 
 

 
 

 

(番
号
記
入
欄
) 

(番
号
記
入
欄
) 

 
 

 
 

（
 

 
）

 
－

 
 

 
 

 

(番
号
記
入
欄
) 

(番
号
記
入
欄
) 

 
 

 
 

（
 

 
）

 
－

 
 

 
 

 

(番
号
記
入
欄
) 

(番
号
記
入
欄
) 

 
 

 
 

（
 

 
）

 
－

 
 

 
 

 

(番
号
記
入
欄
) 

(番
号
記
入
欄
) 

 
 

 
 

（
 

 
）

 
－

 
 

 
 

 

(番
号
記
入
欄
) 

(番
号
記
入
欄
) 

 
 

 
 

（
 

 
）

 
－

 
 

 
 

 

(番
号
記
入
欄
) 

(番
号
記
入
欄
) 

 
 

 
 

（
 

 
）

 
－

 
 

注
１

：「
役

職
名

」
欄

は
､
理

事
長

、
会

長
、
代

表
者

、
理

事
、
監

事
等

を
記

入
し

、
「

１
．

常
勤

」
・
「

２
．

非
常

勤
」

の
い

ず
れ

か
の

番
号

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

 

注
２

：「
職

業
」
欄

に
つ

い
て

は
、
無

職
の

場
合

は
、
「

無
職

」
と

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
 

２
．

代
表

者
略

歴
  

 

代
表

者
名

 

（
役

 職
 名

）
 

 
年

齢
 

（
フ

リ
ガ

ナ
）

 
 

 
 

代
表

者
住

所
 

〒
 

 
－

 
 

 

Ｔ
 

Ｅ
 

Ｌ
 

（
 

 
）

 
―

 
 

Ｆ
 

Ａ
 

Ｘ
 

（
 

 
）

 
―

 
 

Ｅ
－

ｍ
ａ

ｉ
ｌ

 
 

勤
務

先
 

職
業

 
 

他
に

代
表

を
 

務
め

る
団

体
等

 
 

年
 

月
 

最
終

学
歴

以
降

、
職

歴
・

福
祉

活
動

歴
を

記
入
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（
３

）
具

体
的

な
助

成
事

業
の

内
容

 

①
 

助
成

事
業

の
内

容
を

具
体

的
に

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
 

②
 

そ
れ

ぞ
れ

の
事

項
を

、
具

体
的

（
い

つ
、

ど
こ

で
、

何
を

、
誰

に
、

ど
の

く
ら

い
、

ど
の

よ
う

に
、
 

 
 

な
ど

）
に

箇
条

書
き

で
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

 

③
 

５
－

１
～

３
に

お
い

て
助

成
事

業
費

（
諸

謝
金

、
旅

費
、

所
費

）
と

し
て

計
上

す
る

経
費

と
、

以
下

に
記

入
し

た
内

容
が

明
確

に
確

認
（

連
動

し
て

い
る

こ
と

）
で

き
る

よ
う

に
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

 

事
 

 
業

 
 

内
 

 
容

 

   

４
．

事
業

計
画

 
 

 （
１

）
事

業
概

要
 

 
 

助
成

事
業

の
目

的
、

具
体

的
な

事
業

内
容

、
事

業
の

成
果

等
を

明
確

・
簡

潔
に

記
入

し
、

要
望

事
業

 

 
全

体
が

第
三

者
で

も
わ

か
る

よ
う

に
表

現
し

て
く

だ
さ

い
（

１
５

０
～

２
０

０
字

程
度

）
。

 

  
「

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
こ

と
」

を
目

的
に

、
 

  
「

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
」

を
実

施
す

る
事

業
 

 

 （
２

）
都

道
府

県
に

お
け

る
災

害
福

祉
広

域
支

援
体

制
の

現
状

と
課

題
、
課

題
を

踏
ま

え
た

要
望

事
業

の
必

要
性

 

①
 

今
回

要
望

す
る

事
業

に
つ

い
て

、
実

施
す

る
都

道
府

県
に

お
い

て
ど

の
よ

う
な

現
状

（
実

態
）

に
あ

る
の

か
、

さ
ら

に
、

そ
の

課
題

は
何

か
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
 

②
 

そ
の

課
題

を
踏

ま
え

、
助

成
事

業
の

必
要

性
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
 

②
  

 
 

 ②
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（
６
）
協
議
会
の
構
成
団
体
（
予
定
）
に
つ
い
て
 

 
災
害
時
に
お
け
る
福
祉
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
に
あ
た
り
形
成
す
る
協
議
会
の
構
成
団
体
に
つ
い
て
、
そ
の
団
体
名
、
役
割
分
担

等
の
具
体
的
内
容
、
連
絡
先
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
 

（
要
望
書
提
出
時
点
で
予
定
し
て
い
る
範
囲
内
で
結
構
で
す
）
 

 

構
成
団
体
名
 

連
絡
先
 

役
割
分
担
等
の
具
体
的
内
容
 

住
所
 

電
話
番
号
 

担
当
者
 

法
人
格
 

 
 

 団
体
名
 

 
 

 法
人
格
 

 
 

 団
体
名
 

 
 

 法
人
格
 

 
 

 団
体
名
 

 
 

 法
人
格
 

 
 

 団
体
名
 

 
 

 法
人
格
 

 
 

 団
体
名
 

 
 

 法
人
格
 

 
 

 団
体
名
 

 
 

 法
人
格
 

 
 

 団
体
名
 

 
 

 法
人
格
 

 
 

 団
体
名
 

 
 

 

（
４
）
助
成
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
で
期
待
さ
れ
る
効
果
 

 
助
成
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
期
待
さ
れ
る
効
果
に
つ
い
て
、
助
成
事
業
実
施
期
間
中
に
望
め
る
効
果
、
直
接
的
な
効
果
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。
 

 
 

 （
５
）
今
後
構
築
さ
れ
る
協
議
会
の
あ
り
方
等
 

助
成
期
間
終
了
後
、
今
後
構
築
さ
れ
る
協
議
会
の
あ
り
方
（
構
築
時
期
、
規
模
、
検
討
内
容
な
ど
）
を
な
る
べ
く
具
体
的
に
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。
 

 
 

※
 
な
お
、
こ
の
欄
の
記
入
に
あ
た
っ
て
参
考
と
し
た
資
料
等
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
写
し
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
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６
．
助
成
事
業
の
担
当
者
一
覧
   

 
 
 

 

助
成
事
業
担
当
者
（
機
構
と
の
連
絡
担
当
者
）
 

   
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

  
 
担
当
す
る
助
成
事
業
の
内
容
 

   
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 

 助
成
事
業
担
当
者
（
会
議
参
加
団
体
と
の
連
絡
担
当
者
）
 

    
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 
 
 
 担

当
す
る
助
成
事
業
の
内
容
 

★
助
成
事
業
の
全
体
の
取
り
ま
と
め
  
  
  

    
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

  
  
 
 
助
成
事
業
担
当
者
 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 

   
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 
 
 
 担

当
す
る
助
成
事
業
の
内
容
 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 

   
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 
 
 ★

経
理
担
当
者
 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 

  注
１
．
役
職
名
は
、
団
体
で
定
め
た
役
職
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
 

注
２
．
こ
の
用
紙
で
不
足
す
る
場
合
は
、
同
様
の
様
式
で
作
成
の
う
え
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
 

注
３
．
★
の
あ
る
担
当
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
方
が
担
当
す
る
よ
う
に
構
成
し
て
く
だ
さ
い
。
 

      

役
職
名

  

氏
  
名

  

   役
職
名

  

氏
  
名

  

役
職
名

  

氏
  
名

  

役
職
名

  

氏
  
名

  

役
職
名

  

氏
  
名
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モ
 デ

 ル
 事

 業
 計

 画
 

 

事
業

名
 

●
●
県
に
お
け
る
災
害
時
の
福
祉
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
関
す
る
事
業
 

事
業

の
概

要
 

本
事
業
は
、
 

●
●
県
に
お
い
て
、
災
害
時
に
お
け
る
災
害
時
要
援
護
者
（
高
齢
者
・
障
害
者
等
支
援
が
必
要
な
方
々
）

に
対
し
緊
急
的
に
対
応
を
行
え
る
よ
う
、
民
間
事
業
者
、
団
体
等
の
福
祉
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
 

●
●
県
と
連
携
し
、
県
内
で
の
協
議
会
設
置
に
係
る
会
議
等
を
実
施
す
る
事
業
（
既
に
協
議
会
を
設
置
し

て
い
る
場
合
は
「
協
議
会
の
活
動
（
会
議
の
開
催
、
研
修
の
実
施
等
）
を
実
施
す
る
事
業
」）

で
あ
る
。
 

事
業

内
容
 

都
道
府
県
単
位
の
協
議
会
設
置
に
係
る
会
議
の
開
催
 

 
①
開
催
目
的
 

 
 
 
●
●
県
内
に
お
け
る
災
害
時
の
福
祉
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
●
●
県

●
●
課
や
●
●
会
、
●
●
会
等
で
協
議
会
を
構
成
し
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
あ
り
方
等
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
足
が
か
り
と
し
て
協
議
会
設
置
に
資
す
る
た
め
の
会
議
を
開
催
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

 
②
メ
ン
バ
ー
構
成
 
 
 

 
 
  
団
体
名
は
「
協
議
会
の
構
成
団
体
（
予
定
）
に
つ
い
て
」（

別
添
）
に
記
載
の
と
お
り
 

 
③
開
催
時
期
 

 
 
平
成

25
年

3
月
●
日
頃
を
予
定
 

 
④
開
催
場
所
 

 
 
●
●
会
議
室
 

 
 

（
既
に
協
議
会
を
設
置
し
て
い
る
場
合
）
 

災
害
時
の
福
祉
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
係
る
会
議
の
開
催
 

 
①
開
催
目
的
 

 
 
 
●
●
県
内
に
お
け
る
災
害
時
の
福
祉
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
た
め
、
災
害
時
の
福
祉
派

遣
チ
ー
ム
の
組
成
、
研
修
・
訓
練
等
の
実
施
を
検
討
す
る
こ
と
等
を
目
的
と
す
る
。
 

 
②
メ
ン
バ
ー
構
成
 
 
 

 
 
  
団
体
名
は
「
協
議
会
の
構
成
団
体
（
予
定
）
に
つ
い
て
」（

別
添
）
に
記
載
の
と
お
り
 

 
③
開
催
時
期
 

 
 
平
成

25
年

3
月
●
日
頃
を
予
定
 

③
 
催
場
所
 

 
 
●
●
会
議
室
 

期
待

さ
れ

る
 

効
果
 

当
該
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、
●
●
県
内
に
お
け
る
災
害
時
の
福
祉
的
支
援
体
制
の
構
築
に
向

け
て
の
足
が
か
り
と
な
り
、
今
後
の
具
体
的
な
検
討
の
素
地
と
な
る
。
 

ま
た
、
関
係
他
団
体
と
協
議
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
時
の
福
祉
支
援
に
つ
い
て
充
実
し
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
 

   

別
紙
４
 

      

平
成

24
年
度
社
会
福
祉
振
興
助
成
事
業
（
災
害
福
祉
広
域
支
援
事
業
）
 

モ
 デ

 ル
 事

 業
 計

 画
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別
紙
５

 

助
成
対
象
経
費
と
そ
の
他
留
意
点
な
ど
 

 
 

助
成
対
象
経
費
 

 

 
助
成
の
対
象
と
な
る
経
費
の
例
 

 

 
留
意
点
な
ど
 

 

諸
 
謝
 
金
 

委
員
会
等
へ
の
出
席
、
講
演
、
助
言
、
原
稿
の
 

執
筆
等
に
よ
る
知
識
や
意
見
等
の
提
供
、
あ
る
い
は

依
頼
し
た
個
別
の
実
作
業
等
を
行
う
依
頼
先
の
個

人
に
対
し
て
現
金
支
給
す
る
報
酬
 

  
①
 
委
員
（
団
体
が
委
嘱
し
た
者
）
の
委
員
会
 

 
 
等
出
席
謝
金
 

 
（
費
目
の
例
）
 

 
 
・
委
員
会
へ
の
出
席
謝
金
 

 
 
・
大
会
運
営
委
員
謝
金
 

  
②
 
講
師
謝
金
 

 
（
費
目
の
例
）
 

 
 
・
講
師
謝
金
 

 
 
・
実
習
指
導
者
謝
金
 

 
 
 

 
③
 
調
査
を
実
施
し
た
外
部
者
に
対
す
る
謝
金
 

 
（
費
目
の
例
）
 

 
 
・
実
地
調
査
者
謝
金
 

  
④
 
成
果
物
等
の
原
稿
執
筆
謝
金
 

 
（
費
目
の
例
）
 

 
 
・
成
果
物
の
執
筆
謝
金
 

 
 
・
テ
キ
ス
ト
・
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
執
筆
謝
金
 

  
⑤
 
医
師
、
弁
護
士
等
専
門
職
に
対
す
る
謝
金
 

 
（
費
目
の
例
）
 

 
 
・
医
師
、
弁
護
士
の
謝
金
 

 
 
・
そ
の
他
国
家
資
格
を
有
す
る
者
の
謝
金
 

  
⑥
 
そ
の
他
事
業
実
施
に
必
要
な
謝
金
 

 
（
費
目
の
例
）
 

 
 
・
相
談
員
謝
金
 

 
 
・
事
例
発
表
謝
金
 

 
・
団
体
が
定
め
る
支
給
規
程
（
基
準
）
と
下
記
の
【
基
準
限
度
額
】
 

 
 
を
比
較
し
て
低
い
額
を
限
度
額
と
し
ま
す
。
 

  
 
（
限
度
額
を
超
え
て
支
出
す
る
場
合
、
そ
の
超
過
額
は
団
体
の
 

 
 
 
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
）。

 

【
対
象
と
な
ら
な
い
経
費
の
例
】
 

  
・
専
門
家
、
有
識
者
、
調
査
先
（
調
査
対
象
者
）
を
形
式
的
に
訪
 

 
 
問
し
た
場
合
の
謝
礼
 

  
・
単
な
る
打
合
せ
に
か
か
る
謝
礼
 

  
・
菓
子
折
り
（
手
土
産
等
）、

物
品
な
ど
に
よ
る
謝
礼
 

  
・
商
品
券
な
ど
の
金
券
に
よ
る
謝
礼
 

  
・
福
祉
医
療
機
構
へ
提
出
す
る
完
了
報
告
書
等
の
作
成
謝
金
 

  
・
団
体
の
役
職
員
等
に
対
す
る
諸
謝
金
 

 
 
 
※
た
だ
し
、
次
の
場
合
に
限
り
対
象
と
す
る
。
 

 
 
 
 
・
無
給
の
役
員
、
雇
用
契
約
の
な
い
職
員
（
ス
タ
ッ
フ
）、

 
 
 
 
 
 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
す
る
②
～
⑥
の
諸
謝
金
の
支
払
い
 

 

【
基
準
限
度
額
】
 

 
①

 
委
員
会
出
席
謝
金
 
 
 
１
人
１
回
あ
た
り
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１
５
，
１
０
０
円
（
委
員
長
の
場
合
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１
２
，
９
０
０
円
（
委
員
の
場
合
）
 

 
②
 
講
師
謝
金
 
 
 
 
 
 
１
人
１
時
間
あ
た
り
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７
，
２
０
０
円
 

 
 
 
（
移
動
時
間
及
び
控
え
室
等
で
の
待
機
時
間
を
除
い
た
講
演
等
出
席
に
よ
る
実
働
時
間
）
 

 
③
 
委
員
調
査
謝
金
 
 
 
  
１
人
１
回
あ
た
り
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１
２
，
０
０
０
円
 

 
 
 
委
員
以
外
調
査
謝
金
 
  
１
人
１
回
あ
た
り
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７
，
８
０
０
円
 

 
④
 
原
稿
執
筆
謝
金
 
 
 
 
４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
１
枚
に
つ
き
 
 
 
 
２
，
３
０
０
円
（
一
字
あ
た
り
６
円
）
 

 
⑤
 
医
師
、
弁
護
士
謝
金
 
 
１
人
１
回
（
日
）
あ
た
り
 
 
 
 
 
 
 
１
４
，
１
０
０
円
 

 
⑥
 
そ
の
他
国
家
資
格
を
有
す
る
者
の
謝
金
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７
，
８
０
０
円
 

 
⑦
 
上
記
以
外
 
 
 
 
 
 
１
人
１
回
（
日
）
あ
た
り
 
 
 
 
 
 
 
 
５
，
７
０
０
円
 

  
※
上
記
い
ず
れ
の
場
合
も
、
団
体
が
定
め
る
支
給
規
程
（
基
準
）
と
上
記
の
【
基
準
限
度
額
】
を
比
較
し
て
低
い
額
を
 

 
 
限
度
額
と
す
る
（
限
度
額
を
超
え
て
支
出
す
る
場
合
、
そ
の
超
過
額
は
団
体
の
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
）
 

  
※
限
度
額
を
超
え
て
謝
金
を
支
出
す
る
場
合
の
例
 

 
 
 
講
演
会
講
師
に
対
し
、
謝
金
を
支
払
う
場
合
 

 
 
 
（
団
体
支
給
規
定
の
講
師
謝
金
１
０
，
０
０
０
円
、
講
演
時
間
２
時
間
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１
０
，
０
０
０
円
 
×
  

 
２
時
間
 
 
＝
 ２

０
，
０
０
０
円
（
謝
金
支
給
額
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７
，
２
０
０
円
 
×
  

 
２
時
間
 
 
＝
 １

４
，
４
０
０
円
（
助
成
対
象
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２
０
，
０
０
０
円
 
－
 １

４
，
４
０
０
円
＝
  

５
，
６
０
０
円
（
団
体
の
自
己
負
担
）
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助
成
対
象
経
費
 

 

 
助
成
の
対
象
と
な
る
経
費
の
例
 

 

 
留
意
点
な
ど
 

 

所
                       費
 

借
 
料
 

損
 
料
 

助
成
事
業
に
か
か
る
物
品
の
借
上
げ
料
 

（
例
）
 

・
バ
ス
、
レ
ン
タ
カ
ー
、
駐
車
場
代
 

・
パ
ソ
コ
ン
、
プ
リ
ン
タ
ー
、
ス
ク
リ
ー
ン
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
 

・
コ
ピ
ー
機
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
携
帯
電
話
 

 
・
取
引
業
者
の
選
定
な
ど
に
つ
い
て
、
社
会
的
に
誤
解
を
持
た
 

 
 
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
複
数
業
者
の
見
積
も
り
で
価
格
比
 

 
 
較
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

 
・
予
定
借
料
が
１
０
０
万
円
以
上
の
場
合
は
、
競
争
に
よ
り
選
定
 

し
て
く
だ
さ
い
。
 

会
 
場
 

借
 
料
 

外
部
で
行
う
委
員
会
、
研
修
会
等
の
会
場
使
用
料

（
音
響
設
備
・
機
材
等
の
使
用
料
等
を
含
む
）
 

 
・
会
場
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
複
数
の
候
補
の
中
か
ら
、
助
 

 
 
成
事
業
の
実
施
に
最
も
適
し
て
お
り
、
か
つ
、
使
用
料
も
妥
 

 
 
当
で
あ
る
会
場
を
選
定
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

家
 
賃
 

 
助
成
事
業
専
用
の
た
め
の
家
賃
 

 
・
家
屋
等
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
複
数
の
候
補
の
中
か
ら
、
 

 
 
助
成
事
業
の
実
施
に
最
も
適
し
て
お
り
、
か
つ
、
使
用
料
も
 

 
 
妥
当
で
あ
る
家
屋
等
を
選
定
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 
・
賃
貸
契
約
書
で
定
め
ら
れ
た
額
を
対
象
と
し
ま
す
。
 

【
対
象
と
な
ら
な
い
経
費
の
例
】
 

 
・
団
体
事
務
所
の
家
賃
 

 
・
礼
金
ま
た
は
敷
金
等
の
預
か
り
金
 

 
・
火
災
保
険
料
 

備
 
品
 

購
入
費
 

助
成
事
業
の
み
に
使
用
す
る
備
品
購
入
経
費
 

 
 
※
今
後
の
復
興
関
連
予
算
に
関
す
る
基
本
的
な
考

え
方
（
平
成
24
年
11
月
27
日
復
興
推
進
会
議
決

定
）
を
踏
ま
え
、
備
品
購
入
費
に
つ
い
て
は
東

日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
３
県
（
岩
手
県
、
宮

城
県
、
福
島
県
）
に
限
る
こ
と
と
し
ま
す
。
 

 
・
取
引
業
者
の
選
定
な
ど
に
つ
い
て
、
社
会
的
に
誤
解
を
持
た
 

 
 
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
複
数
業
者
の
見
積
も
り
で
価
格
比
 

較
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

 
・
単
価
３
０
万
円
以
上
の
備
品
購
入
に
つ
い
て
は
、
賃
借
が
可
 

 
 
能
な
場
合
は
原
則
と
し
て
賃
借
に
よ
る
こ
と
と
し
ま
す
。
た
 

だ
し
賃
借
が
不
可
能
な
場
合
、
ま
た
は
購
入
し
た
場
合
と
助
 

成
実
施
期
間
内
で
賃
借
し
た
場
合
と
を
比
較
し
て
、
購
入
し
 

た
場
合
の
方
が
安
価
な
場
合
等
は
、
そ
の
備
品
の
必
要
性
及
 

び
賃
借
で
対
応
で
き
な
い
理
由
を
「
備
品
購
入
理
由
書
」
に
 

記
入
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 
・
な
お
、
賃
借
が
不
可
能
な
場
合
で
、
予
定
価
格
が
１
０
０
万
円
 

以
上
の
場
合
は
、
競
争
に
よ
り
選
定
し
て
く
だ
さ
い
。
 

【
対
象
と
な
ら
な
い
経
費
の
例
】
 

・
助
成
事
業
に
か
か
る
使
用
頻
度
が
低
い
も
の
 

 
・
事
業
内
容
に
照
ら
し
て
不
適
切
ま
た
は
著
し
く
高
額
で
あ
る
 

物
品
の
購
入
経
費
 

 
・
社
会
福
祉
法
人
等
の
実
施
す
る
社
会
福
祉
事
業
の
備
品
と
明
確
 

に
区
分
出
来
な
い
備
品
 

消
 
耗
 

品
 
費
 

助
成
事
業
に
か
か
る
用
紙
購
入
、
封
筒
購
入
等
に
必

要
な
経
費
 

（
例
）
 

・
コ
ピ
ー
用
紙
 

・
封
筒
 

・
文
房
具
 

 
・
取
引
業
者
の
選
定
な
ど
に
つ
い
て
、
社
会
的
に
誤
解
を
持
た
 

 
 
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 
・
ま
た
、
大
量
購
入
す
る
な
ど
の
場
合
、
複
数
業
者
の
見
積
も
 

 
 
り
で
価
格
比
較
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

 
・
団
体
に
備
品
と
消
耗
品
の
区
分
基
準
が
な
い
場
合
は
、
単
価
 

が
１
０
万
円
未
満
の
も
の
を
消
耗
品
と
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 
助
成
対
象
経
費
 

 

 
助
成
の
対
象
と
な
る
経
費
の
例
 

 

 
留
意
点
な
ど
 

 

旅
 
 
費
 

個
人
に
現
金
支
給
す
る
助
成
事
業
実
施
に
必
要
な

移
動
経
費
及
び
宿
泊
費
 

 ・
謝
金
の
例
①
～
⑥
に
必
要
な
旅
費
 

 ・
そ
の
他
事
業
実
施
に
必
要
な
旅
費
 

（
費
目
の
例
）
 

・
事
務
局
旅
費
 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
旅
費
 

・
ガ
ソ
リ
ン
代
弁
償
費
 

・
高
速
料
金
代
弁
償
費
 

 
 

 
・
団
体
が
定
め
る
支
給
規
程
（
基
準
）
と
下
記
の
【
基
準
限
度
 

額
】
を
比
較
し
て
低
い
額
を
限
度
額
と
し
ま
す
（
限
度
額
を
超
 

え
て
支
出
す
る
場
合
、
そ
の
超
過
額
は
団
体
の
自
己
負
担
と
な
 

り
ま
す
）。

 
  
・
交
通
費
を
一
律
支
給
す
る
場
合
は
、「

目
的
地
ま
で
の
合
理
的
な
 

 
 
経
路
で
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
場
合
の
実
費
相
当
額
」
と
 

 
 
比
較
し
て
、
安
価
な
方
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。
 

【
対
象
と
な
ら
な
い
経
費
の
例
】
 

 
・
電
車
の
グ
リ
ー
ン
料
金
、
航
空
機
等
の
特
別
料
金
 

 
・
宿
泊
に
伴
う
食
事
代
、
電
話
代
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代
 

 
・
通
勤
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
る
区
間
の
旅
費
 

 
・
自
ら
主
催
す
る
助
成
事
業
（
イ
ベ
ン
ト
）
の
一
般
参
加
者
旅
費
 

 
・
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
に
よ
る
支
給
 

 
・
講
師
等
来
賓
者
の
タ
ク
シ
ー
代
 

 
・
形
式
的
な
訪
問
や
単
な
る
打
合
せ
等
に
か
か
る
旅
費
 

 （
参
考
）
 

タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
を
認
め
る
場
合
 

 
・
目
的
地
ま
で
公
共
交
通
機
関
が
な
い
 

 
・
複
数
人
数
で
利
用
し
た
ほ
う
が
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
よ
 

 
 
り
も
廉
価
 

 
・
公
共
交
通
機
関
で
の
移
動
が
困
難
な
方
の
利
用
 

【
基
準
限
度
額
】
 

  
・
交
通
費
 
 
 
 
 
目
的
地
ま
で
合
理
的
な
経
路
で
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
場
合
の
実
費
額
 

 
・
宿
泊
費
 
 
 
 
 
１
泊
に
つ
き
 
 
 
１
３
，
１
０
０
円
 

 
・
日
当
 
 
 
 
 
 
１
日
に
つ
き
 
 
 
 
２
，
６
０
０
円
 

（
日
当
は
、
団
体
の
支
給
規
定
（
基
準
）
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
場
合
は
対
象
と
な
ら
な
い
）
 

 ※
団
体
が
定
め
る
支
給
規
程
（
基
準
）
と
上
記
の
 
【
基
準
限
度
額
】
を
比
較
し
て
低
い
額
を
限
度
額
と
す
る
 

（
限
度
額
を
超
え
て
支
出
す
る
場
合
、
そ
の
超
過
額
は
団
体
の
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
）
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助
成
対
象
経
費
 

 

 
助
成
の
対
象
と
な
る
経
費
の
例
 

 

 
留
意
点
な
ど
 

 

所
                      

 費
 

委
託
費
 

事
業
の
一
部
を
外
部
に
発
注
す
る
経
費
 

 （
例
）
 

・
調
査
、
集
計
、
分
析
等
 

 ・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
を
イ
ベ
ン
ト
会
社
に
依
頼
す
る

経
費
 

 ・
Ｃ
Ｄ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
の
制
作

経
費
 

 ・
報
告
書
等
の
助
成
事
業
の
成
果
物
を
公
表
す
る
た

め
の
コ
ン
テ
ン
ツ
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
制
作
経
費
 

 
・
総
事
業
費
に
対
す
る
外
部
委
託
の
割
合
が
５
０
％
以
上
の
 

場
合
、
助
成
事
業
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
 

  
・
取
引
業
者
の
選
定
な
ど
に
つ
い
て
、
社
会
的
に
誤
解
を
持
た
 

 
 
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
複
数
業
者
の
見
積
も
り
で
価
格
比
 

較
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

 
・
予
定
価
格
が
１
０
０
万
円
以
上
の
場
合
は
、
競
争
に
よ
り
選
定
 

し
て
く
だ
さ
い
。
 

 
・
委
託
費
を
支
出
す
る
場
合
は
、
業
務
委
託
契
約
書
を
締
結
 

し
、
契
約
金
額
内
訳
書
を
作
成
し
、
保
管
し
て
く
だ
さ
い
 

 
・
助
成
決
定
後
に
委
託
内
容
・
委
託
額
が
大
き
く
変
更
に
な
る
 

 
 
場
合
は
、
事
前
に
機
構
の
承
認
が
必
要
で
す
。
 

 
（
機
構
に
相
談
な
く
変
更
し
た
場
合
は
、
助
成
金
を
返
還
し
て
 

 
 
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
）
 

【
対
象
と
な
ら
な
い
経
費
の
例
】
 

 
・
事
業
の
主
体
的
な
部
分
（
企
画
・
立
案
）
の
外
部
委
託
 

 
・
個
人
と
の
委
託
契
約
 

 
・
委
託
先
が
再
委
託
す
る
も
の
 

 
・
団
体
運
営
に
か
か
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
製
作
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
 

 
 
ル
費
用
 

保
険
料
 

助
成
事
業
の
た
め
だ
け
に
加
入
す
る
賠
償
責
任
保

険
料
や
傷
害
保
険
料
 

（
例
）
 

 
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
 

 
・
保
険
契
約
期
間
は
助
成
期
間
内
と
し
て
く
だ
さ
い
。
 

食
材
費
 

食
事
の
提
供
や
調
理
を
行
う
こ
と
が
事
業
と
な
っ

て
い
る
場
合
の
食
品
材
料
費
 

（
例
）
 

・
食
育
事
業
食
材
費
 

・
料
理
実
習
食
材
費
 

 
・
取
引
業
者
の
選
定
な
ど
に
つ
い
て
、
社
会
的
に
誤
解
を
持
た
 

 
 
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 
・
ま
た
、
大
量
購
入
す
る
な
ど
の
場
合
、
複
数
業
者
の
見
積
も
 

 
 
り
で
価
格
比
較
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

雑
 
役
 

務
 
費
 

専
門
機
関
な
ど
に
依
頼
す
る
経
費
（
諸
謝
金
、
賃
金

及
び
委
託
費
で
対
応
す
る
場
合
を
除
く
）
 

 
（
例
）
 

 
・
手
話
通
訳
、
要
約
筆
記
 

・
翻
訳
 

・
預
り
保
育
（
託
児
）
 

・
議
事
録
の
作
成
（
テ
ー
プ
起
こ
し
）
 

・
振
込
手
数
料
 

・
専
用
口
座
開
設
に
か
か
る
諸
経
費
 

 
・
助
成
事
業
の
実
施
に
あ
た
り
専
門
機
関
な
ど
に
依
頼
す
る
必
 

 
 
要
が
あ
る
経
費
で
あ
っ
て
、
諸
謝
金
、
賃
金
及
び
委
託
費
で
 

 
 
対
応
で
き
な
い
経
費
を
計
上
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 燃
料
費
 

助
成
事
業
の
実
施
に
必
要
な
ガ
ソ
リ
ン
代
等
 

 
・
個
人
に
現
金
支
給
す
る
場
合
は
「
旅
費
」
と
し
て
計
上
し
 

て
く
だ
さ
い
 

所   

費 

 光
 
燃
 

 水
 
費
 

助
成
事
業
専
用
建
物
の
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
代
 

 
・
光
熱
水
費
は
助
成
事
業
に
か
か
る
使
用
額
が
、
請
求
明
細
 

等
で
分
離
明
示
可
能
な
も
の
を
対
象
と
し
ま
す
。
 

 
・
会
場
使
用
に
伴
う
光
熱
水
費
は
「
会
場
借
料
」
に
計
上
し
 

て
く
だ
さ
い
。
 

 
助
成
対
象
経
費
 

 

 
助
成
の
対
象
と
な
る
経
費
の
例
 

 

 
留
意
点
な
ど
 

 

所
                       

費
 

印
 
刷
 

製
本
費
 

 

・
ち
ら
し
、
ポ
ス
タ
ー
、
報
告
書
、
調
査
表
等
の
 

印
刷
に
か
か
る
経
費
 

 ・
助
成
事
業
の
実
施
に
要
し
た
コ
ピ
ー
代
 

（
注
）
対
象
と
な
る
コ
ピ
ー
代
は
次
の
と
お
り
 

・
外
部
で
コ
ピ
ー
を
行
い
、
領
収
証
が
発
行
さ
れ

る
場
合
 

・
コ
ピ
ー
カ
ー
ド
、
利
用
番
号
等
に
よ
り
 
使
用

額
が
区
分
可
能
で
あ
り
、
請
求
書
等
で
助
成
事

業
専
用
の
経
費
で
あ
る
こ
と
が
証
明
で
き
る

場
合
 

 
・
取
引
業
者
の
選
定
な
ど
に
つ
い
て
、
社
会
的
に
誤
解
を
持
た
 

 
 
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
複
数
業
者
の
見
積
も
り
で
価
格
比
 

較
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

 
・
予
定
価
格
が
２
５
０
万
円
以
上
の
場
合
は
、
競
争
に
よ
り
選
定
 

し
て
く
だ
さ
い
。
 

【
対
象
と
な
ら
な
い
経
費
の
例
】
 

 
・
団
体
の
定
期
的
な
刊
行
物
や
団
体
の
広
報
誌
 

（
定
期
的
で
あ
る
と
誤
解
が
生
じ
る
よ
う
な
『
○
号
』
･ 

 
『
No
.○

』
･『

Vo
l.
○
』
等
の
表
記
は
し
な
い
で
く
だ
さ
 

い
）
 

 
・
助
成
事
業
に
お
い
て
利
用
し
な
い
過
去
の
制
作
物
に
か
か
る
 

印
刷
費
 

 
・
助
成
表
示
の
な
い
印
刷
物
（
助
成
事
業
で
重
要
な
役
割
を
果
 

た
し
て
い
て
も
助
成
表
示
が
な
い
場
合
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
 

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）
 

通
 
信
 

運
搬
費
 

郵
送
、
通
信
に
か
か
る
経
費
 

（
例
）
 

・
ち
ら
し
、
ポ
ス
タ
ー
、
報
告
書
等
の
郵
送
料
 

・
委
員
、
参
加
者
と
の
連
絡
に
か
か
る
郵
送
料
 

・
助
成
事
業
専
用
と
し
て
使
用
す
る
電
話
、
携
帯
電

話
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
通
信
料
 

・
助
成
事
業
専
用
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
料
 

 
・
通
信
料
等
は
専
用
回
線
な
ど
助
成
事
業
に
か
か
る
使
用
額
 

が
、
請
求
明
細
等
で
分
離
明
示
可
能
な
も
の
を
対
象
と
し
ま
 

す
。
 

【
対
象
と
な
ら
な
い
経
費
の
例
】
 

 
・
電
話
設
置
時
の
加
入
権
 

会
議
費
 

・
外
部
関
係
者
が
関
係
す
る
会
議
又
は
イ
ベ
ン
ト
等

の
際
の
簡
素
な
茶
菓
代
の
購
入
に
要
す
る
経
費
 

 ・
外
部
関
係
者
が
関
係
す
る
会
議
又
は
イ
ベ
ン
ト
等

で
、
1
日
通
し
で
行
う
場
合
で
あ
っ
て
、
か
つ
昼
食

の
時
間
帯
も
行
わ
な
け
れ
ば
終
了
し
な
い
こ
と
が

明
ら
か
な
場
合
に
提
供
す
る
弁
当
代
 

【
対
象
と
な
ら
な
い
経
費
の
例
】
 

 
・
個
人
へ
の
現
金
支
給
 

 
・
団
体
内
部
の
打
ち
合
わ
せ
の
際
の
茶
菓
代
や
弁
当
代
 

 
・
飲
食
店
内
で
の
会
食
 

 
・
ア
ル
コ
ー
ル
代
 

 
・
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
に
対
す
る
茶
菓
・
弁
当
代
（
参
加
費
収
入
 

や
自
己
負
担
で
対
応
し
て
く
だ
さ
い
）
 

【
基
準
限
度
額
】
 

 
・
茶
菓
代
 
 
１
人
１
回
（
日
）
に
つ
き
  

 
 
５
０
０
円
 

 
・
弁
当
 
 
 
１
人
１
回
（
日
）
に
つ
き
 
 １

，
０
０
０
円
 

  
※
基
準
限
度
額
を
超
え
て
支
出
す
る
場
合
、
そ
の
超
過
額
は
団
体
の
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
 

賃
 
金
 

助
成
事
業
に
必
要
な
資
料
整
理
等
（
経
理
事
務
を
行

う
者
を
含
む
。）

を
行
う
者
を
日
々
雇
用
す
る
経
費
 

 
（
例
）
 

 
・
ア
ル
バ
イ
ト
賃
金
 

 

 
・
団
体
が
定
め
る
支
給
規
程
（
基
準
）
と
下
記
の
【
基
準
限
度
 

 
 
額
】
を
比
較
し
て
低
い
額
を
限
度
額
と
し
ま
す
（
限
度
額
を
 

 
 
超
え
て
支
出
す
る
場
合
、
そ
の
超
過
額
は
団
体
の
自
己
負
担
 

と
な
り
ま
す
）。

 
 
・
一
定
条
件
で
一
定
期
間
の
賃
金
契
約
が
な
い
場
合
は
「
謝
 

金
」
で
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 
・
賃
金
契
約
書
、
賃
金
台
帳
、
出
勤
簿
、
業
務
日
誌
、
領
収
書
 

 
 
等
を
整
備
し
て
く
だ
さ
い
。
 

【
対
象
と
な
ら
な
い
経
費
の
例
】
 

 
・
恒
常
的
な
「
人
件
費
」
に
該
当
す
る
よ
う
な
賃
金
 

 
・
団
体
の
役
員
、
雇
用
契
約
の
あ
る
職
員
（
ス
タ
ッ
フ
）
に
対
 

す
る
賃
金
 

【
基
準
限
度
額
】
 

 
・
賃
金
 
 
日
給
（
１
日
（
８
時
間
）
に
つ
き
）
 
 
 
８
，
３
０
０
円
 

時
給
（
１
時
間
に
つ
き
）
 
 
１
，
０
３
０
円
 

 
・
通
勤
費
（
交
通
費
）
 
就
業
地
ま
で
合
理
的
な
経
路
で
の
交
通
費
実
費
 

 
※
団
体
が
定
め
る
支
給
規
程
（
基
準
）
と
上
記
の
【
基
準
限
度
額
】
を
比
較
し
て
低
い
額
を
限
度
額
と
す
る
 

（
限
度
額
を
超
え
て
支
出
す
る
場
合
、
そ
の
超
過
額
は
団
体
の
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
）
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助
成
対
象
経
費
 

 

 
助
成
の
対
象
と
な
る
経
費
の
例
 

 

 
留
意
点
な
ど
 

 

【
対
象
と
な
ら
な
い
経
費
の
例
】
 

 
・
団
体
事
務
所
の
光
熱
水
費
 

 
 
（
助
成
事
業
専
用
建
物
を
兼
ね
る
団
体
事
務
所
を
含
む
）
 

  ※
 選

定
結
果
（
内
定
）
通
知
日
以
降
か
ら
開
始
し
、
平
成
２
５
年
３
月
３
１
日
ま
で
の
期
間
内
に
支
払
っ
た
経
費
を
助
成
対
象
と
 

し
ま
す
。
 

※
 表

中
に
記
載
さ
れ
て
い
る
金
額
は
、
す
べ
て
税
込
の
金
額
と
な
り
ま
す
。
 

※
 他

の
事
業
と
共
用
の
経
費
で
あ
っ
て
、
領
収
書
を
分
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
経
費
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
 

※
 費

用
対
効
果
を
意
識
し
、
諸
謝
金
や
備
品
購
入
費
な
ど
特
定
の
経
費
項
目
が
突
出
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
各
経
費
項
目
の
経
費
配
分
バ
ラ

ン
ス
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

※
 助

成
事
業
に
係
る
帳
簿
類
、
領
収
書
、
契
約
書
、
専
用
口
座
の
通
帳
な
ど
の
証
拠
書
類
は
、
事
業
完
了
後
５
年
間
保
管
義
務
が
あ
り
ま
す
。 

※
 そ

の
他
不
明
の
点
は
、
事
前
に
機
構
へ
ご
照
会
く
だ
さ
い
。
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平
成

2
5
年
度
社
会
福
祉
振
興
助
成
事
業
 
募
集
要
領
（
抜
粋
）
 

募
集
要
領
の
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
部
分
に
言
及
し
て

い
る
「
実
績
報
告
書
」
の
記
載
部
分
 

 ７
．
応
募
手
続
き
等
 

（
１
）
～
（
２
）
 
（
略
）
 

（
３

）
助

成
金

要
望

書
及

び
関

係
書

類
の

各
様

式
は

、
機

構
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

（
h
t
t
p:
/
/
hp
.
w
am
.
g
o.
j
p
/）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。 

（
４
）
～
（
５
）
 
（
略
）
 

  ８
．
応
募
期
間
 

 
 
応
募
期
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

 
 
平
成
２
５
年
３
月
２
５
日
か
ら
平
成
２
５
年
４
月
２
２
日
ま
で
（
必
着
）
 

 
 
※
締
切
り
後
の
受
付
は
一
切
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

 ９
．
選
定
方
法
及
び
そ
の
結
果
 

（
１

）
助

成
対

象
事

業
の

選
定

は
、

機
構

が
設

置
す

る
外
部

有
識

者
か

ら
な

る
社
会

福
祉

振
興

助
成

事
業

審
査

・
評

価
委

員
会

で
、

平
成

２
５

年
度

助
成

事
業

に
関

す
る

選
定

方
針

を
策

定
の

う
え

審
査

し
、

同
委

員
会

の
審

議
を

経
て

決
定

し
ま

す
。
 

（
２
）
選
定
結
果
に
つ
い
て
は
、
平
成
２
５
年
６
月
上
旬
を
目
途
に
文
書
を
も
っ
て
、

そ
の

採
否

を
お

知
ら

せ
す

る
と

と
も

に
、

採
択

し
た

事
業

に
つ

い
て

は
、

平
成

２
４
年
６
月
下
旬
を
目
途
に
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
開
し
ま
す
。
 

（
３
）
～
（
４
）
 
（
略
）
 

 1
0
．
留
意
事
項
 

（
略
）
 

 1
1
．
問
合
せ
及
び
送
付
先
 

（
略
）
 

 

    各
種
提
出
書
類
の
電
子
化
等
（
＃
５
７
）
 

 （
・
さ
ら
な
る
様
式
の
見
直
し
。
 

・
応
募
書
類
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
電
子
 

フ
ァ
イ
ル
化
に
よ
る
エ
ラ
ー
表
示
）
 

       助
成
事
業
の
審
査
・
採
択
（
＃
５
４
）
 

 （
選
定
方
針
の
策
定
）
 

平
成

2
5
年
度
社
会
福
祉
振
興
助
成
事
業
（
災
害
福
祉
広
域
支
援
事
業
を
除
く
）
募
集
要
領
 

平
成

2
5
年
度
社
会
福
祉
振
興
助
成
事
業
 
募
集
要
領
（
抜
粋
）
 

募
集
要
領
の
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
部
分
に
言
及
し
て

い
る
「
実
績
報
告
書
」
の
記
載
部
分
 

 １
．
助
成
の
目
的
 

 
 

政
策

動
向

や
国

民
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

、
民

間
の

創
意
工

夫
あ

る
活

動
や

地
域
に

密
着

し
た

き
め

細
か

な
活

動
等

に
対

し
助

成
を

行
い

、
高
齢

者
・

障
害

者
が

自
立

し
た

生
活

を
送

れ
る

よ
う

、
ま

た
、

子
ど

も
た

ち
が

健
や
か

に
安

心
し

て
成

長
で

き
る
よ
う
必
要
な
支
援
等
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。
 

 ２
．
助
成
対
象
者
 

（
略
）
 

 ３
．
助
成
対
象
事
業
 

助
成
の
対
象
と
な
る
事
業
は
、
次
の
と
お
り
と
し
ま
す
。
（
別
紙
１
・
２
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。
）
 

な
お
、
今
回
の
募
集
に
お
い
て
は
、（

１
）
か
ら
（
４
）
の
事
業
で
あ
っ
て
、「

選

定
方
針
（
別
添
参
照
）」

の
「
３
．
採
点
基
準
」
の
（
４
）
に
該
当
す
る
事
業
に
重

点
を
置
い
て
採
択
し
ま
す
。
 

（
１
）
福
祉
活
動
支
援
事
業
 

 
 
 
個
々
の
団
体
が
実
施
す
る
社
会
福
祉
の
振
興
に
資
す
る
創
意
工
夫
あ
る
事
業
 

（
２
）
地
域
連
携
活
動
支
援
事
業
 

 
 

 
地

域
の

多
様

な
社

会
資

源
を

活
用

し
、

複
数

の
団
体

が
連

携
や

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
化

を
図

り
、

社
会

福
祉

諸
制

度
の

対
象

外
の

ニ
ー

ズ
そ

の
他

地
域

の
様

々
な

福
祉
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
地
域
に
密
着
し
た
事
業
 

（
３
）
全
国
的
・
広
域
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
支
援
事
業
 

 
 

 
全

国
又

は
広

域
的

な
普

及
・

充
実

等
を

図
る

た
め
、

複
数

の
団

体
が

連
携
や

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化
を

図
り

、
相

互
に

ノ
ウ

ハ
ウ

を
共

有
し

、
社

会
福

祉
の

振
興

に
資

す
る

創
意

工
夫

あ
る

事
業

又
は

社
会

福
祉

施
策

等
を

補
完

若
し

く
は

充
実

さ
せ
る
事
業
 

（
４
）
社
会
参
加
促
進
活
動
支
援
事
業
 

 
 

 
個

々
の

団
体

が
実

施
す

る
高

齢
者

・
障

害
者

等
の
日

常
生

活
の

便
宜

若
し
く

は
社
会
参
加
を
促
進
す
る
事
業
 

 ４
．
助
成
の
要
件
等
 

（
略
）
 

 ５
．
助
成
金
等
 

（
１
）
助
成
金
額
 

助
成
対
象
事
業
毎
の
助
成
金
額
は
、
次
の
と
お
り
と
し
ま
す
。
 

 
ア
 福

祉
活
動
支
援
事
業
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５
０
万
円
～
３
０
０
万
円
 

 
イ
 地

域
連
携
活
動
支
援
事
業
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５
０
万
円
～
７
０
０
万
円
 

 
ウ
 全

国
的
・
広
域
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
支
援
事
業
 ５

０
万
円
以
上
 

エ
 
社
会
参
加
促
進
活
動
支
援
事
業
 
 
 
 
 
 
 
 
５
０
万
円
以
上
 

 
 

 
な

お
、
「

東
日

本
大

震
災

で
被

災
さ

れ
た

方
等

を
支

援
す

る
事

業
」
、
「

高
齢

者
な

ど
の

孤
立

防
止

・
認

知
症

対
策

」
、
「

児
童

虐
待

防
止
」

及
び

「
貧

困
・

格

差
対

策
」

に
関

す
る

事
業

を
行

う
場

合
に

あ
っ

て
は

、
独

立
行

政
法

人
福

祉
医

療
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。）

と
助
成
限
度
額
に
つ
い
て
協
議
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
 

（
２
）
～
（
４
）
 
（
略
）
 

 ６
．
助
成
対
象
と
な
る
事
業
の
実
施
期
間
 

選
定

結
果

（
内

定
）

通
知

日
以

降
か

ら
平

成
２

６
年

３
月

３
１

日
ま

で
と

し
ま

す
。
 

 

             募
集
要
領
等
の
策
定
・
公
表
（
＃
５
３
）
 

 別
紙
１
・
２
 

 
→
（
政
策
動
向
や
国
民
ニ
ー
ズ
、
平
成

2
3

年
度

分
助

成
事

業
の

事
後

評
価

の
結
果
及
び
平
成

2
4
年
度
分
助
成
事

業
の
実
施
状
況
を
踏
ま
え
て
、
助
成

対
象
事
業
や
助
成
対
象
テ
ー
マ
、
重

点
的

に
支

援
す

る
事

業
に

つ
い

て
見
直
し
）
 

                                         

- 100 -



別
紙
２
 

 社
会
参
加
促
進
活
動
支
援
事
業
 

１
 
全
国
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
振
興
に
関
す
る
事
業
 

 (
１
)
 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
情
報
交
換
や
相
互
交
流
等
の
機
会
を
通
じ
て
、
全
国
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
振
興
を
図
る

事
業
 

 ２
 
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
を
支
援
す
る
事
業
 

 (
２
)
 
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
育
成
・
強
化
に
関
す
る
事
業
 

(
３
)
 
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
障
害
者
の
社
会
参
加
等
を
促
進
す
る
事
業
 

 ３
 
高
齢
者
の
日
常
生
活
、
社
会
参
加
等
を
支
援
す
る
事
業
 

 (
４
)
 
全
国
的
な
高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
活
動
の
振
興
を
図
る
事
業
 

(
５
)
 
高
齢
者
の
日
常
生
活
の
支
援
や
介
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
各
種
福
祉
用
具
の
改
良
開
発
事
業
 

  
 
※
社
会

参
加
促

進
活
動

支
援
事

業
は
、

(１
)～

(５
)に

該
当
す

る
事
業

で
あ
る

こ
と
。
 

  

別
紙
１
 

 福
祉
活
動
支
援
事
業
、
地
域
連
携
活
動
支
援
事
業
、
全
国
的
・
広
域
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
支
援
事
業
 

１
 
高
齢
者
や
障
害
児
・
者
な
ど
が
地
域
で
普
通
の
暮
ら
し
を
す
る
こ
と
を
支
援
す
る
事
業
 

 (
１
)
 
配
食
や
買
い
物
、
移
動
支
援
、
見
守
り
、
居
場
所
づ
く
り
、
心
の
ケ
ア
な
ど
に
よ
り
、
高
齢
者
・
障
害
者
な
ど
の
社
会

か
ら
の
孤
立
を
防
止
す
る
事
業
 
 
  

(
２
)
 
障
害
の
特
性
に
応
じ
た
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
の
支
援
に
関
す
る
事
業
  

(
３
)
 
高
齢
者
・
障
害
者
の
特
性
に
応
じ
た
就
労
支
援
に
関
す
る
事
業
 

(
４
)
 
虐
待
や
消
費
者
被
害
の
防
止
、
成
年
後
見
等
高
齢
者
・
障
害
者
の
権
利
擁
護
に
関
す
る
事
業
 

(
５
)
 
病
院
や
施
設
を
退
院
・
退
所
す
る
高
齢
者
や
障
害
者
の
在
宅
・
地
域
移
行
支
援
事
業
 

(
６
)
 
成
育
過
程
に
お
い
て
支
援
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
発
達
障
害
者
（
成
人
）
に
対
す
る
支
援
事
業
 

(
７
)
 
引
き
こ
も
り
青
年
や
軽
度
の
発
達
障
害
者
等
の
自
立
生
活
に
向
け
た
就
労
前
の
支
援
に
関
す
る
事
業
 

(
８
)
 
認
知
症
（
若
年
性
認
知
症
を
含
む
）
の
者
と
家
族
の
支
援
に
関
す
る
事
業
 

(
９
)
 
難
病
や
終
末
期
医
療
等
の
重
度
な
状
態
に
あ
る
者
と
そ
の
家
族
の
支
援
に
関
す
る
事
業
 

(
1
0
)
 
た
ん
の
吸
引
等
医
療
的
ケ
ア
の
必
要
な
障
害
児
・
者
と
そ
の
家
族
の
支
援
に
関
す
る
事
業
 

 ２
 
地
域
や
家
庭
に
お
け
る
子
ど
も
・
子
育
て
に
関
す
る
事
業
 

 (
1
1
)
 
安
心
・
安
全
な
子
育
て
の
環
境
づ
く
り
を
支
援
す
る
事
業
 

(
1
2
)
 
児
童
虐
待
・
Ｄ
Ｖ
等
の
防
止
、
保
護
・
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
・
家
庭
を
支
援
す
る
事
業
 

(
1
3
)
 
虐
待
・
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
緊
急
避
難
施
設
（
シ
ェ
ル
タ
ー
）
運
営
事
業
 

(
1
4
)
 
児
童
虐
待
防
止
に
向
け
た
親
支
援
に
関
す
る
事
業
 

(
1
5
)
 
病
院
・
児
童
養
護
施
設
等
を
退
院
・
退
所
し
た
子
ど
も
へ
の
支
援
に
関
す
る
事
業
 

 ３
 
貧
困
・
格
差
対
策
等
社
会
的
支
援
（
福
祉
的
支
援
）
を
行
う
事
業
 

 (
1
6
)
 
生
活
保
護
に
至
る
前
の
生
活
困
窮
者
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
包
括
的
・
継
続
的
な
支
援
を
行
う
事
業
 

(
1
7
)
 
ホ
ー
ム
レ
ス
等
の
緊
急
避
難
施
設
（
シ
ェ
ル
タ
ー
）
運
営
事
業
 

(
1
8
)
 
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
債
務
整
理
や
家
計
再
建
に
向
け
た
指
導
や
自
立
後
の
生
活
指
導
等
に
関
す
る
事
業
 

(
1
9
)
 
生
活
困
窮
に
陥
っ
た
若
者
の
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
多
様
な
就
労
支
援
、
自
立
生
活
の
支
援
に
関
す
る
事
業
 

(
2
0
)
 
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
生
活
困
窮
世
帯
の
養
育
相
談
や
子
ど
も
の
学
習
支
援
に
関
す
る
事
業
 

(
2
1
)
 
薬
物
・
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
者
へ
の
社
会
復
帰
支
援
事
業
 

(
2
2
)
 
生
活
困
窮
者
や
貧
困
世
帯
へ
の
福
祉
的
支
援
に
携
わ
る
人
材
の
確
保
・
育
成
等
に
関
す
る
事
業
 

 ４
 
福
祉
・
介
護
従
事
者
の
確
保
・
育
成
に
関
す
る
事
業
 

 (
2
3
)
 
福
祉
・
介
護
従
事
者
の
資
質
の
向
上
、
定
着
支
援
及
び
福
祉
・
介
護
分
野
へ
の
人
材
の
参
入
促
進
等
に
関
す
る
事
業
 

 ※
福
祉

活
動

支
援

事
業

、
地

域
連

携
活

動
支

援
事

業
及

び
全

国
的

・
広

域
的

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

活
動

支
援

事
業

は
、

(
１

)～
(2
)に

該
当

す
る

事
業
で

あ
る
こ

と
。
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平成２４年度 社会福祉振興助成事業審査・評価委員会 委員名簿 
 
 

 氏 名 所 属 

 
委員長 

潮 谷 義 子 
日本社会事業大学 理事長（前熊本県知事） 

 生 田 正 幸 関西学院大学人間福祉学部 教授 

 市 川 宏 伸 東京都立小児総合医療センター 医師 

 大 塚   晃 上智大学総合人間科学部社会福祉学科 教授 

 小 澤   温 筑波大学大学院人間総合科学研究科 教授 

 押 淵   徹 国民健康保険平戸市民病院 病院長 

 加 藤 曜 子 流通科学大学サービス産業学部 教授 

 川 越 博 美 医療法人社団パリアン 看護部長 

 川 村 匡 由 武蔵野大学大学院人間社会・文化研究科 教授 

 熊 坂 義 裕 医療法人双熊会 理事長（前宮古市長） 

 汐 見 稔 幸 白梅学園大学 教授・学長 

 鈴 木 眞理子 埼玉県立大学保健医療福祉学部 教授 

 武 川 正 吾 東京大学大学院人文社会系研究科 教授 

 田 中 信 行 日本体育大学体育学部 教授 

 樽 見 弘 紀 北海学園大学法学部 教授・学部長 

 栃 本 一三郎 上智大学総合人間科学部 教授・学部長 

 野 村 一 路 日本体育大学体育学部 教授 

 浜 村 明 徳 医療法人共和会 小倉リハビリテーション病院 病院長 

 早 瀬   昇 大阪ボランティア協会 常務理事 

 松 原 康 雄 明治学院大学社会学部 教授 

  ※１．全２０名 

  ※２．敬称略、五十音順 
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平
成
２
４
年
度
社
会
福
祉
振
興
助
成
事
業
の
選
定
方
針

 
選
定
方
針
の
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
部
分
に
言
及
し
て

い
る
「
実
績
報
告
書
」
の
記
載
部
分

 

 
 
 
以
下
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
１
点
加
点
で
き
る
も
の
と
す
る
。
 

 
 

①
 

被
災

者
支

援
な

ど
、

過
去

５
年

の
災

害
時

に
お
い

て
福

祉
的

支
援

を
実
施

し
て
い
た
場
合
 

②
 
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
を
整
備
し
て
い
る
場
合
 

 
 
 

４
 
審
査
コ
メ
ン
ト
 

 
 

各
委

員
の

意
見

を
適

切
に

審
査

に
反

映
さ

せ
る

観
点
か

ら
、

委
員

は
、

強
く
採

択
を

見
送

る
べ

き
と

考
え

る
事

業
に

つ
い

て
は

、
そ

の
理
由

を
コ

メ
ン

ト
す

る
も

の
と
す
る
。
 

 
 

ま
た

、
採

択
に

当
た

っ
て

の
条

件
等

が
あ

る
場

合
に
は

、
そ

の
内

容
を

コ
メ
ン

ト
す
る
も
の
と
す
る
。
 

 ５
 
助
成
対
象
事
業
の
選
定
 

上
記

の
結

果
を
踏

ま
え

、
当
委

員
会
の

合
議
に

よ
り

１
都
道

府
県
に

つ
き

１
事

業
を
選
定
す
る
も
の
と
す
る
。
 

 ６
 
そ
の
他
（
委
員
の
遵
守
事
項
）
 

（
１
）
公
平
・
公
正
で
厳
格
な
審
査
を
行
う
べ
き
こ
と
を
常
に
認
識
す
る
こ
と
。
 

（
２

）
審

査
の

公
平

・
公

正
を

確
保

す
る

た
め

、
応

募
団
体

の
運

営
に

関
わ

る
な
ど

利
害

関
係

者
に

該
当

す
る

場
合

は
、

当
該

団
体

の
審

査
に

加
わ

る
こ

と
が

で
き

な
い
こ
と
。
 

 
 

 
ま

た
、

応
募

団
体

の
役

職
員

と
親

密
な

個
人

的
関
係

が
あ

る
な

ど
利

害
関
係

者
に

該
当

す
る

と
自

ら
判

断
し

た
場

合
は

、
当

該
団

体
の

審
査

に
加

わ
ら

な
い

こ
と
。
 

 
 

 
な

お
、

利
害

関
係

者
に

該
当

し
、

審
査

に
加

わ
ら
な

い
場

合
は

、
そ

の
旨
を

コ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
。
 

（
３
）
審
査
を
行
う
際
に
知
り
得
た
情
報
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。
 

 

                助
成
事
業
の
審
査
・
採
択
（
＃
５
４
）
 

                        

 

平
成
２
４
年
度
社
会
福
祉
振
興
助
成
事
業
（
災
害
福
祉
広
域
支
援
事
業
）
の
選
定
方
針

 
 

平
成
２
４
年
度
社
会
福
祉
振
興
助
成
事
業
の
選
定
方
針

 
選
定
方
針
の
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
部
分
に
言
及
し
て

い
る
「
実
績
報
告
書
」
の
記
載
部
分

 

 

平
成
２
４
年
度
社
会
福
祉
振
興
助
成
事
業
の
選
定
方
針
 

 

社
会
福
祉
振
興
助
成
事
業
審
査
・
評
価
委
員
会
 

 

災
害

福
祉

広
域

支
援

事
業

に
係

る
助

成
は

、
東

日
本

大
震
災

に
お

け
る

福
祉

・
介

護
分

野
で

の
人

材
派

遣
の

経
験

、
課

題
等

を
踏

ま
え

、
福
祉

・
介

護
分

野
で

の
全
国

か
ら

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
か

ら
の

人
材

派
遣

等
、

広
域

緊
急
支

援
体

制
構

築
が

必
要
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
都

道
府

県
単

位
で

の
福

祉
支

援
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

本
部

（
協

議
会
形

式
）

を
設

置
し

、
平

時
よ

り
都

道
府

県
内

の
民

間
福

祉
事
業

者
等

と
連

携
を

図
り
な

が
ら

、
災

害
時

の
福

祉
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

を
図
る

こ
と

を
目

的
と

し
て
い

る
。
 

助
成
対
象
事
業
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
上
記
目
的
を
踏
ま
え
、
次
の
基
準
等
に

基
づ
き
行
う
も
の
と
す
る
。
 

 １
 
審
査
の
方
法
 

書
面
審
査
と
す
る
。
た
だ
し
、
必
要
に
応
じ
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
審
査
を
行
う
。
 

 ２
 
審
査
項
目
 

（
１
）
事
業
実
施
体
制
 

①
 
実
施
者
適
性
 

・
法
人
の
設
立
の
趣
旨
、
活
動
実
績
、
実
施
体
制
、
専
門
性
等
、
助
成
対
象

事
業
の
実
施
主
体
と
し
て
相
応
し
い
か
。
 

②
 
連
携
・
協
働
 

・
他
の
団
体
や
関
係
機
関
、
関
係
者
等
と
の
連
携
・
協
働
に
有
効
性
や
実
効

性
が
あ
る
か
。
 

 （
２
）
事
業
の
内
容
等
の
妥
当
性
 

 
 
①
 
事
業
の
内
容
 

 
 
 
 
・
助
成
対
象
事
業
の
必
要
性
が
明
確
で
あ
る
か
。
 

 
 
 
 
・
具
体
性
が
あ
り
実
現
可
能
性
が
あ
る
か
。
 

 
 
②
 
直
接
的
成
果
 

 
 

 
 

・
助

成
対

象
事

業
の

目
標

か
ら

み
て

成
果

を
あ
げ

ら
れ

る
か

、
受

益
者
や

関
係
者
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
し
質
的
な
成
果
を
あ
げ
ら
れ
る
か
。
 

 （
３
）
費
用
対
効
果
 

 
 
 
 
・
費
用
対
効
果
か
ら
み
て
経
済
的
合
理
性
が
あ
る
か
。
 

 （
４
）
継
続
性
・
将
来
発
展
性
 

 
 
 
 
・
事
業
継
続
の
能
力
が
あ
り
、
将
来
的
な
発
展
性
が
期
待
で
き
る
か
。
 

 ３
 
採
点
基
準
 

（
１

）
社

会
福

祉
振

興
助

成
事

業
審

査
・

評
価

委
員

会
委
員

（
以

下
「

委
員

」
と
い

う
。
）
は
、
各
審
査
項
目
に
つ
い
て
、
次
の
基
準
に
よ
り
採
点
す
る
。
 

・
妥
当
で
あ
る
も
の
 
（
３
点
）
 

・
妥
当
で
は
あ
る
が
、
条
件
を
付
す
も
の
 
 
 
（
２
点
）
 

・
不
十
分
な
も
の
 
 
 
 
（
１
点
）
 

 （
２
）
加
点
に
つ
い
て
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平
成
２
５
年
度
社
会
福
祉
振
興
助
成
事
業
の
選
定
方
針

 
選
定
方
針
の
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
部
分
に
言
及
し
て

い
る
「
実
績
報
告
書
」
の
記
載
部
分

 

振
興
助
成
事
業
審
査
・
評
価
委
員
会
委
員
（
以
下
「
委
員
」
と
い
う
。
）
が
、

各
審
査
項
目
に
つ
い
て
、
次
の
基
準
に
よ
り
採
点
す
る
。
 

・
高
く
評
価
で
き
る
水
準
で
あ
る
も
の
 （

４
点
）
 

・
評
価
で
き
る
水
準
で
あ
る
も
の
  

 
（
３
点
）
 

・
や
や
不
十
分
な
水
準
で
あ
る
も
の
 
 
（
２
点
）
 

・
不
十
分
な
水
準
で
あ
る
も
の
 
 
 
 
（
１
点
）
 

な
お
、
次
の
点
に
留
意
し
て
採
点
す
る
こ
と
。
 

・
平
成
２
３
年
度
に
機
構
の
助
成
対
象
事
業
を
実
施
し
、
か
つ
、
委
員
に
よ

る
事
業
評
価
を
受
け
た
団
体
の
助
成
対
象
事
業
に
つ
い
て
は
、
当
該
評
価

結
果
も
踏
ま
え
審
査
す
る
。
 

 （
３
）
審
査
項
目
の
ウ
ェ
イ
ト
 

機
構
の
重
点
方
針
を
踏
ま
え
、
次
の
と
お
り
ウ
ェ
イ
ト
付
け
す
る
。
 

審
査
項
目
 

ウ
ェ
イ
ト
 

 

１
 
事
業
実
施
体
制
 

１
）
実
施
者
適
性
 

２
）
連
携
・
協
働
 

２
 
事
業
の
目
的
、
内
容
等
の
妥
当
性
 

１
）
事
業
の
目
的
及
び
内
容
 

２
）
直
接
的
効
果
 

３
）
社
会
的
波
及
効
果
 

３
 
費
用
対
効
果
 

４
 
継
続
性
・
将
来
発
展
性
 

 

  

１
 

１
 

 

２
 

２
 

２
 

１
 

１
 

 

 （
４
）
平
成
２
５
年
度
社
会
福
祉
振
興
助
成
事
業
の
重
点
方
針
を
踏
ま
え
た
対
応
 

①
か
ら
③
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
事
業
内
容
を
勘
案
の
う
え
、
次
の
と
お
り

加
点
で
き
る
も
の
と
す
る
。
 

①
 
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が
行
う
活
動
の
立
ち
上
げ
支
援
 

特
定
非
営

利
活

動
法
人

及
び
非

営
利
任

意
団

体
で
団

体
の
創

設
か
ら

２
年

以
内
の
も

の
（
前

身
団
体

の
活

動
実
績

が
あ
っ

て
、
現

在
、

特
定
非

営
利
活

動
法
人
化
を
申
請
中
の
も
の
を
含
む
）
は
１
点
加
点
す
る
。
 

②
 
複
数
の
団
体
が
連
携
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
よ
っ
て
実
施
す
る
事
業
 

ア
 
地
域
連
携
活
動
支
援
事
業
は
１
点
加
点
す
る
。
 

 
 
 
イ
 
全
国
的
・
広
域
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
支
援
事
業
は
２
点
加
点
す
る
。
 

 
 
 
ウ
 
平
成
２
４
年
度
に
お
い
て
福
祉
活
動
支
援
事
業
に
よ
り
助
成
を
受
け

た
団
体
が
、
地
域
連
携
活
動
支
援
事
業
へ
応
募
し
た
場
合
は
１
点
加
点

す
る
。
 

エ
 
平
成
２
４
年
度
に
お
い
て
福
祉
活
動
支
援
事
業
も
し
く
は
地
域
連
携

活
動
支
援
事
業
に
よ
り
助
成
を
受
け
た
団
体
が
、
全
国
的
・
広
域
的
 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
支
援
事
業
へ
応
募
し
た
場
合
は
２
点
加
点
す
る
。
 

③
 
重
点
的
に
支
援
す
る
事
業
 

 
 
 
 
「

東
日
本
大

震
災
で

被
災
さ
れ

た
方
等
を

支
援
す

る
事
業
」

、
「
高
齢

者

な
ど
の
孤

立
防
止

・
認
知
症
対

策
」
、
「
児

童
虐
待

防
止
」
及

び
「
貧

困
・
格

差
対
策
」
に
つ
い
て
取
り
組
む
事
業
は
２
点
加
点
す
る
。
 

 （
５
）
助
成
の
固
定
化
回
避
等
へ
の
対
応
 

 
 
 
助
成

の
固
定
化

を
回
避

す
る
と
と

も
に
、
公

平
性
・

透
明
性
を

確
保
す
る

観

点
か
ら
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
４
点
減
点
す
る
。
 

①
 
過
去
５
年
間
（
平
成
２
０
年
度
～
平
成
２
４
年
度
）
で
、
２
回
以
上
助
成
を

        事
後
評
価
の
結
果
の
反
映
（
＃
６
０
）
 

             助
成
事
業
の
選
定

、
固
定
化
回
避
（
＃
５
５

） 
 （

事
業

の
直

接
的

効
果

及
び

社
会

的
波

及
効
果
を
重
視
）
 

      助
成
事
業
の
選
定

、
固
定
化
回
避
（
＃
５
５

） 
 （

Ｎ
Ｐ

Ｏ
等

が
行

う
活

動
の

立
ち

上
げ

支
援
、
複
数
の
団
体
が
連
携
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
に
よ
っ
て
実
施
す
る
事
業
、
重
点
的
に
支

援
す
る
事
業
に
配
慮
す
る
仕
組
み
）
 

              事
後
評
価
結
果
の
反
映
（
＃
６
０
）
 

 （
重
点
的
に
支
援
す
る
事
業
の
見
直
し
）
 

    助
成
事
業
の
選
定

、
固
定
化
回
避
（
＃
５
５

） 
 （
固
定
化
回
避
の
方
策
に
つ
い
て
明
記
）
 

 

平
成
２
５
年
度
社
会
福
祉
振
興
助
成
事
業
（
災
害
福
祉
広
域
支
援
事
業
を
除
く
）
の
選
定
方
針

 
 

平
成
２
５
年
度
社
会
福
祉
振
興
助
成
事
業
の
選
定
方
針

 
選
定
方
針
の
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
部
分
に
言
及
し
て

い
る
「
実
績
報
告
書
」
の
記
載
部
分

 

 

平
成
２
５
年
度
社
会
福
祉
振
興
助
成
事
業
の
選
定
方
針
 

 

社
会
福
祉
振
興
助
成
事
業
審
査
・
評
価
委
員
会
 

 

独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
は
、
助
成
事
業
を

通
じ
て
、
多
様
な
社
会
資
源
が
連
携
・
協
働
し
て
、
各
々
が
得
意
と
す
る
活
動
を
行

い
な
が
ら
、
人
と
地
域
の
結
び
つ
き
を
よ
り
強
く
し
、
支
え
合
い
と
活
気
に
満
ち
た

地
域
社
会
の
再
生
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
が
地
域
の
支

え
合
い
の
中
で
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
社
会
、
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に

安
心
し
て
成
長
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
を
平
成
２
５
年
度
社
会
福
祉
振

興
助
成
事
業
の
重
点
方
針
と
し
て
い
る
。
 

助
成
対
象
事
業
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
こ
の
重
点
方
針
を
尊
重
し
、
次
の
基
準

等
に
基
づ
き
行
う
も
の
と
す
る
。
 

 

Ⅰ
 
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
福
祉
活
動
事
業

 

 １
 
審
査
の
方
法
 

書
面
審
査
と
す
る
。
た
だ
し
、
必
要
に
応
じ
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
審
査
を
行
う
。
 

 ２
 
審
査
項
目
 

（
１
）
事
業
実
施
体
制
 

①
 
実
施
者
適
性
 

・
法
人
・
団
体
の
設
立
の
趣
旨
、
活
動
実
績
、
実
施
体
制
、
専
門
性
等
、
助

成
対
象
事
業
の
実
施
主
体
と
し
て
相
応
し
い
か
。
 

②
 
連
携
・
協
働
 

・
他
の
団
体
や
関
係
機
関
、
関
係
者
等
と
の
連
携
・
協
働
に
有
効
性
や
実
効

性
が
あ
る
か
。
 

（
２
）
事
業
の
目
的
、
内
容
等
の
妥
当
性
 

①
 
事
業
の
目
的
及
び
内
容
 

・
助
成
対
象
事
業
の
目
的
及
び
そ
の
必
要
性
が
明
確
で
あ
る
か
。
 

・
具
体
性
が
あ
り
実
現
可
能
性
が
あ
る
か
。
 

②
 
直
接
的
効
果
 

・
助
成
対
象
事
業
の
量
的
な
目
標
か
ら
み
て
成
果
を
あ
げ
ら
れ
る
か
、
受
益

者
や
関
係
者
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
し
質
的
な
成
果
を
あ
げ
ら
れ
る
か
。
 

③
 
社
会
的
波
及
効
果
 

・
助
成
対
象
事
業
の
成
果
が
地
域
や
社
会
に
波
及
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る

か
。
 

（
３
）
費
用
対
効
果
 

・
費
用
対
効
果
か
ら
み
て
経
済
的
合
理
性
が
あ
る
か
。
 

（
４
）
継
続
性
・
将
来
発
展
性
 

・
事
業
継
続
の
能
力
が
あ
り
、
将
来
的
な
発
展
性
が
期
待
で
き
る
か
。
 

 ３
 
採
点
基
準
 

（
１
）
平
成
２
５
年
度
社
会
福
祉
振
興
助
成
事
業
募
集
要
領
（
以
下
「
募
集
要
領
」

と
い
う
。
）
に
記
載
し
た
事
項
を
満
た
さ
な
い
要
望
事
業
に
つ
い
て
は
、
０
点

と
し
て
採
点
す
る
。
 

 （
２
）
募
集
要
領
に
記
載
し
た
事
項
を
満
た
す
要
望
事
業
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉

                                   助
成
事
業
の
選
定

、
固
定
化
回
避
（
＃
５
５

） 
 （

事
業

の
直

接
的

効
果

及
び

社
会

的
波

及
効
果
を
重
視
）
 

               助
成
事
業
の
審
査
・
採
択
（
＃
５
４
）
 

 （
採
点
基
準
の
見
直
し
）
 

    

- 106 -



平
成
２
５
年
度
社
会
福
祉
振
興
助
成
事
業
の
選
定
方
針

 
選
定
方
針
の
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
部
分
に
言
及
し
て

い
る
「
実
績
報
告
書
」
の
記
載
部
分

 

受
け
た
法
人
又
は
団
体
 

た
だ
し
、
（
４
）
②
の
ウ
又
は
エ
に
該
当
す
る
事
業
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
取
扱

い
を
行
わ
な
い
。
 

②
 
国
・
地
方
公
共
団
体
・
独
立
行
政
法
人
等
の
役
職
員
で
あ
る
者
又
は
役
職
員

で
あ
っ
た

者
で
あ

っ
て
離
職
後

２
年
を

経
過
し
て

い
な
い
者

が
、
当

該
助
成

団

体
の
管
理
職
以
上
に
就
い
て
い
る
場
合
。
 

 

４
 
審
査
コ
メ
ン
ト
 

各
委
員
の
意
見
を
適
切
に
審
査
に
反
映
さ
せ
る
観
点
か
ら
、
委
員
は
、
最
優
先
で

採
択
し
た
い
又
は
強
く
採
択
を
見
送
る
べ
き
と
考
え
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
そ
の
理

由
を
コ
メ
ン
ト
す
る
も
の
と
す
る
。
 

ま
た
、
そ
の
他
、
高
く
評
価
で
き
る
点
、
採
択
に
当
た
っ
て
の
条
件
等
が
あ
る
場

合
に
は
、
そ
の
内
容
を
コ
メ
ン
ト
す
る
も
の
と
す
る
。
 

   

 Ⅱ
 
福
祉
用
具
の
改
良
開
発
事
業

 

 １
～
４
（
略
）
 

 Ⅲ
 
助
成
対
象
事
業
の
選
定

 

 

Ⅰ
及
び
Ⅱ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
当
委
員
会
の
合
議
に
よ
り
選
定
す
る
も
の
と
す
る
。 

 Ⅳ
 
そ
の
他

 

 １
 
助
成
金
の
配
分
 

選
定
さ
れ
た
事
業
は
、
機
構
に
お
い
て
、
重
点
方
針
等
を
踏
ま
え
、
予
算
額
の
範

囲
で
効
果
的
・
効
率
的
な
配
分
が
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 

 ２
 
委
員
及
び
専
門
員
の
遵
守
事
項
 

（
１
）
公
平
・
公
正
で
厳
格
な
審
査
を
行
う
べ
き
こ
と
を
常
に
認
識
す
る
こ
と
。
 

（
２
）
審
査
の
公
平
・
公
正
を
確
保
す
る
た
め
、
応
募
団
体
の
運
営
に
関
わ
る
な
ど

利
害
関
係
者
に
該
当
す
る
場
合
は
、
当
該
団
体
の
審
査
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
。
 

ま
た
、
応
募
団
体
の
役
職
員
と
親
密
な
個
人
的
関
係
が
あ
る
な
ど
利
害
関
係
者

に
該
当
す
る
と
自
ら
判
断
し
た
場
合
は
、
当
該
団
体
の
審
査
に
加
わ
ら
な
い
こ

と
。
 

な
お
、
利
害
関
係
者
に
該
当
し
、
審
査
に
加
わ
ら
な
い
場
合
は
、
そ
の
旨
を
コ

メ
ン
ト
す
る
こ
と
。
 

（
３
）
審
査
を
行
う
際
に
知
り
得
た
情
報
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。
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（
３
）
機
構
事
務
局
に
よ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
評
価
 

 
 
 
 
機
構
事
務
局
が
、
助
成
団
体
を
直
接
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、
評
価
を
実
施
す
る
。
 

 
（
４
）
書
面
評
価
 

 
 
 
 
（
２
）
及
び
（

３
）
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
評
価

の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
事
業
に
つ
い
て
、
助
成

団
体

が
提

出
し

た
事

業
完

了
報

告
書

等
に

基
づ

き
、

機
構

事
務

局
が

書
面

評
価

を
実

施
す

る
。
 

 ２
．
ヒ

ア
リ
ン

グ
評

価
対
象

事
業

の
選
定

方
法
 

 
 
前
年
度
に
機
構
が
助
成
し
た
全
助
成
事
業
の
中
か
ら
、
一
定
の
視
点
に
基
づ
き
選
定
し
、
社
会
福

祉
振
興
助
成
事
業
審
査
・
評
価
委
員
会
の
審
議
を
経
て
決
定
す
る
。
 

 ３
．
評

価
の
項

目
・

基
準
 

 
（
１
）
ヒ
ア
リ
ン
グ
評
価
 

 
 
 
 
ア
．
評
価
項
目
 

評
価
項
目
 

評
価
の
視
点
 

ウ
エ
イ
ト
 

プ ロ セ ス 評 価 

事
業

推
進

姿
勢
 

・
事

業
実

施
の

た
め
の

明
確
な

理
念

を
持

っ
て
い

る
か
 

・
事
業

に
取
り

組
む
意

欲
・
積

極
性

は
十

分
だ
っ

た
か
 

1
 

事
業

実
施

体
制
 

・
団
体

内
部
の

実
施
体

制
が
整

っ
て

お
り

、
専

門

性
を

備
え
て

い
る
か
 

・
有

効
性

、
実

効
性

の
あ

る
外

部
資

源
の

活
用

・

連
携

が
で
き

た
か
 

1
 

事
業
実
施
プ
ロ
セ
ス
 

・
事

業
目

的
の

実
現
の

た
め
、
効

果
的

、
効

率
的

な
手

法
を
用

い
て
実

施
で
き
た

か
 

・
事
業

の
利
用

者
等
の

評
価
を

確
認

し
、
継

続
的

な
改

善
に
結

び
付
け

て
い
る
か

 

1
 

成 果 評 価  

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
 

（
直

接
的

成
果

）
 

・
事
業

が
計
画

通
り
に

実
施
さ

れ
、
予

定
し

た
成

果
を

生
む
も

の
と
な

っ
た
か
 

・
量

的
な
指

標
を
ど

の
程
度
達

成
で

き
た

か
 

2
 

ア
ウ

ト
カ

ム
 

（
質

的
成

果
）
 

・
事
業

の
利
用

者
等
の

ニ
ー
ズ

を
満

た
し

、
価

値

あ
る

成
果
を

上
げ
る

こ
と
が
で

き
た

か
 

3
 

イ
ン

パ
ク

ト
 

（
社

会
的

成
果

）
 

・
事

業
の

成
果

が
地
域

や
社
会

へ
ど

の
よ

う
な
イ

ン
パ

ク
ト
を

与
え
る

と
想
定
さ

れ
る

か
 

・
事

業
の

成
果

の
他
地

域
へ
の

広
が

り
や

そ
の
可

能
性

が
み
ら

れ
る
か
 

2
 

 
 
 
 
※
ウ
エ
イ
ト
の
合
計
は

1
0
 

 

 

社
会
福

祉
振
興

助
成

事
業
の

評
価

方
針
 

 

社
会
福
祉
振
興
助
成
事
業
審
査
・
評
価
委
員
会
 

  

独
立

行
政

法
人

福
祉

医
療

機
構

（
以

下
「

機
構

」
と

い
う

。
）

は
、

社
会

福
祉

振
興

助
成

事
業

（
以

下
「
助
成
事
業
」
と
い
う

。
）
を
通
じ
て
、
多
様
な

社
会
資
源
が
そ
れ

ぞ
れ

の
地

域
で

有
機

的
に

連
携

・

協
働
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
と
す
る
活
動
を
行
い
な
が
ら
人
と
地
域
の
絆
を
つ
く
り
直
し
、
支
え
合
い

と
活
気
の
あ
る
地
域
社
会
の
再
生
を
目
指
す
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
高
齢
者
・
障
害
者
が
地

域
の
絆
の
中
で
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
社
会
、
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
安
心
し
て
成
長
で

き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
を
助
成
事
業
の
基
本
方
針
と
し
て
い
る
。
 

 

助
成
事
業
の
評
価
に
当
た
っ
て
は
、
こ
の
基
本
方
針
を
受
け
、
助
成
を
受
け
て
実
施
さ
れ
た
事
業
が

ど
の
よ
う
な
成
果
を
上
げ
、
社
会
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
に
つ
い
て
、
次
の
方
針
に
基
づ
き

行
う
も
の
と
す
る
。
 

  
Ⅰ
 

事
業
評

価
の

目
的

 
 

  
（

１
）

政
策

動
向

や
国

民
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

助
成

し
た

事
業

に
つ

い
て

、
「

期
待

し
た

成
果

を
上
げ

て
い

る
か

、
そ

の
成

果
が

社
会

に
ど

の
よ

う
な

影
響

を
与

え
た

か
」

を
効

果
測

定
す

る
こ

と
。
 

 
（
２
）
優
れ
た
事
業
を
広
報
す
る
こ
と
に
よ
り
、
全
国
・
広
域
で
の
普
及
啓
発
を
図
る
こ
と
。
 

 
（
３
）
評
価
結
果
を
、
助
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
善
に
活
か
す
こ
と
。
 

 
（
４
）
限
ら
れ
た
資
源
を
有
効
に
配
分
し
、
最
大
限
の
効
果
を
上
げ
る
こ
と
。
 

 
（
５
）
新
た
な
対
応
が
必
要
な
課
題
を
発
掘
し
、
そ
の
課
題
を
国
に
提
言
す
る
こ
と
に
よ
り
政
策
へ

の
反
映
を
図
る
こ
と
。
 

 
（

６
）

評
価

結
果

を
公
表

す
る

こ
と

に
よ

り
、

国
庫

補
助

金
に

よ
る

助
成

事
業

の
運

営
主

体
と

し
て

、

国
民
に
対
す
る
説
明
責
任
を
果
た
す
と
と
も
に
、
助
成
事
業
の
一
層
の
透
明
化
を
図
る
こ
と
。
 

   
Ⅱ
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ

等
の

福
祉
活

動
事

業
の
評

価
 
 

 １
．
評

価
の
方

法
 

 
（
１
）
助
成
団
体
の
評
価
（
自
己
評
価
）
 

 
 
 
 
助
成
事
業
終
了
後
、
機
構
が
定
め
る
様
式
（
自
己
評
価
書
）
に
基
づ

き
、
助
成
団
体
が
自
己

評
価
を
実
施
す
る
。
 

 
（
２
）
外
部
有
識
者
に
よ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
評
価
 

 
 
 
 
外
部
有
識
者
か
ら
な
る
社
会
福
祉
振
興
助
成
事
業
審
査
・
評
価
委
員

会
委
員
が
、
助
成
団
体

を
直
接
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、
評
価
を
実
施
す
る
。
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Ｂ
 

６
 

良
好
な
水
準
に
あ
る
が
、
一
部
課
題
の
あ
る
も
の
 

５
 

Ｃ
 

４
 

一
定
の
水
準
に
あ
る
が
、
か
な
り
課
題
の
あ
る
も
の
 

３
 

Ｄ
 

２
 

全
般
的
に
多
く
の
課
題
の
あ
る
も
の
 

１
 

 ４
．
総

合
評
価
 

 
 

「
ア

．
評

価
項

目
」

の
項

目
ご

と
に

「
イ

．
評

価
基

準
」

の
５

段
階

（
Ｓ

か
ら

Ｄ
）

で
評

価
し
、

レ
ベ
ル
の
な
か
で
も
上
位
に
近
い
の
か
下
位
に
近
い
の
か
を
判
定
し
た
う
え
で
、
各
評
価
項
目
の
ス

コ
ア
を
決
定
す
る
。
 

 
 
各
評
価
項
目
の
ス
コ
ア
に
「
ア
．
評
価
項
目
」
の
ウ
エ
イ
ト
を
掛
け
合
わ
せ
、
そ
の
合
計
を
総
合

ス
コ
ア
と
す
る
。
 

 
 
総
合
ス
コ
ア
を
も
と
に
、
次
の
５
段
階
（
Ｓ
か
ら
Ｄ
）
で
総
合
評
価
を
決
定
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 総

合
評
価
 

総
合
ス
コ
ア
 

評
価
指
標
 

Ｓ
 

9
0
以
上
 

非
常
に
高
く
評
価
で
き
る
水
準
に
あ
る
も
の
 

Ａ
 

7
0
以
上

9
0
未
満
 

高
く
評
価
で
き
る
水
準
に
あ
る
も
の
 

Ｂ
 

5
0
以
上

7
0
未
満
 

良
好
な
水
準
に
あ
る
が
、
一
部
課
題
の
あ
る
も
の
 

Ｃ
 

3
0
以
上

5
0
未
満
 

一
定
の
水
準
に
あ
る
が
、
か
な
り
課
題
の
あ
る
も
の
 

Ｄ
 

3
0
未
満
 

全
般
的
に
多
く
の
課
題
の
あ
る
も
の
 

   
Ⅲ
 

福
祉
用

具
の

改
良
開

発
事

業
の
評

価
 
 

 １
．
評

価
の
方

法
 

 
（
１
）
助
成
団
体
の
評
価
（
自
己
評
価
）
 

 
 
 
 
助
成
事
業
終
了
後
、
機
構
が
定
め
る
様
式
（
自
己
評
価
書
）
に
基
づ

き
、
助
成
団
体
が
自
己

評
価
を
実
施
す
る
。
 

 
（
２
）
外
部
有
識
者
に
よ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
評
価
 

 
 
 
 
外
部
有
識
者
か
ら
な
る
社
会
福
祉
振
興
助
成
事
業
審
査
・
評
価
委
員

会
の
専
門
員
が
、
助
成

団
体
を
直
接
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、
評
価
を
実
施
す
る
。
 

 ２
．
ヒ

ア
リ
ン

グ
評

価
対
象

事
業

の
選
定

方
法
 

 
 
前
年
度
に
機
構
が
助
成
し
た
全
助
成
事
業
の
中
か
ら
、
専
門
員
の
意
見
を
踏
ま
え
、
一
定
の
視
点

 
 
 
 
イ
．
評
価
基
準
 

レ
ベ
ル
 

ス
コ
ア
 

評
価
指
標
 

Ｓ
 

１
０
 

非
常
に
高
く
評
価
で
き
る
水
準
に
あ
る
も
の
 

９
 

Ａ
 

８
 

高
く
評
価
で
き
る
水
準
に
あ
る
も
の
 

７
 

Ｂ
 

６
 

良
好
な
水
準
に
あ
る
が
、
一
部
課
題
の
あ
る
も
の
 

５
 

Ｃ
 

４
 

一
定
の
水
準
に
あ
る
が
、
か
な
り
課
題
の
あ
る
も
の
 

３
 

Ｄ
 

２
 

全
般
的
に
多
く
の
課
題
の
あ
る
も
の
 

１
 

  
（
２
）
書
面
評
価
 

 
 
 
 
ア
．
評
価
項
目
 

評
価
項
目
 

評
価
の
視
点
 

ウ
エ
イ
ト
 

プ ロ セ ス 評 価 

事
業

実
施

体
制
 

・
団

体
内

部
の
実

施
体
制

が
整

っ
て

お
り

、
専

門

性
を

備
え
て

い
る
か
 

・
有

効
性
、

実
効
性

の
あ
る
外

部
資

源
の

活
用

・

連
携

が
で
き

た
か
 

1
 

事
業
実
施
プ
ロ
セ
ス
 

・
事

業
目

的
の
実

現
の
た

め
、

効
果
的

、
効

率
的

な
手

法
を
用

い
て
実

施
で
き
た

か
 

・
事

業
の

利
用
者

等
の
評

価
を

確
認

し
、

継
続

的

な
改

善
に
結

び
付
け

て
い
る
か

 

2
 

成 果 評 価  

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
 

（
直

接
的

成
果

）
 

・
事

業
が

計
画
ど

お
り
に

実
施

さ
れ
、

予
定
し

た

成
果

を
生
む

も
の
と

な
っ
た
か

 

・
量

的
な
指

標
を
ど

の
程
度
達

成
で

き
た

か
 

3
 

ア
ウ

ト
カ

ム
 

（
質

的
成

果
）
 

・
事

業
の

利
用
者

等
の
ニ

ー
ズ

を
満

た
し

、
価

値

あ
る

成
果
を

上
げ
る

こ
と
が
で

き
た

か
 

4
 

 
 
 
 
※
ウ
エ
イ
ト
の
合
計
は

1
0
 

  
 
 
 
イ
．
評
価
基
準
 

レ
ベ
ル
 

ス
コ
ア
 

評
価
指
標
 

Ｓ
 

１
０
 

非
常
に
高
く
評
価
で
き
る
水
準
に
あ
る
も
の
 

９
 

Ａ
 

８
 

高
く
評
価
で
き
る
水
準
に
あ
る
も
の
 

７
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Ⅴ
 

フ
ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ
調

査
 
 

 

機
構
事
務
局
は
、
助
成
事
業
終
了
後
か
ら
１
年
又
は
３
年
以
上
経
過
後
に
、
助
成
先
団
体
へ
の
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
調
査

を
実

施
し
、
助
成

事
業
の

継
続

状
況
や
財
源

、
助
成

事
業

に
よ
る
効
果

や
課
題

な
ど
を
把
握

し
、
助

成
制

度
や
助
成
先

団
体
へ

の
支

援
の
在
り
方

の
継
続

的
な

改
善
な
ど
に

結
び
つ

け
る
こ
と
と
す
る
。
 

   
Ⅵ
 

委
員
及

び
専

門
員
の

遵
守

事
項

 
 

 （
１
）
委
員
及
び
専
門
員
は
、
公
平
・
公
正
で
厳
格
な
評
価
を
行
う
べ
き
こ
と
を
常
に
認
識
す
る
こ
と
。
 

（
２
）
評
価
の
公
平
・
公
正
を
確
保
す
る
た
め
、
委
員
及
び
専
門
員
が
ヒ
ア
リ
ン
グ
評
価
の
対
象
団
体

の
運
営
に
関
わ
る
な
ど
利
害
関
係
者
に
該
当
す
る
場
合
は
、
当
該
団
体
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
評
価
を
実

施
で
き
な
い
こ
と
。
 

ま
た

、
当
該

団
体
の

役
職
員

と
親

密
な

個
人
的

関
係
が

あ
る

な
ど

利
害
関

係
者
に

該
当

す
る

と

自
ら
判
断
し
た
場
合
は
、
当
該
団
体
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
評
価
を
担
当
し
な
い
こ
と
。
 

な
お

、
利
害

関
係
者

に
該
当

し
、

ヒ
ア

リ
ン
グ

評
価
を

担
当

し
な

い
場
合

は
、
そ

の
旨

を
機

構

事
務
局
に
報
告
す
る
こ
と
。
 

（
３
）
委
員
及
び
専
門
員
は
、
評
価
を
行
う
際
に
知
り
得
た
情
報
を
第
三
者
に
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い

こ
と
。
 

 

に
基
づ
き
選
定
し
、
社
会
福
祉
振
興
助
成
事
業
審
査
・
評
価
委
員
会
の
審
議
を
経
て
決
定
す
る
。
 

 ３
．
評

価
の
項

目
・

基
準
及

び
総

合
評
価
 

 
 
商
品
化
（
実
用
化
）
の
状
況
、
今
後
の
課
題
と

解
決
方
法
、
今
後
の
展
開

・
方
向
性
な
ど
の
観
点

か
ら
、
次
の
４
段
階
（
Ａ
か
ら
Ｄ
）
で
総
合
評
価
を
決
定
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 

総
合
評
価
 

評
価
指
標
 

Ａ
 

当
初
の
目
標
を
上
回
り
遂
行
で
き
て
い
る
も
の
 

Ｂ
 

当
初
の
目
標
を
ほ
ぼ
予
定
ど
お
り
遂
行
で
き
て
い
る
も
の
 

Ｃ
 

当
初
の
目
標
を
遂
行
で
き
て
い
る
が
、
一
部
課
題
の
あ
る
も
の
 

Ｄ
 

さ
ら
に
努
力
が
必
要
な
も
の
 

   
Ⅳ
 

評
価
結

果
の

活
用

 
 

 １
．
団

体
へ
の

フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク
 

 
 
ヒ
ア
リ
ン
グ
評
価
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
振
興
助
成
事
業
審
査
・
評
価
委
員
会
の
審
議

を
経

た
の

ち
、

評
価

を
担

当
し

た
委

員
、

専
門

員
及

び
機

構
事

務
局

そ
れ

ぞ
れ

の
所

見
を

付
し

て
、

評
価
対
象
団
体
あ
て
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
よ
り
、
制
度
や
機
構
内

部
の
改
善
の
み
な
ら

ず
、
団
体
の
活
動
や
事
業
展
開
の
参
考
に
も
供
す
る
こ
と
と
す
る
。
 

 ２
．
審

査
へ
の

反
映
 

 
 
ヒ
ア
リ
ン
グ
評
価
に
よ
り
得
ら
れ
た
事
業
の
評
価
結
果
に
つ
い
て
は
、
社

会
福
祉
振
興
助
成
事
業

審
査
・
評
価
委
員
会
に
お
い
て
共
有
し
、
以
後
の
審
査
の
参
考
と
す
る
。
 

 ３
．
優

れ
た
事

業
の

普
及
啓

発
 

 
 
評
価
の
結
果
、
特
に
優
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
事
業
に
つ
い
て
は
、
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広

報
誌
、
事
業
報
告
会
な
ど
に
よ
り
広
報
す
る
こ
と
で
、
全
国
・
広
域
で
の
幅
広
い
普
及
啓
発
を
図
る
。
 

 ４
．
評

価
結
果

の
公

表
、
助

成
制

度
の
改

善
、

政
策
へ

の
提

言
 

 
 
社
会
福
祉
振
興
助
成
事
業
審
査
・
評
価
委
員
会

は
、
評
価
結
果
を
年
度
末
に
事
業
評
価
報
告
書
と

し
て
取
り
ま
と
め
、
機
構
に
報
告
、
提
案
す
る
と
と
も
に
、
機
構
は
、
機
構
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
上
な
ど

で
公
表
す
る
。
 

ま
た
、
機
構
は
そ
の
内
容
に
基
づ
き
、
助
成
制
度
の
改
善
に
努
め
る
と
と
も
に
、
課
題
に
よ
っ
て

国
に
対
し
て
政
策
の
提
言
を
行
う
。
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平
成
2
4
年
度
分
助
成
事
業
の
審
査
・
採
択
に
係
る
見
直
し
の
概
要

（
助
成
事
業
に
お
け
る
募
集
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
変
遷
）

業
務
実
施
年
度

従
　
　
来

★
（
～
H
2
0
年
度
）

H
2
1
年
度

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

9
/
1
～
1
0
/
3
1

翌
年
度
事
業

募
集

翌
年
度
事
業

内
定

3
月
末

9
/
1
～
1
0
/
3
1

2
2
年
度
事
業

1
次
募
集

事
業
仕
分
け

1
1
/
1
7

2
2
年
度
事
業

1
次
内
定

2
2
年
度
事
業

2
次
募
集

2
2
年
度
事
業

2
次
内
定

2
2
年
度
事
業

3
次
募
集

2
2
年
度
事
業

3
次
内
定

1
0
/
1
5

2
2
年
度
事
業
4
次
募
集

3
/
1
1
～
1
6

★
2
2
年
度
事
業
4
次
内
定

H
2
2
年
度
★

★
★

H
2
3
年
度

★

H
2
4
年
度

★

H
2
5
年
度

★

2
/
1
～
2
7

2
4
年
度
事
業

募
集

2
4
年
度
事
業

内
定

4
/
1
3

2
/
1
5
～
4
/
1
5

2
3
年
度
事
業
1
次
募
集

2
3
年
度
事
業

1
次
募
集

4
/
1

6
/
1
～
3
0

8
/
1

8
/
1
6

～
9
/
1
0

1
0
/
1
5

3
/
1
8

2
/
1
5

～
4
/
1
5

2
3
年
度
事
業
1
次
内
定

6
/
2
8

6
/
1
～
7
/
1
5

★

2
3
年
度
事
業
2
次
募
集

2
3
年
度
事
業
2
次
内
定

8
/
2
2

2
5
年
度
事
業

内
定

6
/
4

2
5
年
度
事
業
募
集

3
/
2
5
～
4
/
2
2

3
/
2
5

～
4
/
2
2

2
5
年
度
事
業
募
集

1
/
1
0

～
3
1

2
4
年
度
事
業

（
災
害
分
）

募
集

★

2
4
年
度
事
業

（
災
害
分
）

内
定
2
/
2
8

添付資料３１
＃５４
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2
 

 ２
．

今
年
度

評
価
の

概
要
 

（
１

）
平
成

２
４
年

度
に
お
け

る
評

価
方

針
 

平
成

２
４
年

度
の
評

価
事
業
を

実
施

す
る

に
あ
た

っ
て
は
、
年

度
当
初

の
第
１

回
審
査
・
評

価
委
員

会
に

お
い

て
、
事

業
評
価

の
目
的
や

評
価

の
方

法
、
評

価
の
項
目
・
基

準
な

ど
を
具

体
的
に
定

め
た
「
社

会
福
祉

振
興

助
成

事
業

の
評

価
方

針
」
（

別
添

）
を

策
定

し
、

こ
の

評
価

方
針

に
基

づ
き

、
平
成

２
３

年
度

助
成

事

業
を

対
象
と

し
て
、

各
評
価
を

実
施

し
た

。
 

ま
た

、
過
年

度
の
助

成
事
業
の

継
続

状
況

や
、
そ

の
財
源
な

ど
を

把
握

し
、
事

業
を
息
長

く
継

続
さ

せ
る

た
め

に
必
要

な
要
素

な
ど
を
把

握
す

る
こ

と
を
目

的
と
し
て

、
平

成
２
２

年
度
助

成
事
業

に
対

し
て

の
フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ
プ

調
査

、
及

び
平
成

２
０

年
度

助
成
事

業
に
対
し

て
の

継
続

フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ

調
査

も
併

せ
て
実

施
し

た
。
 

 （
２

）
評
価

結
果
の

概
要
 

ア
．

Ｎ
Ｐ
Ｏ

等
の
福

祉
活
動
事

業
の

評
価

の
概
要
 

①
 
自

己
評
価

の
概
要

  

助
成

先
団
体

に
よ
る

自
己
評
価

に
つ

い
て

は
、
平
成

２
３
年

度
に

助
成

を
行
っ

た
５
３
８

事
業

の
全

助

成
先

団
体
に

対
し
て

、
事
業
の

実
施

状
況

を
確
認

す
る
た
め

、
自

己
評

価
書
の

提
出
を
依

頼
し

た
。
 

自
己

評
価
の

性
質
上

、
主

観
的

な
評

価
で

は
あ
る

も
の
の
、
総

合
評

価
に

つ
い
て

は
ほ
と

ん
ど

の
事

業

が
Ｂ

評
価
以

上
と
し

、
当
初
の

目
的

を
達

成
し
て

良
好
な
水

準
に

あ
る

と
評
価

し
て
い
る

。
 

全
体

で
み
る

と
、
Ｓ

評
価

が
１

８
．
６

％
、
Ａ
評

価
が
４
８

．
５

％
、
Ｂ

評
価

が
３
１
．
２

％
、
Ｃ

評

価
が

１
．
７

％
で
、

Ａ
評
価
以

上
の

割
合

が
約
７

割
を
占
め

る
結

果
と

な
っ
て

い
る
。
 

表
１
 
平
成

２
３
年

度
助
成

事
業
の

自
己
評
価

書
に
よ

る
総
合

評
価
の

全
体
的
傾

向
 

Ｓ
　
非
常
に
高
く評
価
で
き
る
水
準
に
あ
る

Ａ
　
高
く評
価
で
き
る
水
準
に
あ
る

Ｂ
　
良
好
な
水
準
に
あ
る
が
、
一
部
課
題
が
あ
る

Ｃ
　
一
定
の
水
準
に
あ
る
が
、
か
な
り
課
題
が
あ
る

Ｄ
　
全
般
的
に
多
くの
課
題
が
あ
る

合
　
　
　
計

10
0.
0%

78
10
0.
0%

53
8

10
0.
0%

0.
0%

0
0.
0%

0
0.
0%

23
9

10
0.
0%

98
10
0.
0%

12
3

1.
6%

0
0.
0%

9
1.
7%

0
0.
0%

0
0.
0%

0

30
.9
%

11
14
.1
%

16
8

31
.2
%

6
2.
5%

1
1.
0%

2

44
.7
%

46
59
.0
%

26
1

48
.5
%

92
38
.5
%

27
27
.6
%

38

22
.8
%

21
26
.9
%

10
0

18
.6
%

10
9

45
.6
%

51
52
.0
%

55
総 　 合 　 評 　 価

32
13
.4
%

19
19
.4
%

28

事
業
数

比
率

事
業
数

比
率

事
業
数

比
率

事
業
数

比
率

事
業
数

全
　
体

比
率

区
　
　
　
　
分

福
祉
活
動
支
援
事
業

社
会
参
加
促
進
活
動
支
援
事
業

地
域
連
携
活
動
支
援
事
業

全
国
的
・広
域
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

活
動
支
援
事
業

 

 

②
 
ヒ

ア
リ
ン

グ
評
価

の
概
要

 

ヒ
ア

リ
ン
グ

評
価
に

つ
い
て
は

、
評

価
方
針

に
基
づ

き
、
平

成
２

３
年

度
に
助

成
し
た
５

３
８

事
業

の

中
か

ら
、
審

査
・
評
価

委
員
会

の
審

議
を

経
て
、
次
の

２
つ

の
視

点
に

基
づ
き

選
定
し
、
９

９
事

業
（

実

施
率

１
８
．

４
％
）

に
つ
い
て

実
施

し
た

。
 

(
ⅰ

)
 

連
携
・
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

に
よ

り
実

施
し
た

事
業
の
効

果
の

検
証

と
と
も

に
、
事
業

の
成

果
を

助

成
制

度
の

さ
ら

な
る

改
善

に
反

映
さ

せ
る

た
め

、
「

地
域

連
携

活
動

支
援

事
業

」
、
「

全
国

的
・

広

域
的

ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

活
動
支
援

事
業

」
及
び

助
成
事

業
の
実

施
に

よ
り

連
携
・
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

の

構
築

が
図
ら

れ
て
い

る
「
福
祉

活
動

支
援

事
業
」

と
す
る
。

 

添付資料３２
＃６０

1
 

 

平
成
２

３
年
度

社
会

福
祉
振

興
助

成
事
業

に
関

す
る
事

業
評

価
報
告

書
（

抜
粋
）

 

 １
．

事
業
評

価
の
方

法
 

事
業

評
価

に
つ

い
て

は
、

助
成

事
業

の
プ

ロ
セ

ス
や

成
果
、

課
題

な
ど

を
適

切
に

評
価
す

る
と

と
も

に
、

評
価

成
果
を

翌
年
度

以
降
の
助

成
プ

ロ
グ

ラ
ム
の

改
善
に
活

か
す

よ
う

、
図
１
「

事
業
評

価
の

仕
組

み
」
の

よ
う

な
構
成

と
な
っ

て
い
る
。

 

ま
ず

、
前
年

度
に
実

施
し
た
全

て
の

助
成

事
業
に

つ
い
て
助

成
先

団
体

に
よ
る
「

自
己
評

価
」
を
行

っ
た

上
で

、
社
会

福
祉
振

興
助
成
事

業
審

査
・
評

価
委

員
会
（
以

下
「

審
査
・
評

価
委
員

会
」
と

い
う
。
）
、
福

祉

用
具

の
改

良
開

発
及

び
普

及
に

係
る

専
門

員
（

以
下

「
専
門

員
」

と
い

う
。
）

並
び

に
機

構
事

務
局

に
よ

る

「
ヒ

ア
リ

ン
グ

評
価

」
、

及
び

機
構

事
務

局
に

よ
る

「
書
面

評
価

」
に

基
づ

く
評

価
を
行

う
こ

と
と

し
て

い

る
。
 

次
に

、
評
価

結
果
を

助
成
事
業

の
選

定
方

針
や
募

集
要
領
等

の
見

直
し

に
反
映

さ
せ
る
と

と
も

に
、
評

価

の
結

果
か
ら

浮
か
び

上
が
っ
て

き
た

新
た

な
福
祉

課
題
等
に

つ
い

て
国

へ
提
言

し
、
政
策

へ
の

反
映

を
図
る

こ
と

と
し
て

い
る
。
 

ま
た

、
評
価

の
結
果

、
成

果
が

特
に

優
れ

た
事
業

で
あ
る
と

認
め

ら
れ

た
事
業

に
つ
い
て

は
、
助
成

事
業

報
告

会
や
シ

ン
ポ
ジ

ウ
ム
、
機

構
ホ

ー
ム

ペ
ー
ジ

、
広
報
誌
「

Ｗ
Ａ
Ｍ

」
等

で
紹
介

し
、
広

く
周
知

を
図
る

こ
と

と
し
て

い
る
。
 

 

機
構
事
務
局
に
よ
る

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査

助
成
事
業
終
了
後
、
１
年
経
過
後
及
び
３
年
経
過
後

の
事
業
継
続
状
況
、
波
及
効
果
等
を
調
査

事
後
評
価
の
結
果
を
、
助
成
制
度
の

継
続
的
な
改
善
に
活
用

翌
事
業
年
度
分
助
成
事
業

募
集
要
領
・
選
定
方
針

翌
々
事
業
年
度
分
助
成
事
業

募
集
要
領
・
選
定
方
針

新
た
な
課
題
等
を
国
へ

政
策
提
言

前
事
業
年
度
分
助
成
事
業
に
つ
い
て

３
つ
の
評
価
を
実
施

（
助
成
事
業
終
了
時
点
で
の
評
価
）

助
成
団
体
に
よ
る

自
己
評
価

審
査
・
評
価
委
員
会
委
員
、

専
門
員
、
機
構
事
務
局
に
よ
る

ヒ
ア
リ
ン
グ
評
価

機
構
事
務
局
に
よ
る

書
面
評
価

・
評
価
結
果
の
公
表

・
特
に
優
れ
た
事
業
の
紹
介

（
Ｈ
Ｐ
、
広
報
誌
、
事
業
報
告
会
等
）

中 間 評 価 結 果

最 終 評 価 結 果

評 価 方 針 の 策 定

報 告 書 作 成

ヒ
ア
リ
ン
グ
評
価
結
果
を
団
体
へ

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

（
事
業
継
続
・
発
展
に
有
効
な
助
言
等
）

図
１
事
業
評
価
の
仕
組
み
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表
８
 
平
成

２
３
年

度
助
成

事
業
 

書
面
評
価

の
総
合

評
価
結

果
（
助

成
区
分
別

）
 

事
業
数

比
率

事
業
数

比
率

事
業
数

比
率

事
業
数

比
率

事
業
数

比
率

Ｓ
非
常
に
高
く
評
価
で
き
る

水
準
に
あ
る
も
の

0
0
.0
%

0
0
.0
%

0
0
.0
%

0
0
.0
%

0
0
.0
%

Ａ
高
く
評
価
で
き
る
水
準
に

あ
る
も
の

2
2

1
0
.5
%

7
7
.2
%

1
8

2
1
.2
%

8
1
6
.7
%

5
5

1
2
.5
%

Ｂ
良
好
な
水
準
に
あ
る
が
、

一
部
課
題
の
あ
る
も
の

1
6
8

8
0
.4
%

8
6

8
8
.7
%

6
3

7
4
.1
%

3
8

7
9
.2
%

3
5
5

8
0
.9
%

Ｃ
一
定
の
水
準
に
あ
る
が
、

か
な
り
課
題
の
あ
る
も
の

1
8

8
.6
%

3
3
.1
%

4
4
.7
%

2
4
.2
%

2
7

6
.2
%

Ｄ
全
般
的
に
多
く
の
課
題

の
あ
る
も
の

1
0
.5
%

1
1
.0
%

0
0
.0
%

0
0
.0
%

2
0
.5
%

2
0
9

1
0
0
.0
%

9
7

1
0
0
.0
%

8
5

1
0
0
.0
%

4
8

1
0
0
.0
%

4
3
9

1
0
0
.0
%

計

区
　
　
分

福
祉
活
動

社
会
参
加

地
域
連
携

全
国
広
域

計

 

書
面

評
価
を

行
っ
た

事
業
に
あ

っ
て

も
、
助

成
事
業

を
呼
び

水
と

し
て

今
後
ど

の
よ
う
な

波
及

効
果

が

生
ま

れ
る
か

、
フ

ォ
ロ

ー
ア
ッ

プ
調

査
な

ど
の
手

段
で
継
続

の
状

況
を

掴
み

、
現

地
へ
の

訪
問

等
や

電
話

で
の

聴
き
取

り
な
ど

、
引
き
続

き
事

業
の

成
長
を

見
守
る
な

ど
し

て
事

業
内

容
を

追
う

こ
と

と
し

た
い

。
 

 イ
．

福
祉
用

具
の
改

良
開
発
事

業
の

評
価

の
概
要
 

福
祉

用
具
の

改
良
開

発
事
業
に

つ
い

て
は

、
従
来

、
長
寿
・
子

育
て
・
障

害
者

基
金
に
よ

る
交

付
金

事
業

と
し

て
公
益

財
団
法

人
テ
ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
に
お

い
て
実
施

し
て

い
た

が
、
平
成

２
２
年

度
か

ら
は

社
会
福

祉
振

興
助
成

事
業
と

し
て
実
施

し
て

い
る

と
こ
ろ

で
あ
る
。

 

事
業

評
価
に

あ
た
っ

て
は
、
工

学
等

の
専

門
的
な

知
見
を
必

要
と

す
る

こ
と
か

ら
、
審
査
・
評

価
委

員
会

は
、
機

構
の
理

事
長
が

専
門
員

と
し

て
委

嘱
し
た

工
学
の
専

門
家

や
福

祉
用
具

に
精
通
し

た
医

師
な

ど
の
学

識
経

験
者
に

意
見
を

聴
く
こ
と

と
し

、
国

庫
補
助

金
の
投
入

に
相

応
し

い
か
、

機
器

が
完

成
し

た
か

な
ど

、

改
良

開
発
後

の
商
品

化
・
実
用

化
の

状
況

、
今
後

の
課
題
と

解
決

方
法

、
今
後

の
さ
ら
な

る
改

良
開

発
の
展

開
・

方
向
性

な
ど
の

観
点
か
ら

、
総

合
的

に
評
価

す
る
こ
と

と
し

て
い

る
。
 

本
年

度
は
、
平

成
２

３
年
度
に

助
成

し
た

全
３
事

業
を
対
象

に
、
助
成

先
団
体

に
よ
る
自

己
評

価
及

び
専

門
員

に
よ
る

ヒ
ア
リ

ン
グ
評
価

を
実

施
し

た
。
 

助
成

先
団
体

に
よ
る

自
己
評
価

の
結

果
は

、
全

３
事
業

の
う

ち
、
Ｂ

評
価
が

１
事
業

、
Ｃ
評

価
が

１
事

業
、

Ｄ
評

価
が
１

事
業
と

い
う
結
果

で
あ

り
、

Ａ
評
価

は
な
か
っ

た
。
 

専
門

員
に
よ

る
ヒ
ア

リ
ン
グ
評

価
の

結
果

に
つ
い

て
も
、
自

己
評

価
と

同
様
の

傾
向
と
な

っ
た

。
 

  ２
．

成
果
、

課
題
の

み
ら
れ
た

事
例
 

平
成

２
３
年

度
の
助

成
事
業
で

は
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
等
の

多
様
な
社

会
資

源
が

有
機
的

に
連
携
・
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
を

図
り

な
が
ら

、
地
域

の
実
情
に

応
じ

た
様

々
な
課

題
の
解
決

に
向

け
た

創
意
工

夫
あ
る
活

動
を

重
点

的
に
支

援

す
る

こ
と
と

し
た
。
ま

た
、
助

成
テ

ー
マ

に
つ
い

て
は
、
行

政
の

普
遍

的
な
制

度
・
施
策

で
は

支
援

の
手
の

行

き
届

か
な
い

福
祉
課

題
を
厳
選

し
、
こ

の
中
で

も
特
に
「
東

日
本

大
震

災
で
被

災
さ
れ
た

方
等

の
支

援
」
、「

高

齢
者

な
ど
の

孤
立
防

止
」
、「

児
童

虐
待
防

止
」
及

び
「
貧
困

対
策

」
の

４
つ
の

テ
ー
マ
を

重
点

的
に

支
援
す

る

事
業

と
し
て

、
積
極

的
に
採
択

す
る

こ
と

と
し
た

。
 

本
年

度
の
事

後
評
価

に
あ
た
っ

て
は

、
こ

れ
ら
の

視
点
を
踏

ま
え

採
択

さ
れ
た

事
業
に
つ

い
て

、
当

初
の
事

業
計

画
が
予

定
ど
お

り
に
遂
行

さ
れ

、
期

待
し
て

い
た
成
果

が
十

分
に

表
れ
て

い
る
か
、
さ

ら
に
助

成
期
間

終

3
 

 

(
ⅱ

)
 

翌
年

度
以

降
の

助
成

対
象

テ
ー

マ
や

重
点

的
に

支
援

す
べ

き
テ

ー
マ

な
ど

国
へ

の
提

案
を

行

う
に

あ
た
っ

て
、
事
後

評
価
を

通
し

て
得

ら
れ
た

結
果
や
成

果
等

を
反

映
さ
せ

る
た
め
、
機

構
が

重
点

支
援
分

野
に
掲

げ
る
「
東

日
本

大
震

災
で
被

災
さ
れ
た

方
等

を
支

援
す
る

事
業

」、
「

高
齢

者

な
ど

の
孤
立

防
止
に

関
す
る
事

業
」
、「

児
童

虐
待

防
止
に
関

す
る

事
業

」
及
び
「
貧

困
対

策
に

関

す
る

事
業
」

と
す
る

。
 

評
価

に
あ
た

っ
て
は

、
１

つ
の

事
業

に
つ

い
て
複

数
の
評
価

者
が

同
時

に
ヒ
ア

リ
ン
グ
を

行
い

、
各
評

価
者

の
合
議

に
よ
り

総
合
評
価

の
結

果
を

決
定
す

る
と
い
う

プ
ロ

セ
ス

を
踏
む

こ
と
で
、
よ

り
客

観
的

な

評
価

を
得
る

と
と
も

に
、
各
評

価
者

か
ら

の
多
角

的
な
助
言

等
を

取
り

ま
と
め

る
こ
と
が

で
き

る
体

制
で

実
施

し
た
。
 

総
合

評
価
の

結
果
は

、
全
体
と

し
て

は
、
Ｓ

評
価

が
３
.
０
％

、
Ａ

評
価

が
４
５

.
５
％

と
な

っ
て

お
り

、

約
５

割
の
事

業
が
高

く
評
価
で

き
る

水
準

以
上
に

あ
る
と
い

う
結

果
で

あ
っ
た

。
 

表
３
 
平
成

２
３
年

度
助
成

事
業
 

ヒ
ア
リ
ン

グ
実
施

事
業
の

総
合
評

価
結
果
（

助
成
区

分
別
）
 

事
業
数

比
率

事
業
数

比
率

事
業
数

比
率

事
業
数

比
率

事
業
数

比
率

Ｓ
非
常
に
高
く
評
価
で
き
る

水
準
に
あ
る
も
の

0
0
.0
%

0
0
.0
%

3
7
.9
%

0
0
.0
%

3
3
.0
%

Ａ
高
く
評
価
で
き
る
水
準
に

あ
る
も
の

1
6

5
3
.3
%

1
1
0
0
.0
%

1
9

5
0
.0
%

9
3
0
.0
%

4
5

4
5
.5
%

Ｂ
良
好
な
水
準
に
あ
る
が
、

一
部
課
題
の
あ
る
も
の

1
4

4
6
.7
%

0
0
.0
%

1
4

3
6
.8
%

1
7

5
6
.7
%

4
5

4
5
.5
%

Ｃ
一
定
の
水
準
に
あ
る
が
、

か
な
り
課
題
の
あ
る
も
の

0
0
.0
%

0
0
.0
%

2
5
.3
%

4
1
3
.3
%

6
6
.1
%

Ｄ
全
般
的
に
多
く
の
課
題

の
あ
る
も
の

0
0
.0
%

0
0
.0
%

0
0
.0
%

0
0
.0
%

0
0
.0
%

3
0

1
0
0
.0
%

1
1
0
0
.0
%

3
8

1
0
0
.0
%

3
0

1
0
0
.0
%

9
9

1
0
0
.0
%

区
　
　
分

計

福
祉
活
動

社
会
参
加

地
域
連
携

全
国
広
域

計

 

表
４
 
平
成

２
３
年

度
助
成

事
業
 

ヒ
ア
リ
ン

グ
実
施

事
業
の

総
合
評

価
結
果
（

重
点
支

援
分
野

別
）
 

事
業
数

比
率

事
業
数

比
率

事
業
数

比
率

事
業
数

比
率

事
業
数

比
率

事
業
数

比
率

Ｓ
非
常
に
高
く
評
価
で
き
る

水
準
に
あ
る
も
の

2
4
.4
%

0
0
.0
%

0
0
.0
%

1
7
.7
%

0
0
.0
%

3
3
.0
%

Ａ
高
く
評
価
で
き
る
水
準
に

あ
る
も
の

2
0

4
4
.4
%

9
5
0
.0
%

9
4
5
.0
%

5
3
8
.5
%

2
6
6
.7
%

4
5

4
5
.5
%

Ｂ
良
好
な
水
準
に
あ
る
が
、

一
部
課
題
の
あ
る
も
の

1
9

4
2
.2
%

8
4
4
.4
%

1
0

5
0
.0
%

7
5
3
.8
%

1
3
3
.3
%

4
5

4
5
.5
%

Ｃ
一
定
の
水
準
に
あ
る
が
、

か
な
り
課
題
の
あ
る
も
の

4
8
.9
%

1
5
.6
%

1
5
.0
%

0
0
.0
%

0
0
.0
%

6
6
.1
%

Ｄ
全
般
的
に
多
く
の
課
題

の
あ
る
も
の

0
0
.0
%

0
0
.0
%

0
0
.0
%

0
0
.0
%

0
0
.0
%

0
0
.0
%

4
5

1
0
0
.0
%

1
8

1
0
0
.0
%

2
0

1
0
0
.0
%

1
3

1
0
0
.0
%

3
1
0
0
.0
%

9
9

1
0
0
.0
%

計

被
災
者
等
へ
の
支
援

高
齢
者
な
ど
の
孤
立
防
止

児
童
虐
待
防
止

貧
困
対
策

計
そ
の
他

区
　
　
分

 

な
お

、
ヒ

ア
リ

ン
グ
評

価
を
と

お
し

て
得

ら
れ
た

評
価
結
果

な
ど

に
つ

い
て
は

、
平

成
２

５
年

度
助

成

対
象

テ
ー

マ
等

の
見

直
し

に
関

す
る

国
へ

の
提

案
や

、
「

平
成

２
５

年
度

社
会

福
祉

振
興

助
成

事
業

募
集

要
領

」
に
反

映
し
、

助
成
プ
ロ

グ
ラ

ム
の

改
善
に

活
か
し
て

い
る

と
こ

ろ
で
あ

る
。
 

 ③
 
書

面
評
価

の
概
要
 

書
面

に
よ
る

評
価
は

、
平

成
２

３
年

度
の

全
５
３

８
事
業
の

う
ち

、
ヒ
ア

リ
ン
グ

評
価
の

対
象

と
な

っ

た
９

９
事
業

を
除
く

合
計
４
３

９
事

業
に

つ
い
て

、
評

価
方

針
に

基
づ

き
、
機
構

事
務
局

に
お

い
て

実
施

し
た

。
 

総
合

評
価
の

結
果
は

、
各

助
成

区
分

と
も

に
９
割

以
上
の
事

業
に

つ
い

て
、
良
好

な
水
準

以
上

に
あ

る

と
い

っ
た
評

価
が
得

ら
れ
て
お

り
、
大

半
の

助
成
事

業
が
当

初
の

事
業

計
画
に

基
づ
い
た

一
定

の
成

果
を

上
げ

て
い
る

と
考
え

ら
れ
る
。
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6
 

 

た
事

例
で
あ

る
。
 

 

連
携
・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に
は
様

々
な

機
能
・
役

割
が

あ
る
な

か
で

、
こ

こ
で
は

、
支

援
団

体
同

士
の
「

情

報
の

共
有

化
」
、

専
門

職
と
当

事
者

を
結

ぶ
「

コ
ー

デ
ィ
ネ

ー
ト

」
に

関
す

る
事

例
を
取

り
上

げ
た

が
、

何

れ
も

多
種
多

様
な
社

会
資
源
と

つ
な

が
り

な
が
ら

事
業
を
進

め
る

こ
と

で
、
更

に
連
携
・
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
の

輪
を

広
げ
、
地

域
資

源
と
の
結

び
つ

き
を

強
く
し

て
い
る
事

業
で

あ
っ

た
。
そ

う
し
た
意

味
で

は
、
助

成
先

団
体

が
事
業

計
画
の

段
階
に
お

い
て

予
め

想
定
し

た
連
携
に

よ
る

効
果

を
上
回

る
、
プ
ラ

ス
の

効
果

が
生
じ

て
い

る
も
の

も
あ
っ

た
。
 

一
方

で
、
連

携
・
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
に

よ
る

事
業
と

い
い
な
が

ら
、
本
部
・
支
部

な
ど
の
団

体
内

の
既

存
の

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
の
範

囲
に
留
ま

っ
た

こ
と

で
、
そ
の

事
業
に

期
待

さ
れ

る
成
果

や
効
果
が

十
分

に
表

れ
な
い

事
例

も
一
部

見
受
け

ら
れ
た
。
こ

の
よ
う

な
事
例

に
つ
い
て

は
、
機
構

事
務
局

が
助
成
実

施
期

間
中

に
お
い

て
事

業
の
進

捗
を
十

分
確
認
し

、
適

切
な

助
言
・

指
導
や
情

報
提

供
を

行
う
な

ど
の

対
応

が
求

め
ら

れ
る

。
 

 （
２

）
重
点

的
に
支

援
し
て
い

る
事

業
の

事
例
 

ア
．
「

東
日
本

大
震
災

で
被
災

さ
れ

た
方

等
の
支

援
」
に
関

す
る

事
業
 

①
 
巡

回
バ
ス

の
運
行

に
よ
り

点
在

す
る

仮
設
住

宅
な
ど
を

つ
な

ぐ
こ

と
で

、
避

難
住
民

や
地

域
住

民
が
結

び
つ

き
、
住

民
の
自

主
的
・
主

体
的

な
活

動
を
生

み
出
し
た

事
例
 

高
齢

の
避
難

住
民
が

多
く

、
不

便
な

場
所

に
点
在

す
る
仮
設

住
宅

を
、
従

来
か
ら

培
っ
て

き
た

コ
ミ

ュ

ニ
テ

ィ
バ
ス

の
運
行

の
ノ
ウ
ハ

ウ
を

活
か

す
こ
と

に
よ
っ
て

、
仮

設
住
宅

か
ら
ス

ー
パ
ー

、
医

療
機
関

な

ど
へ

の
外
出

の
機
会

を
提
供
す

る
と

と
も

に
定
期

的
な
サ
ロ

ン
を

開
設

す
る
こ

と
で

、
仮

設
住

宅
の

住
民

や
地

域
住
民

と
の
交

流
の
機
会

を
提

供
す

る
事
業

で
は

、
地

元
企

業
、
仮

設
自
治

会
や
地

元
の

住
民

組
織
、

大
学

、
医

療
機

関
、
福
祉

関
係

者
、
様

々
な

専
門
家

な
ど
が

連
携

す
る

こ
と
で

、
孤

立
解

消
や

健
康

保
持
・

増
進

だ
け
で

な
く
、

住
民
が
自

主
的

に
活

動
で
き

る
よ
う
な

多
面

的
な

支
援
を

実
現
し
て

い
た

。
 

更
に

こ
の
活

動
で
は

、
主

体
は

あ
く

ま
で

も
地
域

住
民
で
あ

り
、
住

民
が

自
ら
課

題
を
解

決
す

る
た

め

の
後

押
し
と

な
る
よ

う
な
ス
タ

ン
ス

で
事

業
が
進

め
ら
れ
た

こ
と

で
、
仮

設
住
宅

や
地
元

の
主

婦
層

が
中

心
と

な
っ
た

新
た
な

自
主
活
動

が
生

ま
れ

る
と
い

っ
た
シ
ナ

ジ
ー

効
果

も
表
れ

て
い
る
。

 

 

②
 
被

災
地

域
の

風
土

や
被

災
し

た
住

民
の

ニ
ー

ズ
を

十
分

考
慮

し
な

い
ま

ま
団

体
本

位
の

活
動

を
行

っ

た
こ

と
で
、

ミ
ス
マ

ッ
チ
が
生

じ
た

事
例
 

被
災

し
た

高
齢

者
の

パ
ソ

コ
ン

や
携

帯
電

話
な

ど
情

報
機

器
の

利
用

状
況

な
ど

を
十

分
に

把
握

し
な

い
ま

ま
、
Ｗ
ｅ

ｂ
を
活

用
し
た

健
康

管
理

ツ
ー
ル

の
提
供
を

行
っ

た
が

、
Ｉ

Ｔ
な

ど
に
あ

ま
り

馴
染

み
が

な
く

、
利

用
を

希
望
す

る
高
齢

者
が

少
な

か
っ
た

た
め

、
期

待
し

た
成

果
を
上

げ
ら
れ
な

い
事

例
も

見
ら

れ
た

。
 

仮
設

住
宅
な

ど
で
生

活
す
る
高

齢
者

の
健

康
管
理

を
は
じ
め

、
被

災
地
の

多
様
な

ニ
ー
ズ

に
応

え
よ

う

と
様

々
な
団

体
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ

ア
が

支
援

活
動
を

行
っ
て
い

る
。
し

か
し

、
地
域

の
風
土

や
対

象
者

の
特

性
を

考
慮
し

な
い
ま

ま
、
支
援

者
側

の
ノ

ウ
ハ
ウ

を
一
方
的

に
提

供
す

る
こ
と

で
、
被
災

者
の

ニ
ー

ズ
と

支
援

の
間
に

ミ
ス
マ

ッ
チ
を
生

む
結

果
と

な
っ
て

い
る
も
の

も
見

受
け

ら
れ
た

。
 

5
 

 

了
後

の
事
業

の
継
続

性
や
期
待

さ
れ

る
波

及
効
果

な
ど
、
審

査
・
評
価

委
員
会

委
員
に
よ

る
ヒ

ア
リ

ン
グ
評

価

を
中

心
に
検

証
を
行

っ
た
。
 

以
下

で
は

、
ヒ

ア
リ

ン
グ

評
価

等
の

結
果

に
お

い
て

、
成

果
又

は
課

題
が

確
認

さ
れ

た
事

例
を

取
り

ま
と

め
る
。
 

 

（
１

）
連
携

・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク

の
事

例
 

①
 
複

数
団
体

間
の
情

報
共
有

に
よ

っ
て

多
面
的

な
支
援
が

可
能

に
な

っ
た
事

例
 

生
活

困
窮
に

陥
っ
た

若
者
に
対

す
る

支
援

に
つ
い

て
は

、
こ

れ
ま

で
、
地

域
に
点

在
す
る

支
援

団
体

が

横
の

つ
な
が

り
が
な

い
ま
ま
バ

ラ
バ

ラ
に

取
り
組

ん
で
い
た

が
、
そ

れ
ぞ

れ
の
専

門
分
野

や
強

み
を

相
互

に
理

解
し
、
お

互
い

の
得
意
分

野
を

把
握

す
る
た

め
の
「
情

報
の

共
有

化
」
を

図
る
こ
と

で
、
そ
れ

ぞ
れ

の
団

体
に
欠

け
て
い

た
機
能
を

補
い

合
い

、
若

者
が

置
か
れ

て
い

る
環

境
や
状

態
に
柔
軟

に
対

応
し

た
多

面
的

な
支
援

を
可
能

に
す
る
と

い
う

事
例

が
見
受

け
ら
れ
た

。
 

若
者

の
生
活

困
窮
の

問
題
に
限

ら
ず

、
地
域

の
福

祉
課

題
は

複
雑

化
・
多

様
化

す
る

傾
向

に
あ

り
、
多

種
多

様
な
支

援
者
が

個
別
バ
ラ

バ
ラ

に
関

わ
る
の

で
は
な
く

、
支

援
者
同

士
が
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

を
構

築
し
、

「
情

報
の
共

有
化

」
を
図

る
こ

と
に

よ
っ

て
、
支

援
の

幅
に

広
が

り
が

持
て
る

と
と
も
に

、
ラ

イ
フ
ス

テ

ー
ジ

や
個
別

の
状
況

に
あ
わ
せ

た
、

よ
り

一
層
効

果
的
な
支

援
が

実
現

で
き
る

事
例
で
あ

る
。
 

 

②
 
様

々
な
専

門
職
や

住
民
が

関
わ

る
こ

と
で

、
精

神
障
害

者
等

の
地

域
移
行
・
定

着
を

支
え

て
い
る
事
例
 

精
神

障
害
の

あ
る
方

が
病
院
を

出
て

地
域

で
生
活

す
る
た
め

の
仕

組
み

と
し
て

、
国

の
施

策
に

よ
り

地

域
移

行
・
地
域

定
着
支

援
事
業

が
制

度
化

さ
れ
て

い
る
が
、
当

事
者

が
地

域
で
暮

ら
す
際

の
サ

ポ
ー

ト
体

制
が

十
分
機

能
し
て

い
る
と
は

い
え

ず
、
心

理
的
な

孤
立
状

態
に

陥
り

、
退

院
後

に
再
入

院
す

る
と

い
う

ケ
ー

ス
も
少

な
く
な

い
。
 

こ
の

よ
う
な

当
事
者

の
地
域
移

行
を

支
援

す
る
事

例
で
は
、
病

院
の

医
師

、
看

護
師

、
同

じ
境

遇
を

知

る
ピ

ア
サ
ポ

ー
タ
ー

、
地

域
住

民
な

ど
が

重
層
的

に
関
わ
り

合
え

る
よ

う
、
助

成
先

団
体

が
「

コ
ー
デ

ィ

ネ
ー

ト
」
の

役
割
を

担
い

、
当

事
者

の
目

線
に
立

ち
な
が
ら

、
当

事
者

と
支
援

者
を

、
あ

る
い

は
支

援
者

と
支

援
者
を

つ
な
ぐ

こ
と
で
地

域
移

行
の

実
績
を

上
げ
て
い

る
。
更

に
当

事
者
が

病
院
か

ら
地

域
へ

生
活

の
場

を
変
え

る
だ
け

で
な
く
、
当

事
者

サ
ロ

ン
→
地

域
サ
ロ

ン
→

地
域

行
事
と

、
ピ

ア
サ

ポ
ー

タ
ー

や
地

域
住

民
と
関

わ
る
居

場
所
を
段

階
的

に
設

け
る
こ

と
で

、
病

院
か

ら
地

域
へ
と

徐
々
に
暮

ら
し

の
場

を
移

し
、

地
域
の

中
に
住

み
続
け
る

環
境

づ
く

り
に
取

り
組
ん
で

い
る

。
 

 

③
 
全

国
規
模

の
団
体

の
組
織

間
の

連
携

に
留
ま

っ
た
り
、
被

災
地

の
行

政
や
他

団
体
と

の
連

携
が

十
分
と

れ
な

い
こ
と

で
活
動

に
広
が
り

が
感

じ
ら

れ
な
い

事
例
 

全
国

規
模

で
活

動
を

展
開

し
て

い
る

団
体

が
支

部
と

の
連

携
に

よ
っ

て
被

災
地

域
へ

の
支

援
を

行
う

事
業

の
中
に

は
、
団
体

の
本
部

と
支

部
の

間
で
の

情
報
交
換

に
留

ま
り

、
被

災
地

で
活
動

す
る

他
の

団
体

や
中

間
支
援

組
織

、
も

し
く
は

現
地

の
行

政
機
関

や
公
的
機

関
と

の
連

携
が
と

れ
な
か
っ

た
こ

と
で

、
助

成
に

よ
る
成

果
や
効

果
に
社
会

的
な

広
が

り
を
感

じ
ら
れ
な

い
ケ

ー
ス

が
一
部

見
受
け
ら

れ
た

。
 

被
災

地
域
の

潜
在
的

な
ニ
ー
ズ

を
把

握
で

き
ず

、
事

業
の
効

果
を

十
分

に
上
げ

る
こ
と
が

で
き

な
か

っ
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点
在

す
る
集

落
か
ら

多
世
代
の

住
民

が
参

加
で
き

る
交
流
会

を
開

催
し

た
こ
と

で
、
地
域

の
過

疎
化

や
高

齢
化

と
い
っ

た
課
題

に
つ
い
て

参
加

し
た

住
民
の

関
心
が
高

ま
り

、
集
落

間
の
住

民
が
お

互
い

に
支

え
あ

う
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
の

構
築
に
つ

な
が

っ
て

い
る
事

例
が
見
ら

れ
た

。
 

山
間

部
の
婦

人
会
が

立
ち
上
げ

た
こ

の
事

業
を
き

っ
か
け
に

、
地

域
の
活

性
化
に

取
り
組

む
気

運
が

高

ま
り

、
現

在
で

は
、
新

た
に
創

設
し

た
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法

人
が
こ
の

事
業

を
承

継
し

、
町
づ

く
り

の
一

環
と

し
て

継
続

さ
れ
て

い
る
。
 

 高
齢

者
や
障

害
者
な

ど
の
孤
立

防
止

に
関

す
る
事

業
で
は
、
配

食
や

ち
ょ

っ
と
し

た
ご
用

聞
き

な
ど

の
サ

ー
ビ

ス
を
通

じ
た
見

守
り
活
動

や
、
地
域

住
民
と

の
交
流
の

場
を

提
供

す
る
サ

ロ
ン
の
開

催
な

ど
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ

な
ら

で
は
の

様
々
な

工
夫
が
施

さ
れ

た
活

動
が
、

徐
々
に
で

は
あ

る
が

全
国
各

地
に
広
ま

り
つ

つ
あ

る
。
 

ま
た

、
前
述

の
事
例

に
も
あ
る

よ
う

に
、
こ

れ
ら

の
活
動
の

中
に

は
、
高

齢
者

や
障
害
者

な
ど

が
支

援
の

受
け

手
と
な

る
だ
け

で
は
な
く

、
支

援
の

担
い
手

と
し
て
各

々
の

持
っ

て
い
る
「

力
」
を

発
揮

す
る

活
動
に

発
展

し
て
い

る
ケ
ー

ス
も
見
受

け
ら

れ
、
当

事
者

自
身
が
地

域
の

中
で

役
割
を

持
つ
こ
と

で
、
社
会

参
加
や

自
立

生
活
、

就
労
支

援
の
側
面

か
ら

の
効

果
も
期

待
さ
れ
る

。
 

 

ウ
．
「

児
童
虐

待
防
止

」
に
関

す
る

事
業
 

①
 
多

職
種
に

よ
る
、
当
事
者

を
中

心
と

し
た
い

意
識
調
査

、
支
援

セ
ミ
ナ

ー
を
通

じ
て

、
薬
物

依
存
症

女

性
の

子
育
て

支
援
の

ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク

が
広

が
っ
た

事
例
 

こ
れ

ま
で
注

目
さ
れ

に
く
か
っ

た
薬

物
依

存
か
ら

の
回
復
支

援
と

、
児
童

虐
待
防

止
と
い

う
両

面
か

ら

の
課

題
解
決

に
着
目

し
、
児
童

福
祉

、
教
育

、
医
療

、
子

育
て

支
援

な
ど

の
生
活

全
般
の
課

題
に

つ
い

て
、

こ
れ

ま
で
当

事
者
に

対
し
て
別

々
に

ア
プ

ロ
ー
チ

さ
れ
が
ち

で
あ

っ
た

支
援
を

、
そ

れ
ぞ

れ
の

分
野

が
つ

な
が

り
合
い

、
多
領

域
か
ら
成

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

を
構
築
す

る
事

例
が

見
ら
れ

た
。
 

薬
物

依
存
と

い
う
問

題
と

、
ハ

イ
リ

ス
ク

な
親
を

も
つ
子
ど

も
の

問
題

を
、
双
方

の
視
点

か
ら

可
視

化

す
る

こ
と
で

、
こ

れ
ま

で
に
な

か
っ

た
当

事
者
本

位
の
多
面

的
な

支
援

に
つ
な

が
る
こ
と

が
期

待
さ

れ
る

事
例

で
あ
る

。
 

 

②
 
専

門
性
の

高
い
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

に
よ

っ
て

、
地

域
の
特

性
に

配
慮

し
た
子

育
て
支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
の
開

発
に

取
り
組

む
事
例
 

家
庭

訪
問
に

よ
っ
て

虐
待
防
止

に
つ

な
げ

る
事
業

で
は

、
行

政
の

専
門

職
、
家

庭
訪

問
の

実
践

者
、
研

究
者

な
ど
の

専
門
家

が
連
携
し

な
が

ら
、
海

外
に
お

い
て
虐

待
の

防
止

効
果
が

実
証
さ
れ

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
用

い
、
潜
在

的
な
リ

ス
ク
を

も
つ

家
庭

を
早
期

に
発
見
し

良
好

な
親

子
関
係

を
築
く
た

め
、
地

域
の

特

性
に

配
慮
し

た
モ
デ

ル
的
な
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム
を

試
行
す
る

事
例

が
見

ら
れ
た

。
 

出
産

後
間
も

な
い
家

庭
を

、
行

政
や

地
域

の
子
育

て
支
援
団

体
が

連
携

し
、
保
健

師
に
家

庭
訪

問
員

が

同
行

し
て
育

児
に
関

す
る
き
め

細
か

な
助

言
等
を

行
う
こ
と

で
、
そ

の
後

の
ス
ム

ー
ズ
な

家
庭

訪
問

支
援

を
実

現
さ
せ

、
当
事

者
の
家
庭

に
あ

る
リ

ス
ク
を

早
期
に
発

見
し

て
い

る
点
は

注
目
さ
れ

る
。
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今
後

の
支
援

に
あ
た

っ
て

、
よ

り
適

切
な

も
の
と

な
る
た
め

の
課

題
が

示
さ
れ

た
も
の
で

あ
り

、
改
善

に
活

か
し
て

い
き
た

い
。
 

 

本
年

度
の
事

後
評
価

の
対
象
と

な
っ

た
被

災
さ
れ

た
方
等
へ

の
支

援
に

関
す
る

事
業
で
は

、
震

災
直
後

の

復
旧

期
か
ら

復
興
期

に
さ
し
か

か
る

間
に

、
避
難

所
や
仮
設

住
宅

で
生

活
す
る

方
々
、
あ

る
い

は
県

外
で
避

難
生

活
を
送

る
方
々

に
対
し
て

、
移

送
サ

ー
ビ
ス

や
サ
ロ
ン

の
開

催
な

ど
、
震

災
に
よ
っ

て
分

断
さ

れ
た
人

と
人

を
つ
な

ぐ
支
援

が
多
く
見

受
け

ら
れ

た
。
 

震
災

か
ら
２

年
が
経

過
し
、
復

興
期

と
も

呼
ば
れ

る
時
期
に

は
あ

る
が

、
未
だ

に
目
に
見

え
る

進
捗

の
感

じ
ら

れ
な
い

ま
ま
仮

設
住
宅
等

で
暮

ら
し

続
け
る

被
災
者
も

多
く

、
ア

ル
コ
ー

ル
依
存
や

虐
待

、
自

殺
な
ど

と
い

っ
た
リ

ス
ク
が

高
ま
る
こ

と
も

予
想

さ
れ
る

。
ま
た
、
民

間
ア
パ

ー
ト
等

の
借
り
上

げ
に

よ
る

、
い
わ

ゆ
る
「

み
な

し
仮
設

」
に

避
難

さ
れ

て
い

る
方
々

に
関
し
て

は
、
地
元

の
自
治

体
や
社
会

福
祉

協
議

会
も
情

報
を

把
握
仕

切
れ
て

お
ら
ず
、

十
分

な
支

援
の
手

が
行
き
届

い
て

い
る

と
は
言

え
な
い
可

能
性

も
あ

る
。
 

今
後

、
ま
す

ま
す
多

様
化
・
個

別
化

す
る

で
あ
ろ

う
被
災
者

の
ニ

ー
ズ

に
対
し

て
は
、
多

様
な

担
い

手
が

連
携
・
協
働

し
な
が

ら
、
復
興

期
か

ら
次

の
段
階

に
向
け
た

中
・
長
期

的
な
支

援
が
求
め

ら
れ

る
。
そ

の
意

味
で

も
、
本

助
成
事

業
の
果
た

す
べ

き
役

割
は
大

き
く
、
引

き
続

き
支

援
を
行

っ
て
い
か

な
け

れ
ば

な
ら
な

い
と

認
識
し

て
い
る

。
 

被
災

地
に
お

い
て
は

、
震
災
直

後
か

ら
現

在
の
復

興
期
に
至

る
ま

で
、
段

階
に

応
じ
た
様

々
な

支
援

が
行

わ
れ

て
い
る

。
本
助

成
事
業
に

お
い

て
も

、
平
成

２
３
年
度

の
１

次
募

集
以
来

、
様
々
な

被
災

地
へ

の
支
援

に
助

成
を
行

っ
て
い

る
が
、
事

後
評

価
に

お
い
て

認
め
ら
れ

た
多

く
の

優
れ
た

事
例
だ
け

で
な

く
、
一

部
失

敗
事

例
も
含

め
、
事

業
の
効
果

や
失

敗
の

原
因
な

ど
得
ら
れ

た
情

報
を

整
理
し

、
助
成
先

団
体

の
助

言
等
に

活
用

す
る
必

要
が
あ

る
も
の
と

考
え

る
。
 

 

イ
．
「

高
齢
者

な
ど
の

孤
立
防

止
」

に
関

す
る
事

業
 

①
 
商

店
街
の

空
店
舗

を
拠
点

に
、
障
害

者
が

担
い

手
と
な

り
、
高
齢

者
へ

の
配

食
サ
ー

ビ
ス

や
地

域
交
流

サ
ロ

ン
の
運

営
を
行

う
こ
と
で

、
地

域
の

活
性
化

に
取
り
組

む
事

例
 

商
店

街
や
町

会
の
協

力
を
得
な

が
ら

、
商
店

街
の
空

き
店
舗

を
活

用
し

た
フ
リ

ー
ス
ペ
ー

ス
を

拠
点

に
、

障
害

者
が
担

い
手
と

な
り

、
外

出
が

困
難

な
独
居

高
齢
者
へ

の
配

食
サ

ー
ビ
ス

や
安
否
確

認
、
地

域
で

暮

ら
す

方
々
が

気
軽
に

参
加
で
き

る
サ

ロ
ン

の
運
営

を
行
う
こ

と
で

、
高
齢

者
の
地

域
か
ら

の
孤

立
防

止
と
、

精
神

障
害
者

の
就
労

の
場
づ
く

り
の

双
方

に
効
果

が
表
れ
て

い
る

事
例

が
見
ら

れ
た

。
ま

た
、
フ

リ
ー

ス

ペ
ー

ス
の

運
営

だ
け

で
な

く
、

夏
祭

り
や

避
難

訓
練

な
ど

地
域

の
行

事
へ

の
計

画
的

な
参

加
に

よ
っ

て
、

高
齢

者
や
障

害
者

、
地
域

住
民

が
同

じ
時

間
を
共

有
し

、
利

用
者

同
士

の
つ
な

が
り
を
深

め
て

お
り

、
高

齢
者

や
障
害

者
が
地

域
住
民
と

し
て

自
然

に
参
加

で
き
る
工

夫
な

ど
は

、
孤

立
を

防
止
す

る
有

効
な

手
段

と
し

て
期
待

さ
れ
る

事
例
で
あ

る
。
 

 

②
 
限

界
集
落

で
生
活

す
る
独

居
高

齢
者

の
見
守

り
活
動
か

ら
、
地

域
の

多
世
代

が
互
い

に
支

え
合

う
ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク
の

構
築
に

発
展
し
た

事
例
 

地
域

の
婦

人
会

が
中

心
と

な
り

、
限

界
集

落
の

独
居

高
齢

者
や

高
齢

者
世

帯
の

見
守

り
活

動
に

加
え
、
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②
 
社

会
的
に

十
分
認

知
さ
れ

る
こ

と
の

少
な
い

若
者
ホ
ー

ム
レ

ス
の

問
題
を

可
視
化
し

、
有

機
的
な

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク
の

構
築
に

よ
っ
て
、

若
者

の
状

況
に
応

じ
た
自
立

支
援

に
取

り
組
む

事
例
 

こ
の

事
例
で

は
、
若

者
支

援
や

障
害

者
支

援
、
児

童
養

護
施

設
出

身
者

の
支
援

な
ど

、
生

活
困

窮
に

陥

り
や

す
い
と

思
わ
れ

る
分
野
の

支
援

者
が

、
ホ

ー
ム

レ
ス
問

題
の

現
状

を
共
有

し
、
問
題

解
決

に
向

け
た

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
を
立

ち
上
げ
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
生

活
困
窮

に
陥

っ
た

、
あ

る
い

は
陥
る

恐
れ

の
あ

る
若

者
の

状
況
に

応
じ
た

、
心
的
ケ

ア
、
住
ま

い
の
確

保
、
居
場

所
づ

く
り

、
就
労

な
ど
様
々

な
支

援
を

行
う

体
制

を
構
築

す
る
も

の
で
あ
る

。
 

リ
ー

マ
ン
シ

ョ
ッ
ク

後
、
２
０

代
、

３
０

代
の
若

者
ホ
ー
ム

レ
ス

や
「

ニ
ー
ト

」
や
「
ひ

き
こ

も
り

」

と
い

っ
た
生

活
困
窮

の
予
備
軍

が
急

増
し

て
い
る

が
、
い
っ

た
ん

ホ
ー

ム
レ
ス

に
な
っ
て

し
ま

っ
た

若
者

が
そ

の
状
態

を
抜
け

出
し
、
再

び
担

い
手

と
し
て

社
会
に
復

帰
す

る
た

め
の

サ
ポ

ー
ト

体
制

は
少

な
い

。
 

こ
の

ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

の
立
ち
上

げ
に

よ
っ

て
多
面

的
な
支
援

が
可

能
に

な
る
と

と
も
に
、
若

者
ホ

ー
ム

レ

ス
の

予
防
的

な
効
果

も
期
待
で

き
る

事
例

で
あ
る

。
 

 生
活

困
窮
の

問
題
は

、
近
年
、
長

引
く
経

済
情
勢

の
悪
化
な

ど
に

よ
っ

て
若
年

層
に
も
広

が
り

、
誰

も
が

陥
り

か
ね
な

い
状
況

に
な
り
つ

つ
あ

る
。
 

前
述

の
事

例
の

よ
う

に
、
「
ニ

ー
ト

」
や

「
ひ

き
こ

も
り
」

な
ど

、
こ

れ
ま

で
社

会
的
に

十
分

認
知

さ
れ

る
こ

と
の
少

な
か
っ

た
若
者
の

生
活

困
窮

の
問
題

は
、
貧
困
・
格

差
対

策
の
一

環
と
し
て

行
政

の
施

策
に
お

い
て

も
重
点

課
題
に

位
置
付
け

て
い

る
。
 

本
助

成
事
業

に
お
い

て
も
、
若

者
の

生
活

困
窮
の

問
題
を
深

刻
な

福
祉

課
題
と

と
ら
え
、
生

活
困
窮

の
若

者
の

ス
テ
ー

ジ
に
応

じ
た
多
様

な
就

労
支

援
、
自
立

生
活
の

支
援

に
関

す
る
事

業
を
次
年

度
の

新
た

に
設
定

す
べ

き
テ
ー

マ
で
あ

る
と
考
え

る
。

 

  ３
．

ま
と
め
 

平
成

２
３
年

度
助
成

事
業
の
自

己
評

価
、
ヒ
ア

リ
ン
グ

評
価

、
書
面

評
価
な

ど
を
実

施
し

た
結

果
か

ら
、
ほ

と
ん

ど
の
助

成
事
業

に
お
い
て

、
概

ね
当

初
の
事

業
計
画
に

沿
っ

た
事

業
の
実

施
、
事
業

目
標

の
達

成
が
為

さ

れ
て

い
る
こ

と
が
確

認
さ
れ
た

。
特

に
ヒ

ア
リ
ン

グ
評
価
の

結
果

で
は

、
一
定

の
水
準
以

上
の

成
果

を
上
げ

て

い
る

こ
と
が

認
め
ら

れ
た
。
 

こ
れ

ら
の
事

後
評
価

の
結
果
に

つ
い

て
は

、
次
年

度
以
降
の

助
成

先
選

定
や
助

成
事
業
の

仕
組

み
そ

の
も
の

の
改

善
に
反

映
す
る

な
ど
、
こ

の
評

価
事

業
の
目

的
た
る
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
サ

イ
ク
ル

に
よ
る
連

続
的

な
事

業
改
善

に

活
か

す
こ
と

が
求
め

ら
れ
て
い

る
。
 

以
下

に
お
い

て
は
、
こ

う
し
た

結
果

な
ど

を
基
に

し
つ
つ
、
今

後
機
構

が
取
り

組
む
べ
き

課
題

や
助

成
事
業

の
方

向
性
に

つ
い
て

、
審
査
・

評
価

委
員

会
と
し

て
提
起
し

て
い

く
こ

と
と
す

る
。
 

 （
１

）
平
成

２
３
年

度
助
成
事

業
か

ら
見

え
て
き

た
課
題
 

①
 
事

業
成
果

の
取
り

ま
と
め

及
び

公
表

、
普
及

の
あ
り
方

 

国
庫

補
助
金

に
よ
る

助
成
が
、
他

の
団
体

や
地
域

へ
の
同
様

の
事

業
の

普
及
、
発

展
を
主

眼
の

一
つ

と
し

9
 

 

③
 
虐

待
防
止

に
お
け

る
親
支

援
の

必
要

性
の
認

知
度
が
未

だ
低

く
、
事

業
へ
の

理
解
や

参
加

者
が

思
う
よ

う
に

得
ら
れ

て
い
な

い
事
例
 

児
童

虐
待
防

止
の
実

践
活
動
な

ど
地

域
に

根
差
し

取
り
組
ん

で
き

た
団

体
が

、
支

援
の
対

象
地

域
を

広

げ
、
子

育
て
支

援
に
関

わ
る
専

門
家

や
子

育
て
中

の
親
を
対

象
に

、
親
支

援
に
関

す
る
セ

ミ
ナ

ー
等

を
開

催
し

た
も
の

の
、
参
加

者
の
数

が
伸

び
悩

み
、
十
分

な
効
果

が
得

ら
れ

て
い
な

い
と
思
わ

れ
る

事
例

も
見

ら
れ

た
。
 

親
支

援
の
必

要
性
に

つ
い
て
、
地

域
の

子
育

て
支
援

の
専
門

家
や

住
民

に
、
未
だ

に
十
分

な
理

解
を

得

ら
れ

て
い
な

い
こ
と

も
要
因
と

考
え

ら
れ

る
。
こ
の

よ
う
な

事
例

で
は

、
支

援
の

必
要
性

や
事

業
の

実
施

に
よ

る
効
果

な
ど
に

つ
い
て
、
地

域
住

民
等

の
関
心

を
高
め

る
た

め
の

広
報
活

動
が
今
後

の
課

題
で

あ
る
。 

 

前
述

の
事
例

の
よ
う

に
、
親
が

薬
物

依
存

症
の
世

帯
や
精
神

疾
患

な
ど

の
障
害

を
抱
え
て

い
る

世
帯

、
ひ

と
り

親
世
帯

な
ど
、
制

度
・
施

策
を

ま
た

が
っ
た

対
応
が
必

要
な

世
帯

で
は
、
社

会
資
源

へ
の

つ
な

が
り
難

さ
や

制
度
間

の
連
携

が
不
十
分

な
こ

と
か

ら
、
世

帯
そ
の
も

の
が

地
域

か
ら
孤

立
し
や
す

く
、
生
活

の
困
難

さ
や

育
児
ス

ト
レ
ス

に
よ
る
児

童
へ

の
虐

待
も
多

く
み
ら
れ

る
。
ま
た

、
こ

の
よ

う
な
ハ

イ
リ

ス
ク

な
家
庭

に
限

ら
ず
、
核

家
族

化
や
近
隣

住
民

と
の

つ
な
が

り
の
希
薄

化
に

よ
っ

て
、
若

い
母
親
な

ど
が

子
育

て
の
ス

キ
ル

を
持
た

な
い
ま

ま
孤
独
な

子
育

て
を

行
っ
て

い
る
家
庭

も
多

く
、
虐

待
の

リ
ス
ク
は

、
今

や
一

見
普
通

の
家

庭
に
お

い
て
も

高
ま
っ
て

い
る

。
 

虐
待

に
よ
る

児
童
の

死
亡
事
件

は
後

を
絶

た
ず

、
メ

デ
ィ
ア

の
報

道
な

ど
に
よ

っ
て
国
民

の
関

心
は

高
ま

り
つ

つ
あ
り

、
社
会

的
養
護
を

必
要

と
す

る
児
童

へ
の
制
度
・
施

策
も

増
え
て

い
る
一
方

で
、
親
へ

の
支
援

の
必

要
性
に

つ
い
て

は
未
だ
に

関
心

の
低

さ
が
う

か
が
え
る

。
本

助
成

事
業
で

は
、
引
き

続
き

、
ハ

イ
リ
ス

ク
な

家
庭

へ
の

支
援

と
と

も
に

予
防

的
支

援
の

視
点

を
持

っ
た

活
動

も
注

目
す

べ
き

テ
ー

マ
で

あ
る

と
考

え
る

。
 

 

エ
．
「

貧
困
対

策
」
に

関
す
る

事
業
 

①
 
フ

ー
ド
バ

ン
ク
事

業
を
通

じ
、
地

域
の
様

々
な
社

会
資

源
が

連
携
・
協

働
す
る

こ
と

で
、
行

政
だ
け

で

は
不

可
能
だ

っ
た
予

防
的
な
支

援
を

実
現

し
た
事

例
 

地
元

の
企
業

や
商
店

、
農

家
な

ど
か

ら
、
品

質
に
は

問
題
な

い
が

包
装

不
備
な

ど
で
商
品

価
値

を
失

っ

た
食

品
や
規

格
外
作

物
を
無
償

で
譲

り
受

け
、
生
活

困
窮
世

帯
に

こ
れ

ら
の
食

品
を
提
供

す
る

フ
ー

ド
バ

ン
ク

事
業
で

は
、
行

政
や
民
生

委
員

、
地

域
の
団

体
は
も
と

よ
り

、
企

業
な
ど

と
の
連
携

に
よ

っ
て

、
行

政
だ

け
で

は
不

可
能

だ
っ

た
生

活
保

護
や

野
宿

生
活

に
至

る
前

の
予

防
的

な
支

援
と

し
て

の
効

果
が

見

ら
れ

、
結
果

と
し
て

、
活
動
地

域
の

生
活

保
護
費

の
増
加
の

抑
制

に
も

つ
な
が

る
事
例
が

見
ら

れ
た

。
 

こ
の

事
例
は

、
平

成
２

２
年
度

及
び

平
成

２
３
年

度
の
連
続

助
成

に
よ

っ
て
事

業
の
立
ち

上
が

り
の

時

期
を

財
政
面

か
ら
支

え
た
こ
と

で
、
支

援
の

対
象
地

域
が
更

に
広

が
る

と
と
も

に
、
地
域

に
お

け
る

団
体

の
信

用
度
や

活
動
の

認
知
度
が

上
が

り
、
連

携
・
協

働
す
る

機
関
・
団

体
が

増
加

す
る

こ
と

で
継

続
性

・

安
定

性
に
つ

な
が
っ

た
一
例
で

あ
り

、
一

層
の
効

果
を
上
げ

て
い

る
も

の
と
考

え
ら
れ
る

。
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1
2
 

 

助
成

先
団
体

か
ら
提

出
さ
れ
た

自
己

評
価

書
や
フ

ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ

調
査

の
記
述

、
ヒ

ア
リ

ン
グ

評
価

の
際

な
ど

に
お
い

て
も
、
多

く
の
団

体
、
特
に

地
域
で

活
動
す
る

団
体

が
、
他

の
助

成
財
団
を

含
め

た
助

成
情
報

を
は

じ
め
と

す
る
財

源
確
保
の

方
法

や
、
制

度
・
施

策
の
動

向
、
先
進

事
例
や

そ
の
ノ
ウ

ハ
ウ

な
ど

の
情
報

提
供

を
求
め

て
い
る

こ
と
が
わ

か
る

。
 

今
後

は
効
率

化
を
図

り
な
が
ら

も
更

に
こ

う
し
た

活
動
に
力

を
入

れ
、
実

施
方
法

を
一
層

工
夫

す
る

こ
と

に
よ

り
、
公

費
に
よ

る
助
成
の

適
正

な
執

行
に
努

め
る
と
と

も
に

、
助

成
を
受

け
た
団
体

に
対

す
る

ア
ド
バ

イ
ス

を
行
う

こ
と
で

、
確
実
に

利
用

者
の

利
便
や

サ
ー
ビ
ス

向
上

に
つ

な
げ
、
よ

り
大
き

な
成

果
が

も
た
ら

さ
れ

る
よ
う

な
支
援

を
す
る
必

要
が

あ
る

。
 

そ
の

た
め
に

は
、
当

然
な
が
ら

機
構

事
務

局
の
専

門
性
の
一

層
の

向
上

が
必
要

で
あ
る
。
米

国
や
国

内
の

一
部

の
助
成

財
団
な

ど
で
は
、
い

わ
ゆ
る

プ
ロ
グ

ラ
ム
・
オ

フ
ィ

サ
ー

や
フ
ァ

ン
ド
レ
イ

ザ
ー

と
呼

ば
れ
る

専
門

ス
タ
ッ

フ
が
配

置
さ
れ
、
事

業
の
企

画
段
階

か
ら
助
成

事
業

の
実

施
中
、
助

成
終
了

後
の

フ
ォ

ロ
ー
ア

ッ
プ

ま
で
の

期
間
を

通
じ
て
、
事

業
や

団
体

の
発
展

過
程
に

合
わ

せ
た

助
言
や

情
報
提
供

な
ど

側
面

的
な
支

援
を

行
う
こ

と
で
、

事
業
の
成

果
を

よ
り

高
め
て

い
る
事
例

も
見

ら
れ

る
。
 

審
査
・
評
価

委
員
会

に
お
い
て

は
、
予
て

よ
り
プ

ロ
グ
ラ
ム
・
オ

フ
ィ

サ
ー
の

導
入
に
向

け
た

検
討

に
つ

い
て

提
起
し

て
い
る

と
こ
ろ
で

あ
る

が
、
現

在
の

機
構
事
務

局
は

、
限

ら
れ
た

人
員
で
助

成
応

募
の

受
け
付

け
か

ら
助
成

事
業
の

選
定
に
係

る
事

務
、
助

成
事

業
実
施
後

の
事

業
評

価
に
加

え
、
国
庫

補
助

制
度

に
よ
る

適
正

な
執
行

管
理
も

求
め
ら
れ

て
お

り
、
現

状
で

は
、
前
述

の
よ

う
な

専
門
ス

タ
ッ
フ
を

配
置

す
る

状
況
に

は
な

い
。
 

し
か

し
な
が

ら
、
助

成
事
業
に

関
わ

る
ス

タ
ッ
フ

は
少
な
く

と
も

プ
ロ

グ
ラ
ム
・
オ
フ
ィ

サ
ー

又
は

フ
ァ

ン
ド

レ
イ
ザ

ー
的
な

視
点
を
持

っ
て

、
よ
り

顧
客
ニ

ー
ズ
に

沿
っ

た
連

続
性
の

あ
る
支
援

を
行

う
べ

き
役
割

を
担

っ
て
お

り
、
助

成
事
業
を

充
実
・
発

展
さ
せ

て
い
く
た

め
に

は
、
一

層
の

業
務
の
効

率
化

を
図

る
と
と

も
に

、
適

切
か

つ
最
大

の
効
果

を
上

げ
ら

れ
る
よ

う
な
支
援

の
で

き
る

専
門
性

と
顧
客
本

位
の

事
務

局
体
制

の
整

備
が
、

今
後
は

必
要
に
な

る
と

認
識

を
持
っ

て
い
る
。

 

 （
２

）
助
成

制
度
の

改
善
・
充

実
に

向
け

た
今
後

の
在
り
方

 

以
上

の
よ

う
な

課
題

を
踏

ま
え

て
、

一
層

の
改

善
・

充
実
に

向
け

て
助

成
事

業
、

評
価
事

業
を

通
し

て
、

具
体

的
に
実

施
す
べ

き
事
柄
に

つ
い

て
、

審
査
・

評
価
委
員

会
と

し
て

以
下
の

通
り
提
起

す
る

。
 

①
 
 評

価
結

果
の

更
な
る

活
用
 

前
述

の
よ
う

に
、
ヒ

ア
リ
ン
グ

評
価

時
以

外
に
も

助
成
相
談

、
事

業
実

施
中
の

進
捗
状
況

調
査

な
ど

、
そ

の
時

々
の
機

会
を
捉

え
、
助
成

事
業

に
携

わ
る
職

員
が
連
続

性
を

持
っ

た
支
援

を
よ
り
積

極
的

に
実

施
し
て

い
く

に
当
た

っ
て
は

、
こ
れ
ま

で
以

上
に

、
評
価

事
業
を
通

し
て

得
ら

れ
た
結

果
や
そ
の

集
積

デ
ー

タ
、
優

良
な

事
業
事

例
や
そ

の
ノ
ウ
ハ

ウ
な

ど
を

、
助
成

先
団
体
の

運
営

や
事

業
に
巧

み
に
還
元

し
、
資
金

助
成
だ

け
で

な
く
、
助

成
先

団
体
の
体

力
を

強
化

す
る
と

と
も
に
、
利

用
者
サ

イ
ド
に

沿
っ
た
支

援
を

実
現

さ
せ
る

必
要

が
あ
る

。
 

し
た

が
っ
て

、
評
価

に
よ
っ
て

得
ら

れ
た

知
見
や

普
遍
化
さ

れ
得

る
チ

ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト

な
ど

は
、
Ｐ

Ｄ

Ｃ
Ａ

に
よ
る

内
部
改

善
に
活
か

す
こ

と
は

も
と
よ

り
、
他
の

助
成

団
体

や
そ
の

先
の
エ
ン

ド
ユ

ー
ザ

ー
の
た

め
の

サ
ー
ビ

ス
向
上

を
見
据
え

た
支

援
に

活
用
す

る
必
要
が

あ
る

。
 

1
1
 

 

て
い

る
こ
と

を
考
え

る
な
ら
ば

、
事

業
を

着
実
に

実
施
す
る

こ
と

と
併

せ
て
、
そ

の
事
業

成
果

を
的

確
に
取

り
ま

と
め
、
然

る
べ

き
関
係
団

体
や

関
係

機
関
等

に
対
し
配

布
・
情
報

提
供
す

る
な
ど
、
積

極
的
に

情
報
発

信
し

て
い
く

こ
と
が

重
要
で
あ

る
。
 

し
か

し
な
が

ら
、
助

成
事
業
の

中
に

は
、
先

駆
的

な
事
業
を

実
施

し
て

も
、
そ

の
取
組
み

内
容

や
成

果
に

つ
い

て
適
切

な
取
り

ま
と
め
、
公

表
が
行

わ
れ
ず

、
団

体
内

で
の

成
果

に
留
ま

っ
て
い
る

事
例

や
、
成

果
物

の
配

布
先

や
配

布
部

数
あ

る
い

は
情

報
提

供
方

法
に

つ
い

て
十

分
な

検
討

が
行

わ
れ

て
い

な
い

事
例

が
一

部
見

受
け
ら

れ
た
。
 

こ
の

点
に
つ

い
て
は

、
本
年
１

月
に

、
機

構
事
務

局
が
平
成

２
４

年
度

助
成
事

業
の
助
成

先
団

体
を

対
象

に
開

催
し
た
「

助
成

事
業
完
了

に
伴

う
事

務
説
明

会
」
に
お

い
て

、
事

業
報
告

書
の
作
成

及
び

公
表

の
必
要

性
等

に
つ
い

て
周
知

を
図
っ
た

と
こ

ろ
で

あ
る
が

、
機

構
事

務
局

は
、
引

き
続
き

、
助
成

先
団

体
へ

の
助
言
・

指
導

に
努
め

る
と
と

も
に
、
募

集
の

要
望

に
当
っ

て
は
、
助

成
先

団
体

が
、
助

成
事
業
の

シ
ー

ズ
効

果
あ
る

い
は

社
会
的

波
及
効

果
を
高
め

る
よ

う
な

事
業
成

果
の
取
り

ま
と

め
や

公
表

、
普

及
の
あ

り
方

に
つ

い
て
十

分
留

意
し
て

事
業
を

企
画
す
る

よ
う

周
知

徹
底
を

図
る
必
要

が
あ

る
。
 

 

②
 
計

画
時
か

ら
事
業

実
施
期

間
中

に
お

け
る
助

成
団
体
へ

の
助

言
・

指
導
、

情
報
提
供

等
 

本
助

成
事
業

で
は

、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
等

が
行

う
活

動
の
立

ち
上
げ
支

援
に

つ
い

て
も
重

点
的
に
助

成
を

行
う

こ
と

と
し

て
い
る

が
、
行
政

の
補
助

又
は

委
託

に
よ
る

事
業
や
助

成
事

業
等

の
遂
行

経
験
の
乏

し
い

小
規

模
な
団

体
、
あ

る
い
は

専
従
の

事
務
ス

タ
ッ

フ
を

配
置
せ

ず
ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
の

み
で
構

成
さ
れ
て

い
る

草
の

根
団
体

な
ど

の
場
合

は
、
本
助

成
事
業

の
よ

う
に

比
較
的

規
模
の
大

き
な

事
業

の
企
画

や
事
業
進

捗
の

マ
ネ

ジ
メ
ン

ト
に

関
す
る

経
験
は

一
般
的
に

少
な

い
。
ま

た
、
経

験
の
豊

富
な

中
規

模
以
上

の
団
体
で

あ
っ

て
も

、
助
成

事
業

を
遂
行

す
る
こ

と
に
重
き

を
置

く
あ

ま
り

、
事

業
実
施

期
間

中
の

経
理
処

理
や
進
捗

管
理

な
ど

が
お
ざ

な
り

に
な
り

、
当

初
計

画
時
に

期
待

さ
れ

た
成
果

を
十
分
に

上
げ

ら
れ

て
い
な

い
事
例
も

一
部

見
受

け
ら
れ

て
い

る
。
 

平
成

２
３
年

度
に
お

い
て
は
、
５

４
１
件

の
団
体

に
約
２
０

億
円

の
助

成
を
行

い
、
そ
の

２
割

程
の

事
業

に
つ

い
て
審

査
・
評

価
委
員
会

委
員

、
専

門
員
及

び
機
構
事

務
局

が
ヒ

ア
リ
ン

グ
評

価
を

実
施

し
て

い
る

。
 

ま
た

、
機
構

事
務
局

で
は

、
助

成
相

談
窓

口
の
設

置
等
に
よ

る
企

画
段

階
の
助

成
相
談
、
助

成
先
団

体
を

対
象

と
し
た

事
務
説

明
会
の
開

催
、
助
成

期
間
中

の
進
捗
状

況
調

査
に

お
け
る

助
言
や
事

務
指

導
、
メ

ー
ル

マ
ガ

ジ
ン
「

Ｗ
Ａ
Ｍ

助
成
通
信

」
の

配
信

を
通
じ

た
情
報
提

供
な

ど
、
様

々
な

場
面
で
工

夫
を

凝
ら

し
な
が

ら
助

成
先
団

体
等
へ

の
フ
ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

を
行
っ

て
い
る
と

こ
ろ

で
あ

る
。
 

こ
う

し
た

各
種

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

は
、

事
業

の
計

画
段
階

、
事

業
実

施
期

間
中

、
助
成

終
了

後
な

ど
、

そ
れ

ぞ
れ
の

段
階
に

合
わ
せ
た

助
言
・
支

援
が
可

能
で
あ
る

。
ヒ

ア
リ

ン
グ
評

価
の
際
だ

け
で

な
く

、
助
成

相
談

、
事
業

実
施
中

の
進
捗
状

況
調

査
な

ど
の
時

々
の
機
会

を
捉

え
、
助

成
事

業
に
携
わ

る
職

員
が

連
続
性

を
持

っ
た
支

援
を
行

う
べ
き
と

い
え

る
。
同

時
に

こ
う
し
た

機
会

は
、
他

の
団

体
の
支
援

の
た

め
の

情
報
収

集
や

連
携
・

ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の

構
築

の
基

礎
に
も

な
る
。
 

特
に

、
助
成

期
間
中

の
ヒ
ア
リ

ン
グ

調
査

を
含
む

事
業
の
進

捗
管

理
は

、
事
業

計
画
及
び

資
金

計
画

の
遂

行
と

い
っ
た

マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の

視
点

か
ら

の
ア
ド

バ
イ
ス
も

行
う

こ
と

で
、
適

正
な
目
標

遂
行

管
理

、
資
金

管
理

を
誘
導

す
る
ば

か
り
で
な

く
、

組
織

運
営
に

お
け
る
育

成
の

効
果

も
期
待

で
き
る
と

い
え

る
。
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り
、
助

成
す

べ
き
事

業
や
団
体

、
分

野
な

ど
を
見

つ
け
出
し

、
以

降
の

助
成
の

在
り
方
や

方
向

性
に

結
び
付

け
る

と
い
う

こ
と
も

考
え
ら
れ

る
。
 

例
え

ば
、
さ

ら
に
助

成
す
る
こ

と
で

一
層

の
発
展

の
可
能
性

の
あ

る
事

業
を
見

つ
け
出
し

、
継

続
し

て
助

成
を

行
う

「
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

助
成

」
や

「
複

数
年

助
成
」
、

普
及

が
必

要
な

事
業

や
、

新
た

に
発

見
し

た

課
題

や
ニ
ー

ズ
を
テ

ー
マ
と
す

る
調

査
事

業
な
ど

を
モ
デ
ル

と
し

て
示

し
て
実

施
団
体
を

募
集

す
る
「

モ
デ

ル
事

業
」
な

ど
、
新

し
い
助
成

メ
ニ

ュ
ー

へ
の
発

展
の
可
能

性
も

考
え

ら
れ
る

。
 

 

④
 
機

構
事
務

局
の
専

門
性
の

更
な

る
向

上
 

こ
れ

ら
の
多

様
な
支

援
の
実
効

あ
る

実
施

の
た
め

に
は

、
当

然
な

が
ら

機
構
事

務
局
の
専

門
性

の
向

上
が

一
層

不
可
欠

で
あ
り

、
不
断
の

努
力

が
要

求
さ
れ

る
。
前
述

の
よ

う
な

、
プ
ロ

グ
ラ
ム
・
オ

フ
ィ
サ

ー
や
フ

ァ
ン

ド
レ
イ

ザ
ー
の

よ
う
な
視

点
を

持
っ

て
、
よ
り

顧
客
ニ

ー
ズ

に
沿

っ
た
連

続
性
の
あ

る
支

援
を

行
う
た

め
に

は
、
高

い
専
門

性
が
要
求

さ
れ

る
こ

と
と
な

る
。
 

そ
の

た
め
に

は
、
研

修
な
ど
に

よ
る

知
識

の
修
得

も
重
要
だ

が
、
よ
り

事
務
の

効
率
化
や

簡
素

化
を

進
め

な
が

ら
、
助
成

先
等
の

民
間
福

祉
活

動
の

実
践
現

場
の
実
情

に
耳

を
傾

け
、
情
報

交
換
な

ど
を

行
う

こ
と
で

、

座
学

で
は
得

ら
れ
な

い
地
域
の

福
祉

課
題

や
団
体
・
事

業
の

運
営

の
実

情
な
ど

に
つ
い
て

の
知

見
を

こ
れ
ま

で
以

上
に
深

め
る
こ

と
が
重
要

で
あ

る
。
 

  お
わ

り
に
 

独
立

行
政
法

人
福
祉

医
療
機
構

で
は

、
昭

和
６
３

年
度
の
長

寿
社

会
福

祉
基
金

の
創
設
に

始
ま

り
、
こ

れ
ま

で

約
２

５
年
に

わ
た
り

、
Ｎ

Ｐ
Ｏ

な
ど

の
民

間
福
祉

活
動
団
体

に
よ

る
約

１
３

，
０

０
０
件

の
事

業
に

対
し

、
総

額

７
０

０
億
円

に
の
ぼ

る
助
成
を

行
っ

て
き

た
。
 

こ
の

間
、
高

齢
化
や

少
子
化
の

急
速

な
進

展
、
経

済
成
長
の

停
滞

な
ど

、
様
々

な
社
会
的

、
経

済
的

環
境
の

変

化
が

起
こ
っ

た
。
そ

れ
に
伴
い

、
地

域
に

お
け
る

福
祉
課
題

も
多

様
化

、
深
刻

化
す
る
と

と
も

に
、
介

護
保

険
制

度
や

障
害
者

自
立
支

援
法
の
施

行
、
そ
の

後
の
改

正
な
ど
に

よ
り

、
民

間
福
祉

活
動
を
取

り
巻

く
環

境
も
急

激
に

変
化

し
た
。
 

こ
う

し
た
中

で
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
や
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
な
ど

の
市
民
に

よ
る

自
発

的
で
柔

軟
性
の
あ

る
活

動
が

、
各
地

で

実
績

を
あ
げ

る
こ
と

で
、
地
域

の
持

続
可

能
性
が

維
持
さ
れ

、
地

域
の

再
生
に

向
け
た
新

た
な

人
と

人
と
の

結
び

つ
き

が
生
ま

れ
て
い

る
。
 

平
成

２
３
年

３
月
１

１
日
に
発

生
し

た
東

日
本
大

震
災
に
よ

る
被

災
者

等
へ
の

支
援
に
お

い
て

も
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ

や

ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
な
ど

の
迅
速
で

柔
軟

な
行

動
力
に

よ
る
き
め

細
か

な
活

動
が
、
こ

れ
ま
で

の
被

災
地

の
復
旧
・
復

興
の

下
支
え

と
し
て

大
き
く
貢

献
し

て
き

た
。
 

今
後

も
、
長
期

に
わ
た

る
社
会

的
・
経

済
的

な
打
撃

が
人
々

の
生

活
に

も
た
ら

す
影
響
に

よ
っ

て
、
様

々
な
新

し
い

福
祉
課

題
が
生

ま
れ
て
く

る
こ

と
が

予
想
さ

れ
る
こ
と

か
ら

、
被

災
地
域

の
コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

再
構
築

に
向

け
た

取
り
組

み
に
は

、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

や
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

な
ど
に
よ

る
住

民
主

体
の
支

援
活
動
が

よ
り

一
層

求
め
ら

れ
る
。 

被
災

地
に
限

ら
ず
、
地

域
に
お

け
る

福
祉

課
題
の

多
く
は
個

別
性

が
高

く
、
か

つ
て
の
よ

う
に

行
政

に
よ
る

普

遍
的

な
施
策

の
み
で

は
対
応
が

困
難

な
も

の
が
増

え
て
い
る

。
そ

う
し

た
中
に

あ
っ
て
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
な

ど
の
民

間
福

1
3
 

 

具
体

的
に
は

、
こ
れ

ま
で
の
評

価
や

そ
の

集
積
に

加
え
、
優

良
事

例
と

そ
の
ノ

ウ
ハ
ウ
、
あ

る
い
は

失
敗

事
例

な
ど
を

ま
と
め

た
実
践
事

例
集

や
、
経

営
や
事

業
運
営

に
活

用
で

き
る
数

的
デ
ー
タ

な
ど

の
可

視
化
に

よ
る

参
考
指

標
の
提

供
な
ど
が

考
え

ら
れ

る
。
こ

れ
ら
は
、
ヒ

ア
リ
ン

グ
評
価

な
ど
を
通

し
て

得
ら

れ
る
も

の
も

多
い
ほ

か
、
数

的
デ
ー
タ

等
に

つ
い

て
は
、
助

成
申
請

書
類

、
精

算
報
告

書
、
自
己

評
価

表
な

ど
の
既

存
様

式
で
得

ら
れ
る

も
の
も
多

い
。
 

 

②
 
外

部
委
員

、
関
係

機
関
等

の
知

見
・

情
報
の

更
な
る
活

用
 

審
査
・
評
価

委
員
会

委
員
に
よ

る
ヒ

ア
リ

ン
グ
評

価
の
結
果

に
つ

い
て

は
、
そ

れ
ぞ
れ
の

専
門

的
な

見
地

か
ら

の
指
摘

と
し
て

特
に
重
視

し
、
次

年
度

以
降
の

助
成
先

選
定

や
助

成
事
業

の
仕
組
み

そ
の

も
の

の
改
善

に
反

映
す
る

な
ど

、
こ

の
評
価

事
業

の
目

的
た
る

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ

ク
ル

に
よ
る

連
続
的
な

事
業

改
善

に
活
か

す
こ

と
が
求

め
ら
れ

て
い
る
。

 

特
に

、
「

全
国

的
・

広
域

的
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
活

動
支

援
事
業

」
に

つ
い

て
は

、
助

成
金
額

も
大

き
い

傾
向

に
あ

り
、
事

業
規
模

か
ら
大
き

な
効

果
が

期
待
さ

れ
る
反
面

、
そ

れ
だ

け
社
会

的
責
務
も

重
く

、
効

率
的
な

資
金

の
活
用

が
行
わ

れ
な
か
っ

た
場

合
の

リ
ス
ク

も
大
き
い

。
限

ら
れ

た
資
金

の
適
正
配

分
や

、
専

門
性
の

高
い

助
言
を

実
現
さ

せ
る
た
め

に
も

、
外
部

の
識
者

に
よ
る

専
門

的
な

見
地
か

ら
の
ア
ド

バ
イ

ス
が

不
可
欠

で
あ

り
、
そ

れ
が
効

果
的
な
評

価
と

適
切

な
選
定

に
結
び
つ

く
も

の
と

考
え
る

。
 

ま
た

、
民
間

福
祉
活

動
を
め
ぐ

る
様

々
な

環
境
の

変
化
な
ど

を
踏

ま
え

、
行
政

と
民
間
の

中
間

に
位

置
す

る
機

構
の
特

徴
を
活

か
し
た
よ

り
効

果
的

で
時
宜

に
か
な
っ

た
助

成
を

実
現
す

る
た
め
に

も
、
高

度
に

専
門

性
を

有
す
る

選
定
・

評
価
の
た

め
の

外
部

委
員
や

ア
ド
バ
イ

ザ
ー

な
ど

は
欠
か

せ
な
い
。

 

前
述

の
よ
う

に
、
事

業
の
計
画

か
ら

、
助

成
期
間

中
、
助
成

終
了

後
ま

で
、
各

段
階
に
お

け
る

多
様

な
支

援
を

一
層
積

極
的
に

実
施
す
る

た
め

に
は

、
当

然
な

が
ら
機

構
事

務
局

の
専
門

性
の
更
な

る
向

上
が

必
須
で

あ
り

、
こ
の

よ
う
な

外
部
の
人

材
に

は
、
職

員
に

対
し
て
の

専
門

的
な

見
地
か

ら
の
ス
ー

パ
ー

バ
イ

ズ
の
役

割
も

期
待
さ

れ
る
。
 

ま
た

、
民

間
助

成
財
団

や
中
間

支
援

組
織

等
の
専

門
機
関
か

ら
の

情
報

や
知
見

を
日
常
的

に
得

る
こ

と
も
、

助
成

先
団

体
へ

の
支

援
の

基
と

な
る

情
報

収
集

や
機

構
事

務
局

の
専

門
性

の
向

上
に

つ
な

が
る

ば
か

り
で

な
く

、
助
成

の
在
り

方
や
そ
の

見
直

し
の

た
め
に

重
要
と
な

る
と

思
わ

れ
る
。
 

 

③
 
積

極
的
で

多
様
な

支
援
の

実
施
 

前
述

の
と
お

り
、
助
成

応
募
の

手
続

き
の

際
の
助

言
や
助
成

後
の

ヒ
ア

リ
ン
グ

評
価
等
は

も
ち

ろ
ん

の
こ

と
、
事

業
の

企
画
段

階
の
相
談

、
助

成
事

業
実
施

中
や
助
成

終
了

後
も

、
そ
の

時
々
の
助

成
金

配
分

だ
け
に

と
ど

ま
ら
な

い
団
体

や
活
動
へ

の
支

援
を

一
層
強

化
す
る
こ

と
が

、
事
業

の
継
続

や
団
体

の
運

営
の

安
定
化

、

発
展

に
寄
与

す
れ
ば

、
結
果
的

に
助

成
金

の
効
果

を
さ
ら
に

高
め

る
こ

と
に
つ

な
が
る
。

 

具
体

的
に

は
、
「

事
業

や
団
体

の
発

展
に

役
立

つ
よ

う
な
デ

ー
タ

や
情

報
、

優
良

助
成
事

例
や

そ
の

ノ
ウ

ハ
ウ

の
紹
介

、
機
構

の
事
業
・
サ

ー
ビ
ス

情
報
、
全

国
の
動

向
や

他
の

助
成
制

度
な
ど
の

情
報

提
供

」
、「

計

画
段

階
、
助

成
事
業

期
中
、
助

成
終

了
後

な
ど
各

段
階
で
の

相
談
・
支

援
」
、「

類
似
の
事

業
を

行
っ

て
い
る

団
体

同
士
や

異
業
種

間
の
紹
介

や
連

携
づ

く
り
」

な
ど
が
考

え
ら

れ
る

。
 

さ
ら

に
、
こ

う
し
た

支
援
を
続

け
て

い
く

中
で
発

見
し
た
課

題
や

ニ
ー

ズ
に
つ

い
て
、
調

査
を

実
施

し
た
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 震
災

の
影

響
に

よ
っ

て
、

計
画

的
避

難
区

域
に

指
定

さ
れ

た
「

飯
舘

村
」

か
ら

多
く

の
避

難
者

が
福

島
市

南
部

の
複

数
の

仮
設

住
宅

に
分

か
れ

て
入

居
す

る
こ

と
と

な
っ

た
が

、
交

通
網

の
整

備
の

な
い

不
便

な
土

地
で

あ
っ

た
た

め
、

住

民
同

士
の

つ
な

が
り

が
希

薄
に

な
る

こ
と

や
、
高

齢
者

の
閉

じ
こ

も
り

な
ど

に
よ

る
健

康
状

態
の

悪
化

が
懸

念
さ

れ
て

い
た

。
 

 
こ

の
よ

う
な

中
、
団

体
が

今
ま

で
培

っ
て

き
た

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

バ
ス

の
巡

回
に

よ
る

孤
立

防
止

の
ノ

ウ
ハ

ウ
を

活
か

し
、

複
数

の
仮

設
住

宅
間

を
バ

ス
で

巡
回

す
る

と
と

も
に

、「
お

茶
の

み
サ

ロ
ン

」、
「

健
康

サ
ロ

ン
」
、
「

休
耕

地
有

効

利
用

」
と

い
っ

た
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
場

の
提

供
す

る
こ

と
で

、
避

難
す

る
前

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

再
生

・
維

持

と
、

避
難

先
の

近
隣

住
民

と
の

新
た

な
人

間
関

係
を

つ
な

ぐ
事

業
で

あ
る

。
 

 【
外

部
有

識
者

の
評

価
コ

メ
ン

ト
】

 

仮
設

住
宅

に
お

い
て

は
、

あ
る

程
度

の
福

祉
的

な
支

援
の

手
が

行
き

届
い

て
い

た
避

難
所

で
の

生
活

と
は

異
な

り
、

さ
ま

ざ
ま

な
生

活
面

で
の

課
題

が
浮

き
彫

り
と

な
っ

て
い

る
。

こ
の

事
業

で
は

、
ほ

う
ら

い
・

松
川

・
飯

野
の

三
地

区

の
仮

設
住

宅
に

お
い

て
、

移
送

サ
ー

ビ
ス

を
手

段
と

し
て

、
も

と
も

と
あ

っ
た

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
人

間
関

係
を

「
つ

な

ぎ
直

す
」

と
い

う
成

果
と

、
新

し
く

知
り

得
た

方
々

の
人

間
関

係
を

「
つ

な
ぐ

」
と

い
う

成
果

、
こ

の
両

方
が

見
ら

れ

た
事

業
と

し
て

評
価

さ
れ

る
。

特
に

、
主

体
は

あ
く

ま
で

も
地

域
住

民
で

あ
る

と
い

う
前

提
の

も
と

、
住

民
が

、
自

ら

の
課

題
を

自
ら

が
解

決
す

る
た

め
の

後
押

し
と

な
る

よ
う

な
ス

タ
ン

ス
で

事
業

を
進

め
ら

れ
た

こ
と

は
注

目
に

値
す

る
。

ま
た

、
対

象
と

な
っ

た
助

成
事

業
を

き
っ

か
け

に
、

地
域

の
主

婦
層

が
中

心
と

な
っ

た
「

か
あ

ち
ゃ

ん
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト

」
を

は
じ

め
と

し
て

、
事

業
の

シ
ナ

ジ
ー

効
果

が
見

ら
れ

た
こ

と
も

成
果

の
一

つ
で

あ
る

と
思

わ
れ

る
。

 

 
被

災
地

域
で

の
福

祉
的

な
支

援
の

課
題

は
、
行

政
が

実
施

し
て

い
る

現
状

の
被

災
者

支
援

に
関

す
る

事
業

が
終

了
し

た
際

の
支

援
の

切
れ

目
に

ど
う

対
処

す
る

か
と

い
う

こ
と

で
あ

る
が

、
こ

こ
に

、
行

政
に

は
担

え
な

い
Ｎ

Ｐ
Ｏ

に
よ

る

支
援

の
連

続
性

の
強

み
が

あ
る

。
今

後
、

実
績

を
成

果
と

し
て

広
く

一
般

に
伝

え
て

い
た

だ
く

と
と

も
に

、
活

動
の

な

か
で

不
足

す
る

被
災

者
へ

の
支

援
・

課
題

に
つ

い
て

も
発

信
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

 

 

特
定

非
営

利
活

動
法

人
Ｎ

Ｐ
Ｏ

ほ
う

ら
い

「
バ

ス
を

通
じ

た
仮

設
住

宅
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

事
業

」

も
と

も
と

あ
っ

た
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ

つ
な

ぎ
直

す
役

割

福
島

県
理

学
療

法
士

協
会

福
島

市
南

部
地

域
住

民
活

動
連

絡
協

議
会

新
た

に
生

ま
れ

る
人

間
関

係

つ
な

ぐ
役

割

・
福

島
市

郊
外

の
高

齢
化

し
た

ほ
う

ら
い

団
地

で
、

住
民

が
中

心
と

な
っ

た
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
バ

ス
の

運
行

な
ど

を
通

じ
て

、
地

域
再

生
の

活
動

を
行

っ
て

い
た

。

・
団

地
の

周
辺

に
飯

舘
村

な
ど

か
ら

避
難

さ
れ

た
方

々
の

仮
設

住
宅

が
6

か
所

設
置

さ
れ

た
。

背
景

事
業

の
効

果

飯
舘

村
役

場 タ
ク

シ
ー

会
社

な
ど

地
元

企
業

福
島

県
立

医
科

大
学

地
域

住
民

に
よ

る
自

主
的

な
活

動
に

発
展

助
成

事
業

各
仮

設
住

宅
自

治
会

福
島

大
学

N
P

O
を

中
心

に
連

携
･
協

働
地

域
の

課
題

○
交

通
網

が
整

備
さ

れ
て

い
な

い
不

便
な

場
所

で
の

仮
設

建
設

。

○
仮

設
住

宅
が

複
数

に
分

散
す

る
こ

と
で

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

が
分

断
。

○
高

齢
者

が
多

く
、

健
康

状
態

が
不

安
。

○
郊

外
に

位
置

し
、

買
い

物
・

医
療

機
関

へ
の

ア
ク

セ
ス

が
不

便
。

○
住

民
同

士
の

つ
な

が
り

が
希

薄
に

な
っ

て
い

る
。

○
高

齢
者

が
多

く
、

健
康

状
態

が
不

安
。

ほ
う

ら
い

団
地

の
住

民
仮

設
住

宅
の

住
民

共
通

の
課

題
に

い
っ

し
ょ

に
取

り
組

も
う

！

○
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
バ

ス
運

行
に

よ
り

、
仮

設
住

宅
間

、
ス

ー
パ

ー
、

医
療

機
関

な
ど

外
出

機
会

を
提

供
。

○
お

茶
飲

み
サ

ロ
ン

で
住

民
同

士
の

交
流

・
活

性
化

。

○
健

康
サ

ロ
ン

で
医

療
機

関
連

携
に

よ
る

疾
病

予
防

指
導

。

○
休

耕
地

有
効

活
用

、
慣

れ
親

し
ん

だ
農

作
業

で
い

き
が

い
づ

く
り

。

 

ヒ
ア

リ
ン

グ
評

価
 

事
例

①
 

特
定

非
営

利
活

動
法

人
 

Ｎ
Ｐ

Ｏ
ほ

う
ら

い
 

『
 
バ

ス
を

通
じ

た
仮

設
住

宅
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

事
業

 
』

 

1
5
 

 祉
団

体
に

よ
る

温
か
み

の
あ
る

血
の

通
っ
た

活
動
は

、
単
に

制
度

や
サ
ー

ビ
ス
の

隙
間
を

埋
め

る
だ
け

で
な
く

、

地
域

に
お
け

る
連
携
・
協

働
の

提
案

者
や
「

ハ
ブ
」
と

な
り

、
新

た
に
生

ま
れ
る

ニ
ー
ズ

に
柔

軟
に

対
処
し

、
あ

る
い

は
失
わ

れ
つ
つ

あ
る
地
域

や
家

族
の

つ
な
が

り
を
つ
く

り
直

す
こ

と
を
通

し
て
、
地

域
社

会
の

再
生
の

た
め

に
欠

か
せ
な

い
も
の

と
な
っ
て

い
る

。
 

こ
う

し
た
地

域
社
会

の
再
生
の

た
め

の
活

動
の
芽

を
絶
や
す

こ
と

な
く

、
一
層

後
押
し
し

な
が

ら
、
新

た
な

ニ

ー
ズ

や
課
題

を
必
要

な
政
策
へ

つ
な

げ
る

た
め
に

も
、
助
成

制
度

の
在

り
方
と

と
も
に
こ

の
事

業
評

価
の
真

価
も

さ
ら

に
問
わ

れ
て
く

る
と
い
え

る
。
 

国
庫

補
助
金

と
い
う

限
ら
れ
た

資
金

を
有

効
に
配

分
し
、
最

大
の

効
果

を
上
げ

る
た
め
に

も
、
ヒ
ア

リ
ン
グ

評

価
等

を
通
じ

た
助
言

や
情
報
提

供
な

ど
、
様

々
な

側
面
的
支

援
を

併
せ

て
行
う

こ
と
で
、
助

成
事
業

の
質
を

高
め

、

効
果

の
最
大

化
を
図

っ
て
い
く

こ
と

も
重

要
で
あ

る
。
 

機
構

は
、
平
成

２
５
年

度
に
基

金
の

創
設

か
ら
２

５
年
目
を

迎
え

、
ま
た

、
独

立
行

政
法

人
設

立
か

ら
１
０

年

の
節

目
の
年

を
迎
え

る
。
こ
の

間
、
機
構

の
助
成

制
度
は
、
助

成
の
財

源
や
規

模
、
枠
組

み
な

ど
を

変
え
な

が
ら
、

Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど

の
民
間

活
動
へ
の

助
成

を
通

じ
、
自
主

性
・
主

体
性

を
も

っ
て
政

策
の
補
完

や
下

支
え

、
民

間
福

祉

活
動

の
振
興

な
ど
の

役
割
を
果

た
し

て
き

た
。
 

国
庫

補
助
制

度
に
よ

る
制
約
や

財
源

の
規

模
な
ど

が
縮
小
す

る
状

況
の

中
に
あ

っ
て
も
、
行

政
と
地

域
や
福

祉

現
場

の
中

間
に

位
置
す

る
機
構

な
ら

で
は
の

立
ち
位

置
や
役

割
を

十
分
活

か
し
な

が
ら
、

新
た

な
発
想

の
基
に

、

時
代

の
ニ
ー

ズ
に
合

致
し
た
助

成
制

度
の

構
築
に

取
り
組
む

こ
と

で
、
よ

り
大

き
な
効
果

を
社

会
全

体
に
も

た
ら

し
て

い
く
こ

と
が
求

め
ら
れ
る

。
 

最
後

に
、
機
構

が
こ
れ

ま
で
約

２
５

年
間

の
助
成

実
績
と
ノ

ウ
ハ

ウ
を

活
か
し

、
時

代
の

要
請

に
即

し
た

、
民

間
福

祉
活
動

に
対
す

る
支
援
を

一
層

展
開

す
る
こ

と
を
期
待

し
、

本
報

告
書
の

結
び
と
す

る
。
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リ
ー

マ
ン

シ
ョ

ッ
ク

後
、

2
0

代
、

3
0

代
の

若
者

が
ホ

ー
ム

レ
ス

と
な

っ
て

や
む

を
得

ず
支

援
を

求
め

る
ケ

ー
ス

や
、

ホ
ー

ム
レ

ス
の

予
備

軍
が

急
増

し
て

い
る

一
方

で
、

い
っ

た
ん

ホ
ー

ム
レ

ス
状

態
に

な
っ

て
し

ま
っ

た
若

者
が

そ

の
状

態
を

抜
け

出
し

、
再

び
担

い
手

と
し

て
社

会
復

帰
す

る
た

め
の

サ
ポ

ー
ト

体
制

は
十

分
に

整
備

さ
れ

て
い

な
い

状

況
に

あ
る

こ
と

か
ら

、
こ

れ
ま

で
ホ

ー
ム

レ
ス

支
援

を
行

っ
て

き
た

団
体

が
、

若
者

支
援

や
障

害
者

支
援

、
児

童
養

護

施
設

出
身

者
の

支
援

な
ど

、
ホ

ー
ム

レ
ス

に
な

り
や

す
い

と
思

わ
れ

る
分

野
で

若
者

を
支

援
す

る
専

門
家

と
と

も
に

、

問
題

解
決

に
取

り
組

め
る

よ
う

な
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

を
目

指
す

も
の

で
あ

る
。

 

事
業

で
は

、
ま

ず
、

若
者

支
援

の
民

間
団

体
へ

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

に
よ

っ
て

、
自

立
支

援
の

先
行

事
例

や
支

援
団

体
の

ニ
ー

ズ
を

把
握

し
た

う
え

で
、

民
間

団
体

同
士

を
結

び
つ

け
る

た
め

の
「

若
者

ホ
ー

ム
レ

ス
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

会
議

」
を

立
ち

上
げ

、
お

互
い

の
課

題
や

専
門

性
を

共
有

し
て

効
果

的
な

連
携

・
協

働
の

体
制

づ
く

り
を

構
築

す
る

と

と
も

に
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

会
議

に
お

け
る

議
論

を
ま

と
め

た
「

若
者

ホ
ー

ム
レ

ス
白

書
２

」
を

発
行

・
配

布
す

る
こ

と

で
、

若
者

ホ
ー

ム
レ

ス
の

状
態

に
応

じ
た

支
援

の
体

制
づ

く
り

と
普

及
啓

発
を

行
っ

て
い

る
。

 

 

【
外

部
有

識
者

の
評

価
コ

メ
ン

ト
】

 

 
社

会
的

に
十

分
に

認
知

さ
れ

る
こ

と
の

少
な

い
若

者
の

ホ
ー

ム
レ

ス
支

援
を

取
り

上
げ

、
こ

の
問

題
の

解
決

の
た

め

に
中

長
期

的
な

視
点

に
立

っ
て

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
立

ち
上

げ
の

準
備

作
業

を
始

め
た

こ
と

の
意

義
は

高
く

評
価

さ
れ

る
。

特
に

、
こ

れ
ま

で
ば

ら
ば

ら
に

活
動

し
て

連
絡

調
整

の
少

な
か

っ
た

支
援

者
団

体
の

有
機

的
な

結
合

に
よ

っ
て

、
そ

れ

ぞ
れ

の
団

体
に

欠
け

て
い

た
機

能
を

補
う

こ
と

が
で

き
る

手
掛

か
り

を
得

た
も

の
と

判
断

さ
れ

る
。
本

事
業

が
高

齢
者

ホ
ー

ム
レ

ス
と

違
い

、
社

会
的

に
注

目
さ

れ
な

い
若

年
ホ

ー
ム

レ
ス

の
問

題
を

可
視

化
す

る
た

め
の

一
歩

と
は

な
っ

た

と
思

わ
れ

る
。

な
お

、
申

請
書

で
被

災
地

と
の

関
連

に
つ

い
て

記
し

て
あ

っ
た

が
、

こ
の

点
が

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン

で
十

分
説

明
が

な
か

っ
た

の
は

や
や

残
念

で
あ

る
。

た
だ

、
そ

れ
を

考
慮

に
入

れ
て

も
、

全
体

的
に

高
く

評
価

で
き

る

成
果

を
上

げ
て

い
る

。
 

 

・
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
に

時
間

を
割

け
な

い
。

・
団

体
の

テ
リ

ト
リ

ー
を

超
え

ら
れ

な
い

。
・

状
態

に
応

じ
た

最
適

な
支

援
を

提
供

で
き

な
い

。

・
こ

れ
ま

で
面

識
の

な
か

っ
た

若
者

支
援

団
体

同
士

が
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

よ
り

つ
な

が
る

こ
と

で
、

当
事

者
の

若
者

に
と

っ
て

最
短

で
最

適
な

支
援

を
見

つ
け

ら
れ

る
の

で
は

な
い

か
。

特
定

非
営

利
活

動
法

人
ビ

ッ
グ

イ
シ

ュ
ー

基
金

「
若

者
ホ

ー
ム

レ
ス

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

立
上

げ
準

備
事

業
」

個
々

の
若

者
支

援
団

体
の

活
動

に
は

限
界

あ
り

ニ
ー

ト
支

援
団

体

就
労

支
援

団
体

児
童

養
護

施
設

発
達

障
害

者
支

援
団

体
ひ

き
こ

も
り

支
援

団
体

路
上

生
活

者
支

援
団

体

不
登

校
･
中

退
支

援
団

体

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

若
者

支
援

団
体

同
士

の
連

携
協

働
関

係
の

構
築

事
業

の
成

果

助
成

事
業

・
国

内
で

2
0

代
、

3
0

代
の

若
者

ホ
ー

ム
レ

ス
が

増
加

。
並

行
し

て
、

ひ
き

こ
も

り
や

ニ
ー

ト
な

ど
の

若
者

1
5

0
万

人
が

就
業

で
き

な
い

状
態

が
続

い
て

い
る

こ
と

。
・

行
政

で
は

二
―

ト
／

ひ
き

こ
も

り
／

ホ
ー

ム
レ

ス
の

状
態

別
の

対
応

と
な

っ
て

お
り

、
必

ず
し

も
十

分
な

状
態

と
は

い
え

な
い

。

課
題

若
者

ホ
ー

ム
レ

ス
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
会

議
自

立
支

援
の

た
め

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
団

体
調

査

若
者

ホ
ー

ム
レ

ス
白

書
Ⅱ

の
発

行
・

配
布

権
利

擁
護

団
体

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
団

体

動
機

東
京

･
神

奈
川

･
千

葉
の

2
6

団
体

に
よ

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
に

よ
り

、
団

体
同

士
の

横
断

的
な

連
携

協
働

の
体

制
を

構
築

！

若
者

ホ
ー

ム
レ

ス
の

状
態

に
応

じ
た

さ
ま

ざ
ま

な
支

援
が

可
能

に
！

心
的

ケ
ア

住
ま

い
居

場
所

就
労

支
援

つ
な

が
り

社
会

へ
の

普
及

啓
発

な
ど

東
京

 

ヒ
ア

リ
ン

グ
評

価
 

事
例

③
 

特
定

非
営

利
活

動
法

人
 

ビ
ッ

グ
イ

シ
ュ

ー
基

金
 

『
 
若

者
ホ

ー
ム

レ
ス

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

立
上

げ
準

備
事

業
 
』

 

1
7
 

     
震

災
に

よ
っ

て
被

害
を

被
っ

た
宮

城
県

石
巻

市
、

東
松

島
市

地
域

で
は

、
震

災
直

後
か

ら
避

難
所

や
仮

設
住

宅
、

自

宅
な

ど
で

避
難

生
活

を
送

っ
て

い
る

子
育

て
中

の
家

庭
に

対
し

て
、
子

育
て

支
援

を
行

う
各

団
体

が
そ

れ
ぞ

れ
単

独
で

支
援

活
動

を
行

っ
て

い
た

が
、

受
入

れ
側

の
細

か
な

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
切

れ
て

い
な

い
と

い
う

課
題

を
抱

え
て

い
た

。
 

 
こ

の
た

め
、

地
元

の
支

援
団

体
が

連
携

し
、

そ
れ

ぞ
れ

の
子

育
て

家
庭

の
状

態
に

応
じ

た
き

め
細

や
か

な
支

援
を

行

う
こ

と
を

目
的

と
し

て
、

仮
設

住
宅

や
在

宅
避

難
家

庭
に

聞
き

取
り

調
査

を
行

い
、

被
災

し
た

子
育

て
中

の
家

庭
の

ニ

ー
ズ

を
把

握
し

た
う

え
で

、
託

児
サ

ロ
ン

、
学

習
支

援
、

遊
び

の
広

場
の

実
施

な
ど

、
さ

ま
ざ

ま
な

子
育

て
サ

ロ
ン

を

実
施

し
た

こ
と

で
、

子
ど

も
の

健
全

育
成

と
自

立
し

た
生

活
環

境
の

向
上

を
図

っ
た

事
業

で
あ

る
。

 

 【
外

部
有

識
者

の
評

価
コ

メ
ン

ト
】

 

 
派

手
さ

は
な

い
が

、
視

点
の

し
っ

か
り

し
た

、
専

門
性

も
高

い
取

組
み

で
あ

っ
た

と
い

う
印

象
で

あ
る

。
 

 
被

災
地

支
援

を
一

過
性

に
終

わ
ら

せ
る

こ
と

な
く

持
続

さ
せ

る
に

は
、

支
援

活
動

を
街

づ
く

り
活

動
、

地
域

づ
く

り

活
動

の
文

脈
に

乗
せ

る
こ

と
が

大
事

だ
が

、
こ

の
取

り
組

み
は

そ
の

点
で

し
っ

か
り

し
た

枠
組

み
を

持
っ

て
い

た
。

援

助
活

動
の

限
界

に
つ

い
て

も
自

覚
的

で
、

連
携

に
つ

い
て

も
積

極
的

で
あ

る
。

 

 
今

後
に

も
期

待
し

た
い

が
、

報
告

書
は

そ
れ

に
見

合
う

具
体

性
が

十
分

で
な

い
よ

う
に

思
う

。
特

に
支

援
を

必
要

と

し
て

い
る

子
ど

も
た

ち
の

活
動

の
具

体
と

そ
の

効
果

等
が

十
分

に
明

ら
か

に
な

っ
て

い
な

い
こ

と
が

残
念

で
あ

っ
た

。

し
か

し
、

一
貫

し
た

冷
静

な
姿

勢
は

評
価

に
値

す
る

と
思

わ
れ

る
。

 

  

特
定

非
営

利
活

動
法

人
Ｄ

ｏ
Ｔ

ａ
ｎ

ｋ
み

や
ぎ

地
域

政
策

研
究

行
動

会
議

「
東

日
本

大
震

災
復

興
自

立
支

援
子

育
て

支
援

事
業

」

石
巻

市
・

東
松

島
市

地
域

で
は

、
指

定
避

難
所

や
応

急
仮

設
住

宅
そ

し
て

自
宅

避
難

の
家

族
が

多
数

存
在

。
児

童
関

連
の

社
会

福
祉

制
度

の
範

囲
内

で
各

支
援

団
体

が
活

動
し

て
い

る
も

の
の

、
単

独
活

動
で

あ
る

た
め

、
受

け
入

れ
側

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

切
れ

て
い

な
い

。

・
複

数
の

団
体

が
複

数
の

事
業

を
そ

れ
ぞ

れ
の

視
点

か
ら

、
言

い
か

え
れ

ば
そ

れ
ぞ

れ
の

専
門

的
な

立
場

か
ら

支
援

す
る

こ
と

で
、

大
き

な
成

果
が

得
ら

れ
る

の
で

は
な

い
か

。

窮
屈

な
仮

設
住

宅
生

活
や

在
宅

避
難

生
活

を
送

る
方

々
に

対
し

て
、

ニ
ー

ズ
を

吸
い

上
げ

な
が

ら
、

子
ど

も
達

の
居

場
所

づ
く

り
、

遊
び

場
づ

く
り

、
学

び
場

づ
く

り
を

行
い

、
困

難
な

環
境

に
お

い
て

も
一

定
の

教
育

環
境

の
創

造
、

向
上

に
貢

献
。

背
景

動
機

成
果

・
効

果

助
成
事
業

仮
設

住
宅

ア
ン

ケ
ー

ト
/
聞

き
取

り
調

査
在

宅
避

難
者

訪
問

聞
き

取
り

調
査

セ
ラ

ピ
ー

／
傾

聴
／

ア
ロ

マ

楽
器

・
和

太
鼓

子
ど

も
の

健
全

育
成

と
自

立
し

た
生

活
環

境
の

向
上

に
寄

与

被
災

家
庭

の
子

育
て

支
援

と
し

て
、

複
数

の
団

体
が

複
数

の
事

業
で

、
そ

れ
ぞ

れ
の

専
門

性
を

発
揮

音
楽

／
合

唱

学
習

支
援

託
児

サ
ロ

ン

遊
び

広
場

聞
き

取
り

調
査

で
は

な
か

な
か

本
音

を
引

き
出

せ
な

い
。

仮
設

住
宅

間
で

行
事

の
格

差
が

見
ら

れ
る

な
ど

不
満

の
声

が
。

子
育

て
家

庭
の

ニ
ー

ズ
・

地
域

ニ
ー

ズ
を

把
握

し
た

上
で

･
･
･･

子
育

て
家

庭
、

母
子

・
父

子
家

庭
か

ら
の

個
別

の
支

援
要

請
。

4
か

所
の

仮
設

住
宅

合
計

6
2

2
世

帯
へ

の
調

査

6
団

体
が

さ
ま

ざ
ま

な
子

育
て

サ
ロ

ン
を

実
施

仮
設

住
宅

・
在

宅
避

難
の

子
育

て
家

庭
延

1
,3

0
4

名
に

子
育

て
支

援

連
携

団
体

に
対

す
る

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

が
機

能

 

ヒ
ア

リ
ン

グ
評

価
 

事
例

②
 

特
定

非
営

利
活

動
法

人
 
D

o
 T

a
n

k
み

や
ぎ

地
域

政
策

研
究

行
動

会
議

 

『
 
東

日
本

大
震

災
復

興
自

立
子

育
て

支
援

事
業

 
』
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共
済
契
約
者

福
祉
医
療
機
構

（
電
子
届
出
シ
ス
テ
ム
）

都
道
府
県

社
会
福
祉
協
議
会
等

画
面
で
入
力
・
提
出

福
祉
医
療
機
構
か
ら
都
道
府
県

社
会
福
祉
協
議
会
等
へ
デ
ー
タ
送
付

退
職
共
済

ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
ﾍ
ﾞ
ｰ
ｽ

＝

退
職
手
当
共
済
電
子
届
出
シ
ス
テ
ム
の
概
要

共
済
契
約
者

福
祉
医
療
機
構

都
道
府
県

社
会
福
祉
協
議
会
等

②
届
出
用
紙
を
郵
送

③
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入

④
届
出
用
紙
を
郵
送

（
都
道
府
県
社
会
福
祉
協
議
会
等
へ
も
写
し
を
郵
送
）

紙
媒
体
で
提
出
す
る
場
合

①
届
出
用
紙
を
印
刷

⑤
届
出
用
紙
を
パ
ン
チ

退
職
共
済

ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
ﾍ
ﾞ
ｰ
ｽ

添付資料３３
＃７２
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添付資料３４
＃７２
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心
身
障
害
者
扶
養
保
険
資
金
の
運
用
体
制
イ
メ
ー
ジ
図
（
平
成
２
４
年
度
）
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料

 
（
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億
円
）
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２
．

将
来

予
測

の
概

要
 

（
１

）
計

算
の

前
提

 

①
 
基

礎
数

値
 

加
入

者
等

の
基

礎
数

値
は

、
平

成
２

３
年

度
末

の
実

績
値

を
用

い
た

。
 

 

②
 
基

礎
率

 

基
礎

率
に

つ
い

て
は

、
平

成
２

０
年

改
正

の
前

提
と

し
た

数
値

を
用

い
た

。
 

 

③
 
将

来
の

新
規

加
入

者
数

 

平
成

２
４

年
度

以
降

、
新

規
加

入
者

が
毎

年
３

０
０

人
あ

る
と

し
て

試
算

を
行

っ
た

。
な

お
、

現

在
の

加
入

者
の

み
で

の
試

算
を

併
せ

て
行

っ
た

。
 

 

④
 
保

険
料

 

保
険

料
に

つ
い

て
は

、
平

成
２

０
年

改
正

後
の

加
入

者
年

齢
階

級
毎

の
保

険
料

を
用

い
た

。
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費
負

担
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成
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０

年
改

正
に

お
け

る
公

費
負

担
の

見
通

し
を

用
い

た
。

具
体

的
に

は
、

保
険

財
政

及

び
年

金
財

政
に

そ
れ

ぞ
れ

平
成

４
１

年
度

ま
で

毎
年

４
６

億
円

、
平

成
４

２
年

度
は

保
険

収
支

２

４
億

円
、

年
金

収
支

６
８

億
円

、
平

成
４

３
年

度
か

ら
平

成
６

１
年

度
ま

で
年

金
収

支
９

２
億

円
、

平
成

６
２

年
度

に
年

金
収

支
１

０
億

円
と

し
た

。
 

 

⑥
 
運

用
利

回
り

 

資
産

の
運

用
利

回
り

に
つ

い
て

は
、

保
険

収
支

に
つ

い
て

は
１

．
５

％
、

年
金

収
支

に
つ

い
て

は
２

．
８

％
及

び
１

．
５

％
と

し
て

試
算

を
行

っ
た

。
 

 

（
２

）
人

数
の

推
移

 

①
 
加

入
者

数
の

推
移

 

加
入

者
数

は
、

平
成

２
３

年
度

末
で

は
７

９
,４

０
１

人
で

あ
り

、
新

規
加

入
者

数
を

毎
年

３
０

０
人

と
し

て
推

計
す

る
と

、
今

後
、

年
々

減
少

を
続

け
、

１
０

年
後

に
は

約
５

万
１

千
人

と
な

り
､さ

ら
に

減
少

を
続

け
る

。
 

保
険

料
免

除
者

数
は

、
今

後
数

年
間

は
４

万
５

千
人

前
後

で
推

移
し

、
そ

の
後

は
減

少
傾

向

と
な

る
。

 

ま
た

、
加

入
者

の
平

均
年

齢
は

、
平

成
２

３
年

度
７

０
．

５
歳

で
あ

る
が

、
そ

の
後

、
毎

年
徐

々

に
上

昇
し

平
成

４
３

年
度

の
７

７
．

１
歳

が
ピ

ー
ク

と
な

り
、

そ
の

後
は

下
降

傾
向

と
な

る
。

 

 

②
 
年

金
受

給
者

数
の

推
移

 

年
金

受
給

者
数

は
、

平
成

２
３

年
度

末
で

５
０

,７
３

２
人

で
あ

る
が

、
新

規
裁

定
者

数
が

失
権

者
数

を
上

回
っ

て
い

る
た

め
年

々
増

加
し

、
平

成
４

１
年

度
末

の
約

７
万

人
を

ピ
ー

ク
に

、
そ

の

後
は

減
少

傾
向

と
な

る
。

 

-
2
-

Ⅰ
 
将

来
予

測
等

の
概

要
 

１
．

は
じ

め
に

 

心
身

障
害

者
扶

養
保

険
事

業
の

健
全

か
つ

安
定

的
な

運
営

を
確

保
す

る
た

め
、

平
成

１
３

年

度
か

ら
そ

の
財

務
状

況
に

つ
い

て
長

期
的

観
点

に
立

っ
て

分
析

、
検

討
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

将

来
予

測
を

行
い

、
毎

年
度

、
国

、
地

方
公

共
団

体
、

障
害

者
団

体
等

の
関

係
者

に
報

告
又

は
情

報
提

供
を

行
っ

て
き

た
。

 

こ
の

よ
う

な
状

況
等

も
踏

ま
え

、
本

制
度

の
安

定
的

な
運

営
を

図
る

た
め

、
適

正
な

保
険

料
水

準
の

見
直

し
や

公
費

に
よ

る
財

政
支

援
の

延
長

等
を

柱
と

し
た

制
度

の
見

直
し

が
図

ら
れ

、
平

成

２
０

年
４

月
よ

り
制

度
改

正
が

実
施

さ
れ

た
と

こ
ろ

で
あ

る
。

 

今
年

度
の

将
来

予
測

に
つ

い
て

は
、

制
度

改
正

後
の

制
度

に
基

づ
き

、
基

礎
数

値
を

平
成

２
３

年
度

の
決

算
デ

ー
タ

に
置

き
換

え
、

推
計

を
行

っ
た

と
こ

ろ
で

あ
る

。
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３
．

責
任

準
備

金
 

 

（
１

）
 
責

任
準

備
金

の
算

定
方

法
 

毎
事

業
年

度
末

現
在

に
お

い
て

積
み

立
て

る
べ

き
責

任
準

備
金

は
、

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め

る
と

こ
ろ

に
よ

り
、

「
事

業
年

度
末

現
在

に
お

け
る

年
金

受
給

者
に

つ
い

て
将

来
支

給
す

る
年

金
の

現
価

相
当

額
（
以

下
「
年

金
の

現
価

相
当

額
」
と

い
う

。
）
」
か

ら
、

「
当

該
年

金
受

給
者

に
係

る
年

金

の
支

払
い

に
充

当
す

べ
き

将
来

の
保

険
金

収
入

の
現

価
相

当
額

」
（
公

費
負

担
）
を

控
除

し
た

額

と
さ

れ
た

。
 

ま
た

、
年

金
の

現
価

相
当

額
に

つ
い

て
は

、
「
年

金
受

給
者

の
年

金
額

に
、

年
１

．
５

％
の

予
定

利
率

（
た

だ
し

、
平

成
２

０
年

４
月

１
日

前
に

お
い

て
年

金
受

給
者

ま
た

は
加

入
者

（
平

成
２

０
年

４

月
１

日
以

降
の

口
数

追
加

に
係

る
分

を
除

く
。

）
で

あ
っ

た
者

の
年

金
額

に
つ

い
て

は
、

年
２

．
８

％

の
予

定
利

率
と

す
る

。
）
及

び
別

途
定

め
る

障
害

者
死

亡
率

を
基

礎
と

し
て

そ
の

者
の

年
齢

に
応

じ
て

算
出

す
る

年
金

現
価

率
を

乗
じ

て
計

算
し

た
額

を
合

算
し

た
額

」
と

さ
れ

た
。

 

 
（
２

）
 
平

成
２

３
年

度
責

任
準

備
金

の
金

額
 

上
記

の
方

法
に

よ
り

計
算

し
た

年
金

の
現

価
相

当
額

は
１

，
９

６
２

億
円

、
公

費
負

担
現

価
は

１
，

２
０

１
億

円
と

な
り

、
平

成
２

３
年

度
末

決
算

に
お

け
る

責
任

準
備

金
は

７
６

１
億

円
と

な
っ

た
。

 

こ
の

責
任

準
備

金
か

ら
平

成
２

３
年

度
末

現
在

の
年

金
資

産
額

６
２

９
億

円
を

差
し

引
い

た
繰

越

欠
損

金
は

１
３

２
億

円
と

な
っ

た
。

 

な
お

、
公

費
負

担
現

価
に

つ
い

て
は

、
平

成
２

４
年

度
以

降
の

公
費

負
担

現
価

１
，

４
８

１
億

円

の
う

ち
、

受
給

者
分

を
１

，
２

０
１

億
円

、
加

入
者

分
を

２
８

０
億

円
と

し
て

い
る

。
 

こ
こ

で
、

加
入

者
分

２
８

０
億

円
に

つ
い

て
は

、
加

入
者

の
年

金
の

現
価

相
当

額
１

，
８

０
９

億
円

か
ら

保
険

金
現

価
１

，
５

２
９

億
円

を
控

除
す

る
こ

と
に

よ
り

、
算

出
し

た
も

の
で

あ
る

。
 

 

 

 
 

-
4
-

平
成

２
３

年
度

末
で

は
加

入
者

数
に

対
す

る
年

金
受

給
者

数
の

割
合

は
、

６
４

％
で

あ
る

が
、

７
年

後
の

平
成

３
０

年
度

に
は

年
金

受
給

者
数

が
加

入
者

数
を

上
回

る
。

 

年
金

受
給

者
の

平
均

年
齢

は
、

平
成

２
３

年
度

末
で

５
６

．
９

歳
で

あ
る

が
、

毎
年

徐
々

に
上

昇
し

、
６

年
後

の
平

成
２

９
年

度
に

は
６

０
歳

を
超

え
、

そ
の

後
も

上
昇

す
る

。
 

な
お

、
現

在
の

加
入

者
の

み
に

つ
い

て
の

試
算

で
は

、
年

金
受

給
者

数
は

、
平

成
２

９
年

度

末
に

加
入

者
数

を
上

回
り

、
平

成
４

０
年

度
末

に
ピ

ー
ク

を
迎

え
る

。
 

 

（
３

）
 
保

険
収

支
予

測
 

保
険

料
収

入
は

、
加

入
者

数
の

減
少

と
保

険
料

免
除

者
数

の
増

加
に

よ
り

年
々

減
少

す
る

。
支

出
（
保

険
金

、
弔

慰
金

、
脱

退
一

時
金

）
は

、
平

成
２

８
年

度
ま

で
は

増
加

し
、

そ
の

後
は

減
少

傾

向
と

な
る

。
 

平
成

２
７

年
度

か
ら

平
成

４
０

年
度

ま
で

、
収

支
が

赤
字

と
な

っ
た

後
、

一
度

黒
字

に
転

じ
る

も
の

の
、

公
費

投
入

の
最

終
年

度
と

な
る

平
成

４
２

年
度

以
降

は
資

産
を

取
り

崩
す

こ
と

に
よ

っ
て

支
出

を
賄

っ
て

い
く

こ
と

と
な

る
。

そ
の

後
、

赤
字

幅
は

減
少

し
、

黒
字

へ
と

転
じ

る
。

 

な
お

、
現

在
の

加
入

者
の

み
に

よ
る

場
合

は
、

平
成

２
６

年
度

か
ら

収
支

が
赤

字
と

な
り

、
資

産

を
取

り
崩

す
こ

と
に

よ
っ

て
支

出
を

賄
っ

て
い

く
こ

と
と

な
る

。
 

 

（
４

）
 
年

金
収

支
予

測
 

保
険

金
収

入
は

、
平

成
２

８
年

度
ま

で
は

年
々

増
加

し
、

そ
の

後
は

減
少

傾
向

と
な

る
。

支
出

は
、

年
々

増
加

し
、

平
成

４
１

年
度

に
支

出
の

ピ
ー

ク
を

迎
え

、
そ

の
後

は
減

少
傾

向
と

な
る

。
 

 ①
  

運
用

利
回

り
２

．
８

％
の

場
合

 

平
成

３
２

年
度

か
ら

平
成

４
２

年
度

ま
で

は
、

収
支

が
赤

字
に

な
る

が
、

公
費

投
入

額
が

増
加

す
る

平
成

４
３

年
度

以
降

は
資

産
を

概
ね

維
持

す
る

こ
と

と
な

り
、

公
費

投
入

の
最

終
年

度
で

あ

る
平

成
６

２
年

度
以

降
、

資
産

を
取

り
崩

す
こ

と
に

よ
っ

て
支

出
を

賄
っ

て
い

く
こ

と
と

な
る

。
 

 

②
 
運

用
利

回
り

１
．

５
％

の
場

合
 

公
費

投
入

額
が

増
加

す
る

平
成

４
３

年
度

以
降

も
収

支
は

赤
字

と
な

る
が

、
そ

の
額

は
減

少

傾
向

と
な

り
、

一
旦

黒
字

に
転

じ
た

後
、

平
成

６
２

年
度

以
降

、
資

産
を

取
り

崩
す

こ
と

に
よ

っ
て

支
出

を
賄

っ
て

い
く

こ
と

に
な

る
。

 

な
お

、
現

在
の

加
入

者
の

み
に

よ
る

場
合

は
、

収
支

に
若

干
の

影
響

を
与

え
る

も
の

の
、

概

ね
同

様
の

傾
向

と
な

る
。
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４
．

ま
と

め
 

○
 
 
心

身
障

害
者

扶
養

保
険

事
業

に
お

い
て

は
、

本
検

討
会

の
報

告
等

も
あ

っ
て

、
平

成
１

９
年

度
、

国
に

お
い

て
「
心

身
障

害
者

扶
養

保
険

検
討

委
員

会
」
が

設
置

さ
れ

、
制

度
の

あ
り

方
に

つ
い

て
の

検
討

が
行

わ
れ

た
。

こ
の

心
身

障
害

者
扶

養
保

険
検

討
委

員
会

の
報

告
書

の
中

で
、

「
今

後
も

制
度

を
継

続
し

、
現

行
の

制
度

の
枠

組
み

を
基

本
と

し
つ

つ
も

、
現

在
の

経
済

状
況

を
踏

ま
え

、
長

期
に

わ
た

っ
て

安
定

的
に

持
続

可
能

な
制

度
へ

と
見

直
す

こ
と

が
適

当
で

あ
り

、

現
在

あ
る

積
立

不
足

に
対

応
す

る
措

置
を

講
ず

る
だ

け
で

な
く

、
新

た
な

積
立

不
足

を
発

生
さ

せ
な

い
た

め
の

措
置

を
講

ず
る

べ
き

で
あ

る
。

」
と

さ
れ

、
こ

れ
を

受
け

、
平

成
２

０
年

４
月

か
ら

保

険
料

の
水

準
の

見
直

し
、

公
費

に
よ

る
財

政
支

援
の

延
長

等
を

骨
子

と
し

た
制

度
改

正
が

実

施
さ

れ
る

に
至

っ
た

。
 

○
 
 
平

成
２

３
年

度
決

算
状

況
を

み
る

と
、

年
金

収
支

に
お

い
て

は
、

概
ね

資
産

ご
と

の
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
収

益
率

（
市

場
平

均
収

益
率

）
を

確
保

す
る

こ
と

が
で

き
た

が
、

世
界

的
な

金
利

低
下

・

株
安

・
円

高
傾

向
の

影
響

等
を

受
け

た
市

場
環

境
の

中
で

、
制

度
改

正
の

前
提

と
な

る
運

用

利
回

り
の

確
保

に
は

至
ら

な
か

っ
た

。
年

金
資

産
額

の
増

加
が

責
任

準
備

金
の

増
加

を
下

回

っ
た

た
め

、
前

年
度

に
比

べ
、

決
算

上
は

繰
越

欠
損

金
が

約
２

２
億

円
増

加
す

る
結

果
と

な
っ

た
が

、
長

期
推

計
上

は
収

支
が

赤
字

に
な

る
年

度
等

の
各

指
標

に
つ

い
て

大
き

な
変

化
は

み

ら
れ

な
い

。
本

事
業

に
お

け
る

年
金

資
産

の
運

用
は

、
長

期
的

に
必

要
な

収
益

を
確

保
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
お

り
、

今
後

も
財

務
状

況
の

改
善

に
向

け
て

、
運

用
努

力
す

る
こ

と
を

期
待

し

た
い

。
 

○
 
 
中

期
目

標
に

お
い

て
は

、
「
扶

養
保

険
事

業
の

安
定

的
な

運
営

を
図

り
、

将
来

に
わ

た
り

障

害
者

に
対

す
る

年
金

給
付

を
確

実
に

行
う

た
め

、
毎

年
度

、
扶

養
保

険
事

業
の

財
政

状
況

を

検
証

す
る

と
と

も
に

、
加

入
者

等
に

対
し

公
表

す
る

こ
と

。
な

お
、

国
に

お
い

て
は

少
な

く
と

も
５

年
ご

と
に

保
険

料
水

準
等

の
見

直
し

を
行

な
う

こ
と

と
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

基
礎

数
値

等
見

直
し

に
必

要
な

情
報

を
提

供
す

る
と

と
も

に
、

将
来

的
に

当
該

事
業

の
安

定
的

な
運

営
に

支
障

が
見

込
ま

れ
る

場
合

に
は

、
厚

生
労

働
大

臣
に

対
し

そ
の

旨
申

出
を

す
る

こ
と

。
」
と

さ
れ

て
い

る
。

本

年
度

末
に

は
前

回
の

見
直

し
か

ら
５

年
を

経
過

す
る

こ
と

と
な

る
た

め
、

今
般

厚
生

労
働

省
に

お

い
て

検
討

が
行

わ
れ

、
そ

の
結

果
、

平
成

２
５

年
４

月
か

ら
の

保
険

料
水

準
等

の
見

直
し

に
つ

い
て

は
、

特
段

の
措

置
を

講
じ

な
い

こ
と

と
す

る
と

の
結

論
に

至
っ

た
。

し
か

し
、

資
産

運
用

環

境
が

短
期

的
に

は
楽

観
を

許
さ

な
い

現
状

に
鑑

み
、

本
検

討
会

に
お

い
て

は
、

引
き

続
き

財
務

状
況

に
つ

い
て

長
期

的
観

点
に

立
っ

て
分

析
・
検

討
を

行
い

、
情

報
提

供
に

努
め

る
こ

と
と

す

る
。

 

○
 
 
本

事
業

は
多

く
の

関
係

者
が

そ
れ

ぞ
れ

の
立

場
で

制
度

を
支

え
て

い
る

複
雑

な
仕

組
み

で

あ
る

と
い

う
特

殊
性

に
留

意
し

、
福

祉
医

療
機

構
と

し
て

は
引

き
続

き
関

係
者

に
十

分
な

情
報

提
供

を
行

う
必

要
が

あ
る

。
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心身障害者扶養保険資産運用委員会委員名簿 

（平成 25年 4月 1日現在） 
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代理 
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（心身障害者扶養保険事業財務状況検討会座長） 
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 鈴 木 孝 徳 
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（敬称略） 
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2012
2012

1 2 3 4

1.05% 0.51% -0.06% 2.19% 3.72%

-9.74% -3.24% 16.73% 21.46% 23.82%

-3.63% 0.38% 13.70% 7.04% 17.73%

-7.52% 4.89% 13.74% 16.90% 28.99%

5.17 + 12.56
14 23 14 76

11

14.23 + 14.76

10

ECBECB

NOMURA-BPI TOPIX
MSCI- KOKUSAI

Bloomberg 2012 3 2013 3 31

MSCI- KOKUSAI
2012 3 100
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2012

350

355
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3450.8

335

340

0.4

0.6

3 6 9 12 3

9 3

NOMURA-BPI 3.72% 338.18 343.47 350.76

9 3
Citigroup 17.73% 305.17 295.21 359.29

10 - 2.21% 1.63% 1.85%

3 6 9 12 3

10 - 0.99% 0.77% 0.56% 10 - 1.79% 1.44% 1.29%

10 - 2.20% 1.73% 1.77%
Bloomberg 2012 3 31 2013 3 31

Bloomberg 2012 3 31 2013 3 31

10

10

10

10
0.560.56

10
1.85

10
1.85

2012

pt

9 3

TOPIX 23.82% 1,109.28 968.82 1373.53

9 3
MSCI KOKUSAI 28.99% 1,215.12 1,178.80 1,567.39

S&P500 11.41% 1,408.47 1,440.67 1,569.19

DAX 12.21% 6,946.83 7,216.15 7,795.31

22.95% 10,083.56 8,870.16 12,397.91
FTSE 11.15% 5,768.45 5,742.07 6,411.74

-1.16% 2,262.79 2,086.17 2,236.62

Bloomberg 2012 3 31 2013 3 31 Bloomberg 2012 3 31 2013 3 31
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8
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8

7
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情
報
登
録
に
あ
た
っ
て
は
、
「
活
動
内
容
」

「
支
援
上
の
課
題
」
「
被
災
地
の
ニ
ー
ズ
」
、

「
支
援
団
体
か
ら
の
要
望
」
の
４
つ
の
テ
ー

マ
で
情
報
登
録
が
可
能

被
災
地
支
援
団
体
支
援
掲
示
板
に
つ
い
て

被
災
地
に
対
す
る
支
援
活
動
を
行
う
団
体
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
支
援
内
容
、
ま
た
、
被
災
地
に
必
要
な

支
援
ニ
ー
ズ
等
に
つ
い
て
団
体
同
士
が
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
被
災
地
に
対
す
る
支
援
活

動
の
情
報
共
有
に
寄
与
す
る
。

被
災
地
支
援
を
行
っ
て
い
る
団
体
同
士
の
情
報
共
有
・
情
報
交
換
を
目
的
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
の
た
め
の
掲
示
板
を
開
設

被
災
地
支
援
団
体
情
報
（
詳
細
）

被
災
地
支
援
団
体
掲
示
板
（
詳
細
）
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年金担保貸付事業の事務取扱変更の実施状況 

 

  見直しの基本方針に基づき、利用者にとって必要な資金の融資及び無理

のない返済となるよう、制度取扱変更を実施した。  

 （１）融資限度額の引下げ  

     （変更前）          （変更後） 

年間の年金支給額 1.2 倍以内 → 年間の年金支給額 1.0 倍以内 

 

 （２）返済額の上限設定  

     （変更前）          （変更後） 

１回の年金支給額の範囲内 → １回の年金支給額の 1／2以内 

 

 （３）資金使途区分の変更  

   ①資金使途の例示を８種から１０種にする。 

変更前（１０種） 変更後（８種） 

医療・介護、住宅改修、教育、

冠婚葬祭、物品等購入（耐久消

費財）、借入金借換、旅行、家賃、

事業費、その他 

保健医療、介護・福祉、住宅改

修等、教育、冠婚葬祭、事業維

持、債務等の一括整理、臨時生

活資金 

②使途に応じた限度額の引下げ  

     （変更前）          （変更後） 

250万円(使途による区分なし) → 250万円(臨時生活資金は100万円) 

   

 （４）生活保護に関する年金担保融資の利用制限強化 

 

変更前 変更後 

借入申込時点において生活保護

受給中の者については、貸付を

行わない。 

借入申込時点において生活保護

受給中の者及び年金担保貸付を

利用中に生活保護を受給した者

で生活保護廃止日から 5 年が経

過していない者については、貸

付を行わない。 

○平成 23 年 12 月 
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一般勘定 当期利益 300百万円を計上

東日本大震災に係る災害復旧資金について無利子貸付等の優遇措置を講じたことに伴
うもの【平成２３年度第１次及び第３次補正予算に基づく対応】

要因
①

利差 貸倒引当金 合計

要因
②

≪損失発生内訳≫ （単位：百万円）

２５４百万円

▲５２７百万円

第２期中期目標期間の最後の事業年度における運営費交付金債務の精算収益化に伴う
もの【独立行政法人会計基準第８１第３項に基づく対応】

◆各勘定別の損益状況（平成２４年度）◆

利差 貸倒引当金 合計

▲１７７ ▲３４９ ▲５２７

二重債務者問題への対応として、東日本大震災に係る既往貸付について返済猶予・条
件変更などの措置を講じたことに伴うもの【平成２３年度第２次補正予算に基づく対応】

要因
③

利差 貸倒引当金 合計

▲２１４ ７７８ ５６３

要因
④

５６３百万円

その他（政府出資金等運用収入、旧基金勘定からの承継資産に係る減価償却費 など） １０百万円

３００百万円

≪利益発生内訳≫ （単位：百万円）

添付資料４４
＃１１５

【参考①】 福祉医療貸付事業の損益状況

○東日本大震災に係る貸付事業等については、平成２３年度補正予算により政府出資金（１４２億円）が財源措置されたことから、利子補給金
の算定の対象外。

○なお、平成２４年度決算においては、過年度において東日本大震災に係る貸付金に対し計上した貸倒引当金について戻入が発生したことに
より、０.３億円の当期利益

（単位：百万円）

費用

借入金利息

収益

利
子

貸付金利息

50,108

4,070
債券発行諸費

93

業務委託費
109

54,380

700

当期利益

36

736

2,711

308

債券利息

借入金利息
貸付金利息

736

子
補
給
金
　
対
象

利
子
補
給
金

　
　
対
象
外

東

日
本

大

震
災

に

係

る
貸

付

事
業

等

50,724

946

貸倒引当金戻入益

利子補給金収益

428

貸倒引当金戻入益

54,380
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【参考②】 平成２３年度補正予算による優遇措置の概要

区分 福祉貸付 医療貸付

第１次補正予算

災害復旧資金（設置・整備資金） 災害復旧資金（建築資金）

・全期間無利子
・7.2億円まで： 当初5年間無利子、6・7年目財投金利▲0.9％
・7.2億円以上： 7年目まで財投金利▲0.9％

災害復旧資金（経営資金） 災害復旧資金（機械購入資金・長期運転資金）

・当初5年間無利子、6・7年目財投金利▲0.1％
・7.2億円まで： 当初5年間無利子、6・7年目財投金利▲0.1％
・7.2億円以上： 7年目まで財投金利▲0.1％

第２次補正予算
・既往債権に係る積極的な条件変更（償還期間の延長、金利の見直し等）
・災害復旧のための新規貸付条件のさらなる緩和（償還期間・据置期間の延長等）

災害復興資金
病院の耐震化整備事業
災害拠点病院等の自家発電整備事業

区分 予算 決算 決算-予算

資金交付 3,912億円 3,873億円 △ 38億円

福祉貸付 2,118億円 2,297億円 179億円

医療貸付 1,794億円 1,575億円 △ 218億円

財投借入 3,588億円 3,500億円 △ 88億円

機関債発行 330億円 270億円 △ 60億円

【参考③】 平成２４年度 貸付実績

区分 予算 決算 決算－予算

資金交付 846億円 276億円 △ 569億円

福祉貸付 106億円 61億円 △ 44億円

医療貸付 740億円 214億円 △ 525億円

財投借入 846億円 276億円 △ 569億円

第３次補正予算
災害復興資金 災害拠点病院等の自家発電整備事業

衛星電話等の災害対策機器等整備事業

・当初5年間無利子、6・7年目財投金利▲0.1％ ・当初5年間財投金利▲0.5％

≪再掲≫ 平成２４年度 災害復旧資金貸付実績

返済猶予債権の正常化に伴う貸倒引当金戻入益の計上主な要因

①震災貸付のうち、平成２４年度中において返済猶予の解消等に至った貸付先について、平成２３年度において計上していた貸倒引当
金のうち、不用となった利子補給金相当分。 ⇒ 貸倒引当金 １４．０億円戻入

②一方、震災貸付以外の貸付先について、貸倒償却を行ったこと等に伴い、貸倒引当金を積み増す必要が生じることとなった。
⇒ 貸倒引当金 ４．５億円繰入

①＋②＝貸倒引当金戻入益 ９．４億円

⇒ 貸倒引当金は９．４億円の戻入益に加え、予算において計上した貸倒引当金繰入が発生しなかったことから、不用が生じたもの。

Ｈ24
決算

平成２４年度利子補給金 国庫返還額 予算額 決算額 国庫返還額

５,５３３百万円 ２,７１１百万円 ２,８２１百万円

【参考】貸付・借入平均利率等(利子補給金対象分)
（予算） （決算） （決算-予算）

貸付平均利率 1.690% 1.651% △0.039%

借入等平均利率 1.800% 1.766% △0.034%

借入平均利率 1.790% 1.775% △0.015%

債券平均利率 1.932% 1.674% △0.258%

△0.110% △0.115% △0.005%金利差（貸付-借入等）

⇒経済危機対策（平成２１年度補正予算、平成２４年度まで実施）におい
て、当初５年間の貸付金利を「財投金利▲０．５％」とする介護基盤の緊
急整備事業等の貸付実績が予算と比べて増加したことから、貸付平均
利率が低下し、借入金利率と貸付金利率の逆ざや幅が拡大しているも
のの、予算と比べて福祉医療機構債券を低利で発行したことに伴い、不
用が生じた。

（単位：百万円）

（予算） （実績） （実績-予算）

借入金利息等 55,262 54,382 △ 880

貸倒引当金繰入(△戻入) 1,421 △ 947 △ 2,368

収益 福祉医療貸付事業収入 51,150 50,724 △ 426

費用－収益 利子補給金収益 5,533 2,711 △ 2,821

費用

区分

利子補給金（損益差補助）の返納発生要因
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平成２４年度 不要財産の国庫納付について

不要財産の内容 宝塚宿舎、川西宿舎（土地及び建物）

帳簿価額 ９２百万円

不要財産となった理由
独立行政法人の事務・事業の見直しの基本方針によるもの

（平成２２年１２月７日閣議決定）

国庫納付等の方法 譲渡収入納付（独法通則法第４６条の２第２項）

譲渡収入額 ９０百万円

譲渡収入により控除した費用の額 ５百万円

国庫納付額 ８５百万円

①平成２４年度中に国庫納付を行った不要財産の概要

国庫納付日 平成２４年９月２４日

減資額 １１３百万円

②今後、国庫納付を予定している不要財産の概要

不要財産の内容 東久留米宿舎、小金井宿舎ほか

保有資産の状況

平成２４年度中においては、入居者の退去を促すため、入居者に対する説明会を実施し、
今後、見直しの基本方針に基づき、国庫納付予定としている。

なお、東久留米宿舎及び小金井宿舎ついては、平成２５年３月末をもって使用しなくなった
ため、他の職員宿舎に先行して減損の認識を行っている。

共済勘定
社会福祉施設等の職員に退職手当金を支給（社会福祉施設職員等退職手当共済法）

共済契約者（１／３）

国 （１／３）

都道府県（１／３）

退職手当金
職員

（退職者）

◆退職手当共済事業のしくみ◆当期利益 28百万円

財源措置予定額収益

25,029

21,296

3,731退職手当支払資金繰入

費用 収益

給
付
経
理

退職手当給付金等

退職手当共済事業収入

国庫補助金収益

都道府県補助金収益

92,980

45,858

退職手当給付金

（単位：百万円）

◇離職者の増加等に伴い、当初計画に対して退職手当給付金の支出が増加（14,042百万円）したため、国庫補助金は国の補正
予算による追加財政措置で対応するとともに、都道府県補助金は翌年度の補助金計算に当該不足分（3,731百万円）を上乗せ
して計算し、翌年度に受け入れる。

◇翌年度受け入れ予定の都道府県補助金見合い分については、財源措置予定額収益として整理するため、退職手当給付に係
る経理（給付経理）については、損益はゼロとなっている。

退職手当支払資金戻入益 3

費用計 95,917 収益計 95,917

当期総利益 28 資産見返運営費交付金戻入 23

3,731

430

88

523

費用 収益

業
務
経
理

退職手当支払資金繰入

退職手当共済業務費

一般管理費

運営費交付金収益

2,937

◇第2期中期目標期間の最終年度であることから、独法会計基準に基づき、
運営費交付金債務残高の全額を収益化したことにより、当期利益を計上
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保険勘定 当期利益 3,371百万円

◆心身障害者扶養保険事業のしくみ◆

（単位：百万円）

扶養保険責任準備金繰入 1,339

3,307 4,682

給
付
経
理

金銭の信託等運用益
当期総利益

費用 収益

保険金

12,650

費用 収益

受取保険料支払保険料

8,4138,413

年金給付金

12,686

【責任準備金の増加要因】
年度末年金受給者数の増加等

【当期総利益の主な要因】
責任準備金の繰入額（1,339百
万円）に対し、金銭の信託運
用益が4,682百万円発生したこ
とによるもの

責任準備金の推移年金給付金・年金受給者・加入者の推移
当期総利益 63 資産見返運営費交付金戻入 2

業
務
経
理

心身障害者扶養保険業務費 運営費交付金収益

65
161

一般管理費

35

　　　　　（単位：百万円）

対前年度増減

 ① 年金債務 196,194 198,338 2,144

 ② 公費負担額 120,093 120,897 804

 ③ 責任準備金の額 1,339

 （①－②） （責任準備金繰入）

4,647

（金銭信託の増）

 ⑤ 繰越欠損金
△ 3,307

 （③－④） （当期総利益）

 ④ 年金資産額 62,852 67,499

13,248 9,941

２３年度 ２４年度

76,101 77,440

年金担保貸付勘定 当期損失 ▲44百万円

当期損失の発生要因

予算 決算 決算-予算

資金交付 1,575億円 1,235億円 △ 340億円

機関債発行 400億円 300億円 △ 100億円

民間借入 183億円 17億円 △ 166億円

平成２４年度 貸付実績

（単位：百万円）

貸付実績の推移

貸倒引当金繰入 17

1,703

費用 収益

借入金利息・債券利息等

貸付金利息収入

565

2,571

業務委託費

（予算） （決算） （決算－予算）

貸付金平均利率 1.614% 1.623% 0.009%

借入金等平均利率 0.394% 0.311% △0.083%

金利差 1.220% 1.312% 0.092%

平成24年度の当期未処理損失▲４４百万円については、積立金３２２百万円を
取り崩して整理する。

【積立金】
（23年度末） （当期未処理損失） （２４年度末）
３２２百万円 － ４４百万円 ＝ ２７８百万円

貸付金利の検証において、現行の金利水準（１．６％）を維持した場合、当期損
失が発生する見込みであったが、積立金の範囲内で執行できることから、現行
の金利水準を維持している。

192 雑益・受取利息等 9
一般管理費 60 前中期目標期間繰越積立金取崩額 10
退職給付引当金繰入 97 当期総損失 44

年金担保貸付業務費
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労災年金担保貸付勘定 当期利益 0百万円（73万円）

平成２４年度 貸付実績
（単位：千円）

予算 決算 決算-予算

資金交付 3,900百万円 2,976百万円 △ 924百万円

貸付実績の推移

4,102
一般管理費 2,156 雑益・受取利息等 1,702

費用 収益

貸付金利息収入

業務委託費

27,788

34,635
年金担保貸付業務費

平成２４年度の当期未処分利益 ７３万円については、積立金として整
理する。

業務運営コストを適切に貸付金利に反映したこと等によるもの。

（予算） （決算） （決算－予算）

貸付金平均利率 0.89% 0.90% 0.01%

貸付金平均残高 5,099百万円 3,837百万円 △ 1,262百万円

【積立金】
（23年度末） （当期未処分利益） （２４年度末）

48,984千円 ＋ 731千円 ＝ 49,715千円

2,156 1,702
退職給付引当金繰入 1,977 貸倒引当金戻入益 242
当期総利益 731 前中期目標期間繰越積立金取崩額 175

承継債権管理回収勘定 当期利益 48,244百万円
（単位：百万円）

（23年度） （24年度） （24年度-23年度）

約定回収金 91,846 87,388 △ 4,458

繰上回収金 153,906 127,653 △ 26,252

計 245,753 215,042 △ 30,711

回収金

回収金の経年実績

承継債権管理回収業務費 2,585

一般管理費 124
貸倒引当金繰入 5
退職給付引当金繰入 131

当期総利益

48,244

50,700

費用 収益

貸付金利息収入等

（単位：百万円）

回収金（債権の元本相当分） 215,042 百万円

積立金（当期利益相当分） 48,244 百万円

国庫納付額 263,286 百万円

雑益・受取利息等 389

当期利益の経年実績

【利益の処分について】
＜通則法第44条第1項＞
→前事業年度から繰り越した損失をう

め、なお残余があるときは、積立金
として整理する。

【国庫納付】
＜機構法第5条の2の6＞
→毎事業年度、通則法第44条第1項又は2項の規

定による整理を行った後、当該事業年度におい
て回収された債権の元本の額に積立金相当額
を加えた金額を国庫納付する。
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ＩＲ活動の概要（平成 24 年度） 
 

 

福祉医療貸付事業及び年金担保貸付事業において、自己資金調達による貸

付原資の確保を目的として、福祉医療機構債券（財投機関債）の発行による

資金調達を行っている。 

資金調達を円滑にすすめるために、ＩＲ活動（投資家向けの広報活動）を

下記のとおり実施した。 

 

①投資家等説明会の開催 

上半期起債時に合わせたアナリスト向け説明会（4 月開催 35 名参加）、決

算が確定する時期に合わせた決算説明会（9 月開催 44 名参加）を当機構内

において開催した。 

 

②投資家個別訪問の実施 

中央及び地方の投資家（地銀、信用金庫、ＪＡ等）に対し、個別訪問によ

り当機構の概要、独立行政法人を取り巻く環境、決算及び予算の概要等を説

明し、当機構債券のＰＲを積極的に実施した。[上半期（5、6月）訪問先 13

件、下半期（11、3 月）訪問先 24 件、年度合計 37 件]。 

添付資料４５
＃１１７
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果

に
基
づ

き
、
Ｓ
、
Ａ

～
Ｄ

の
5
段

階
の

昇
給
区

分
を
決
定

し
、
そ

れ
ぞ

れ
６
・
５

・
４
・

２
・

０
号

俸
の

5段
階

の
昇

給
を

行
う
こ

と
と

し
た
。
 

成
 
果

 
能
力

(プ
ロ

セ
ス

) 
仕

 
事

 

こ
の
部
分
を
評
価
の
対
象
と
す
る

 

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
評
価

 
目
標
管
理
に
よ
る
評
価
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平
成
2
4
年
4
月
1
日

共
通
能
力
（階
層
別
必
要
能
力
）

・
・
・
部
門
を
問
わ
ず
階
層
別
に
求
め
ら
れ
る

・
・
・
部
門
別
に
求
め
ら
れ
る
専
門
的
な

知
識

機
構
が
全
職
員
に
求
め
る
能
力

必
要
知
識
、
能
力
向
上
手
段

・
・
・
全
職
員
共
通
（
階
層
ご
と
）
と
し
て
整
理

（
例
）
管
理
職
：
指
導
・
育
成
力
強
化
セ
ミ
ナ
ー

課
長
代
理
：
コ
ー
チ
ン
グ
・ス
キ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

係
長
・
主
査
：
チ
ー
ム
･ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

（
例
）
管
理
職
：
ビ
ジ
ネ
ス
交
渉
術
コ
ー
ス

課
長
代
理
：
課
題
解
決
の
た
め
の
企
画
力
強
化
ｺ
ｰ
ｽ

係
長
・
主
査
：
問
題
発
見
・
解
決
力
開
発
コ
ー
ス

研
修
の
種
類

例
示

・
引
継
ぎ

・
新
任
者
向
け
勉
強
会

・
課
内
勉
強
会

通
信
教
育

・
・
・
部
門
別
固
有
の
専
門
的
知
識
と
し
て
整
理

固
有
能
力
（
部
門
別
必
要
能
力
）

Ｏ
Ｊ
Ｔ

業
務
能
力
適
格
性
一
覧
（固
有
部
分
）

・
専
門
家
（
弁
護
士
等
）
勉
強
会
（
福
祉
貸
付
部
、
医
療
貸
付
部
、

顧
客
業
務
部
等
）

・
火
災
保
険
勉
強
会
（
福
祉
貸
付
部
、
医
療
貸
付
部
）

・
経
営
支
援
室
開
催
各
種
セ
ミ
ナ
ー
等

内
部

教
育
・
訓
練
ﾌ
ﾟﾛ
ｸ
ﾞﾗ
ﾑ

外
部

教
育
・訓
練
ﾌ
ﾟﾛ
ｸ
ﾞﾗ
ﾑ

業
務
能
力
適
格
性
一
覧
（
共
通
部
分
）

全
体
研
修

・
新
任
職
員
研
修

・
Ｑ
Ｍ
Ｓ
研
修

・
役
職
に
応
じ
た
研
修
（
係
長
研
修
、
課
長
研
修
）

・
若
手
職
員
勉
強
会

・
病
院
等
へ
の
研
修
派
遣
・
債
権
管
理
セ
ミ
ナ
ー
（
顧
客
業
務
部
）

・
給
与
実
務
研
修
会
（
総
務
企
画
部
人
事
課
）

・
厚
生
労
働
省
主
催
会
議
（
福
祉
貸
付
部
等
）

公
開
セ
ミ
ナ
ー

業
務
能
力
適
格
性
一
覧
は
、
機
構
の
職
員
と
し
て
業
務
に
従
事
す
る
の
に
必
要
な
知
識
・

能
力
及
び
能
力
向
上
の
た
め
の
手
段
（教
育
・
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
）を
整
理
し
記
載
し
た
も
の

で
、
そ
の
内
容
に
応
じ
て
共
通
部
分
、
固
有
部
分
に
分
け
て
い
る
。

共
通
部
分

所
属
部
門
に
関
わ
ら
ず
機
構
職
員
に
必
要
な
能
力
及
び
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
に
関
連
す
る

教
育
・
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
記
載
し
て
い
る
。

固
有
部
分

所
属
部
門
に
お
い
て
特
に
必
要
な
知
識
及
び
そ
の
向
上
手
段
（教
育
・
訓
練
プ
ロ
グ
ラ

専
門

研
修

通
信
教
育

・
役
職
に
応
じ
、
か
つ
各
業
務
に
直
結
す
る
テ
ー
マ
を
指
定

・
業
務
上
必
要
な
講
座
の
選
定
（
他
の
階
層
（
役
職
）
者
の
講

階
層
別
研
修

〔
資
格
取
得
等
支
援
制
度
〕

①
簿
記
検
定

②
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
法
務
検
定

③
銀
行
業
務
検
定
（
一
部
種
目
を
除
く
）

添付資料４７
＃１２２
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